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R 5 0 memor y

『 未来へつなぐ救助スピリ ッ ト 』



　 昭和43年に神戸市内のあら ゆる災害から 人命を救助する「 消防救助隊」 が神戸市消防局に発

足さ れて本年で50周年を迎えまし た。  

　 神戸市は、 昭和30年代に入り 高度経済成長と と も に、 三宮周辺を中心に都市化が進み大き く

発展し てき まし た。 そう し た街や市民生活の変化等により 、 多種多様な災害が発生する時代に

突入し まし た。  

　 こ のよう な時代の変化に対応すべく 発足さ れた消防救助隊が、 今日では、 国内で発生し た大

規模災害はも と より 、 海外で発生し た地震等の大規模災害にも 国際消防救助隊と し て出動する

など大き く 成長し た姿を 大変う れし く 思います。  

　 発足から 半世紀が経ち、 その間、 困難を 極める災害を 乗り 越え、 救助に関する知識、 技術は

も ちろ んのこ と 、 資機材や車両、 また活動服など様々な進歩を 遂げ、 現在では、 特別高度救助

隊や航空救助隊をはじ め、 全12隊の救助隊が災害の発生に常に備え、 あら ゆる災害に対応を し

ています。  

　 近年の災害を みますと 、 広島市で発生し た大規模な土砂災害をはじ め、 気候変動に伴う 豪雨

災害や今年９ 月に発生し た台風21号、 また、 北海道胆振地方を 震源と する地震災害など、 想定

範囲と いわれるも のを大き く 上回る災害が頻繁に発生し ており 、 消防救助隊に対するニーズは

益々高まっていると こ ろです。  

　 さ ら にはテロ災害等への備えも 求めら れるよう になり 、 社会情勢や災害形態が変化する中で、

今まで以上にアンテナを 張り 巡ら せ、 五感を 研ぎ澄まし 、 災害にも 全力で対応し なければなり

ません。  

　 こ れから も 救助隊員と し ての、 ゆるぎない誠実さ 、 高い倫理意識と 責任感を身にまと い、 必

要な体力、 知識、 技術、 装備を 使いこ なす技術力と 安全への判断力を 養う ために、 日ごろ から

たゆまぬ訓練に取り 組み、 いかなる環境下にあっても 、 窮地に陥っ た市民の命を 救い、 守ると

いう 確かな志が必要不可欠です。  

　 こ の50年をひと つの節目と し 、 神戸市消防救助隊の歴史と 記録を振り 返り 、 先輩方により 培

われた人命救助に対する知識、 技術そし て救助魂（ スピリ ッ ト ） を職員一人ひと り が受けと め、

こ れから の神戸消防の未来と 発展のために伝承し 、 さ ら なる成長を 期待し ています。  

成長と と も に 
～救助隊発足50周年記念～ 

消防局長　 菅原隆喜

平成30年12月25日



はじ まり があって  
　 　 　 　 「 今」 がある

発足50周年を迎えた今、 心新たに厳正な規律を堅持し 、  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 市民の期待と 信頼に応える強靭な 



岡本茂樹（ 76歳）

「 神戸市消防局救助隊」 と し て市民から の視野に立っ た、 し なやかで力強い職務の執行に日々、  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 勇猛果敢に邁進さ れるこ と を期待し ています。  



　 　  

　 社会的背景　 Social background 
　 昭和40年代に入っ て、 神戸市は地下街、 高速道路、 長大鉄

道ト ン ネル等の開通が相次ぎ、 都市化の進展に伴い、 各種の

災害事故（ 火災、 風水害、 水難、 交通、 労働災害、 山岳等）

は、 市街地を 中心に、 海に山に増加の一途を たどり 、 かつ、

複雑多岐の状況にあり まし た。

　 たと えば、 ガス中毒、 下敷、 転落、 水、 はさ まれ、 生き溺

埋め、 感電、 爆発等で負傷し た人など、 救出する ためには特

殊な装備や技術を 必要と する 事故が、 昭和42年中に621件も

発生し ています。

　 こ れら の要救助事案の増加に対処し 、 人命救助体制を 専門

的かつ組織的に確立、 強化し 、 こ れに関連のある 業務を 効果

的に行う ために、 神戸市消防局では、 「 消防専任救助隊」 を

昭和43年５ 月１ 日に発足し 、 同月20日から 運用し ています。

　 発足式　 Launch ceremony 
　 昭和43年５ 月20日午前11時から 兵庫区荒田町３ 丁目の神戸市消防学校校庭で消防専任救助隊（ 芦田章隊長、 隊

員12人） の発足式を行いまし た。  
　 神戸市消防局の消防隊員から 選ばれた、 火事や生き 埋め事故などの人命救助を 専門にする 隊員が登場。 芦田章隊

長の宣誓、 改發（ かいはつ） 消防局長の訓示に続いて、 草色の活動服をつけた隊員がパッ と 校庭に散り 、 激し い気

合いと と も に腕立て伏せなどの〝レンジャ ー体操〟を行いまし た。 続く レン ジャ ー救助は訓練塔と 校舎屋上の間に

並行し て張っ た２ 本のロープが舞台。 「 ウォ ッ 、 ウォ ッ 」 と いう かけ声と と も に、 腹ばいになる水兵渡り 、 足を 使

う モンキー渡り 、 身体をロ ープにく く って落下するスタ ン ド フ ォ ール、 屋上から のタ ンカ 搬送を披露し 、 初任科生

60人から も ため息が聞かれまし た。 当日は空気呼吸器、 救助ロープ、 人工蘇生器、 潜水器具など『 救急（ 救助） ７

つ道具』 を展示し 、 その道具を積んだ救助専用車も 同時に披露さ れまし た。

昭

和

4 3
年

５

月

2 0
日

　
1 2
名

か

ら

な

る

消

防

専

任

救

助

隊

が

生

ま

れ

人

命

救

助

な

ど

に

活

躍

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

発足式の様子

初代消防専任救助隊

誕

生
Inauguration 
       Of      
       The 
    Rescue 
          Team 

。

こ

こ

か

ら

始

め

る

、



配置場所と 部隊の編成

　 消防専任救助隊は、 神戸市生田区（ 現、 中央区） 加納町６ 丁目７ にある消防本部の直轄部隊と して、

警防部消防課救急救助係に配置さ れまし た。  

　 消防専任救助隊は２ 交替2 4 時間勤務体制により 、 常時１ 隊が出動可能な体制を と り まし た。 １ 隊の

編成は消防司令補（ 隊長） 、 消防士長（ 副隊長） 、 消防士（ ４ 名） の計６ 名と なっ ています。  

　 隊員は、 陸上自衛隊富士学校のレンジャ ー救助訓練及び潜水救助訓練課程を修了し た隊員（ 当市レン

ジャ ー救助訓練の指導者） で構成さ れています。

消防課長

第１ 専任救助隊

救急救助係長

第２ 専任救助隊

消防専任救助隊の出動基準 
　
　 消防専任救助隊は次の基準で出動するほか、 すべての要救助災害に出動し まし た。  

第１ 出動（ 即時出動）  
○　 急報で、 救助活動を 必要と 判断さ れる災害事故。  

○　 灘・ 葺合・ 生田・ 兵庫（ 北神地区を 除く 。 ） ・ 長田・ 　 須磨

　 各区の建物火災で炎上出動の場合。  

○　 東灘・ 垂水（ 西神地区を 除く 。 ） 各区の建物火災で特命第１

　 出動の場合と 、 市内の建物火災以外の特命第１ 出動の場合。  

○　 負傷者が多数発生し た救急事故の場合。

第２ 出動(要請出動) 
○　 現場最高指揮者から 、 出動要請のあっ た場合。  
　  
　  
命令出動 
○　 本部長又は警防部長から 出動命令があっ た場合。  

各消防署から 選抜さ れた精鋭隊員たち



   消防専任救助隊が出動し たと き は、 次のよう な業務を行いまし た。

　 　 　 第１ 出動時 
　 　 　 　  先着の救急隊や消防隊と 合同で、 人命救助活動を行います。 火災現場で

人命検索の結果、 逃げ遅れた人や、 ケガを し た人がいない場合は、 消火

活動をし やすいよう に警護線を設定し 、 見物人の整理等にあたり ます。  
　 　 　 第２ 出動時 
　 　 　 　 要請さ れた業務を行います。  
　 　 　 命令出動時 
　 　 　 　 命令さ れた業務を行います。  

消防専任救助隊の現場

災害防御活動以外の業務 
　 消防専任救助隊員は、 災害活動時以外においては、 日課表に基づき 、 次のよ

う な業務を行いまし た。

      ・ 　 救助業務の基本的計画の作成 

　 　 ・ 　 救助業務・ 技術の指導研究 
　 　 ・ 　 レンジャ ー救助訓練の指導 
　 　 ・ 　 救助統計 
　 　 ・ 　 救助情報の収集 
　 　 ・ 　 救助業務関係機関と の連絡調整 
　 　 ・ 　 救助広報 
　 　 ・ 　 その他・ 救急事務および通信勤務等の補助 

消防専任救助隊の装備　 　 　  

  初期は、 まだ専用の救助工作車はなく 、 消防自動

車を改造し て運用し まし た。 消防専任救助隊発足に

伴い導入さ れた「 日産G 6 0 」 。 当時は、 装備より

機動性が重視さ れまし た。

　 消防専任救助隊は専用車に次のよ う な資機材を 常時積載し まし た。 こ の装

備でほと んどの救助作業が可能ですが、 特殊事案等で不足資機材の補充につ

いては、 消防補給車を活用し まし た。

車両の諸元 
車名　 ト ヨ タ ・ ラ ンド ク ルーザー（ Ｆ Ｊ ）  
1963年式　 排気量3860Ｃ Ｃ ・ 125馬力　 全長4.82m　 幅1.72m　 全高2.2m　  
総重量2572㎏　 定員6名 

積載資機材 
携帯油圧ジャ ッ キ1組　 ロ ープ 投射器1個　 携帯ウイ ン チ１ 基　 エン ジン

カ ッ タ ー１ 基　 空気呼吸器4個　 救助用ロープ各種　 スリ ングロープ（ カ ラ

ビ ナ付） 10本　 ナイ フ 1個　 滑車1個　 ロ ープ 登り 器2個　 ボルト ク リ ッ

パー1個　 大型ハン マー1個　 スコ ッ プ 2個　 金てこ 1個　 強力ラ イ ト 1個　

ト ラ ンジスタ ーメ ガホン1個　 防火衣1式　 救命胴衣5組　 救命浮環2個　 潜

水器具1組　 密閉式保護服2着　 簡易担架1個 

昭和4 3 年救助隊発足当時の救助工作車（ 日産G6 0 ）

当初の車両と 資機材

東遊園地での披露



発足当時の理想

　 消防隊の全員が、 救助技術を 体得し 高度な技術、 体力を 有する専任救助隊員と

連携し て、 人命救助業務を遂行し ていく こ と が当面の理想です。  

　 さ ら に、 こ の専門的な技術、 装備を有する専任救助隊を 将来は東西に設置し 、

さ ら に各署に１ 隊の専任救助体制に及ぼすこ と が、 当市における理想でし た。

昭和4 1 年 3 月　  

昭和4 1 年1 2 月　 　  

昭和4 2 年1 2 月　 　  

昭和4 3 年 5 月　  

昭和4 3 年1 1 月　  

昭和4 4 年 5 月　  

昭和4 4 年1 1 月　  

昭和4 5 年 5 月　

主な経過

項　 　 　 　 目 基　 　 　 　 準

走力（ 100m） 14秒以内

持久力（ 1500m） ７ 分以内

耐久力

（ 60㎏を持ち50m）
14秒以内

けん垂 10回以上

幅と び ５ ｍ以上

腕立て伏せ 30回以上

かがみ跳躍 40回以上

腹筋（ ２ 分間） 30回以上

肺活量 4000cc以上

鬼のかがみ跳躍

地獄の腹筋
（ 参考図書　 昭和45年1月号「 雪」 　 救急救助係　 小野　 亘氏　 寄稿）  

自衛隊レンジャ ー教官４ 名を 招き レンジャ ー技術を導入 

第１ 期　 陸上自衛隊富士学校へ1 0 名派遣 

第２ 期　 陸上自衛隊富士学校へ1 0 名派遣 

神戸市専任救助隊発足 

第３ 期　 陸上自衛隊富士学校へ６ 名派遣 

東部方面専任救助隊を灘消防署に設置　 消防課所属の救助隊を 中部方面隊と し た 

第４ 期　 教育植物園で救助科研修実施（ ２ 週間1 4 名）  

西部方面専任救助隊を須磨消防署に設置 

救助隊の選考要件



初代専任救助隊長　 小野　 亘

っ た！」  

あと 七時間あまり で新年を 迎えよ う と し ていた昭和四十三年十二月三十一日の十六時二十

九分、 磯上グラ ン ド で訓練中の専任救助隊に出動指令の無線がと びこ んでき た。 「 専任救

助隊出動指令、 六甲山大月地獄谷Ｆ ２ の滝で転落事故発生、 直ち に六甲山東派出所へ出動

せよ 」 こ の数秒間の指令の中に、 悪戦苦闘のかぎり を つく し たあの救出救助活動が秘めら

れていよう と は・ ・ ・ 。  

落石に注意せよ ！ 
大晦日の繁華街を かき 分け、 寒風吹き 荒れる 表六甲ド ラ イ ブウェ イ を 、 サイ レ ン の音も け

たたまし く 、 救助車は縫う よ う に快走し 、 指令二十五分後の十六時五十四分に六甲山東派

出所へ到着し た。  

　 警察官と 転落者の同僚と を 乗せ、 滝へ通ずる六甲オリ エンタ ル

ホテルの裏で下車する と あたり はすでに夜のと ばり 。 五十㍍ロ ープ一本、 三十㍍ロ ー

プ五本、 滑車二個、 照明具六個、 ナタ 、 毛布、 スリ ングロープ十五本、 革手袋、 カ ラ

ビナ等が次々と 準備さ れる。 現場までは少なく と も 三十分はかかるだろ う ・ ・ ・ 。  

　 転落者の同僚に聞けば、 「 十五時半ごろ 、 ロ ッ ク ラ イ ミ ン グ中、 約二十㍍の高さ か

ら 足を すべら せ転落、 途中二～三回岩にから だを ぶっ つけ、 滝つぼの中へ背中から 落

ち た。 私は〝笠井大丈夫か〟と かけよ っ たが動かない。 急いで近く の岩の上に引き 上

げ、 毛布やテン ト でから だを 包み、 すぐ に救助隊を つれてく るから 待っ ておれよと 励

まし て、 かけあがってき た。 そのと き 、 意識はなかっ たが、 呼吸は確かだっ た」 と い

う 。  

　 時間を 逆算する と 、 すでに一時間半も 過ぎている。 転落者の状態を 見なければ、 救

助策は決定でき ないと 考え、 以後の連絡のため、 運転手の高橋君を 車に残し 、 救助資

機材を 分担携行、 雑木林を かき 分け、 懐中電灯の灯り を 頼り に下山を 開始し たのが十

七時十五分。 五分も 歩かぬう ち に、 六甲山

特有の峻険な岩場道と なり 、 歩行はさ ら に

困難を 極めてき た。 谷底から 吹き あげる風

は身を き る よう に冷たく 、 雑木の揺れ動く

音は、 「 痛いよ ー、 早く 助けてく れー」 と 叫んでいる よ う に聞こ え

る。 気ばかり があせるが、 岩場は思う よう に動けない。  

　 資材が肩に食い込む。 吐く 息は白く 、 すでに服は汗でグッ ショ リ 。

隊員は黙々と 下山する 。 時折、 先頭の隊員から 「 落石注意」 「 足元

注意」 の声が、 風に乗り 遠く になっ たり 近く になっ たり する 。 中間

地点に野村君と 警察官を残し 、 他の五名でさ ら に多く の資材を 背負っ

て下山を 続行し た。 道は険し く なる ばかり 。 風のざ わめき だと 思っ

ていた音が、 だんだん大き く なってき た。 「 あれは滝の音だ！。 オー

イ 滝は近いぞー」 そのと き 先頭にいたぼく は、 はずむ息を 押さ え て叫

んだ。 滝へ通ずる間道は、 七月豪雨のため跡形も なく 崩れ去り 、 約百㍍下方の谷底まで無惨な「 地すべり 」 の跡

を さ ら け出し ている。  

　 今までは暗闇だっ たのに、 今こ の「 地すべり 」 の跡に立って思索し ている と き 、 神の恵みか、 月がこ う こ う と

足元を 照ら し だし てく れた。 ロ ープを 頼り に、 こ の五、 六十㍍の「 地すべり 」 の跡を 降り るこ と にし た。 途中、

ちょ っ と 足を すべら せる と 、 大き な石がウナリ を あげて落下し 、 谷底でバシャ ンと 大き く 反響する 。 思わずロー

プを 握り し め「 オーイ 落石が多いぞ、 一人ずつ降り てく る んだゾ」 わずか六十㍍の距離が何百㍍にも 感じ 、 一人

ずつやっ と の思いで滝つぼへ・ ・ ・ 。  

「 地獄谷はまさ に〝地獄〟だっ た！」



生き ているゾ、 だが・ ・ ・  

　 ご う 音と 水し ぶき にかすむ滝つぼへ向かっ て 「 オ ーイ 大丈夫

かー」 ・ ・ ・ 。 聞こ えないこ と はわかっていながら 、 叫びつつ黒い

影に走り 寄っ た。  

　 「 生き ていてく れ・ ・ ・ 」 祈り ながら 電灯を 近づけ、 ソ ーと 毛布

を めく る と 、 淡い光の中に歯を く いし ばり ワナワナと 震えている 青

白い顔が浮かび上がっ た。 「 生き ている ！」 間に合っ たゾ、 無言で

懐中電灯を 大き く 振る と 、 後続の隊員がバラバラ と かけ寄っ て き

た。 　  

　 まず救急処置だ・ ・ ・ 。 負傷部位を 確認すべく 右手にさ わっ たと

たんに「 ウーン 」 と 顔を し かめ苦し そう 。 肩甲骨から 右上肢、 右大

腿骨に骨折がある 。 こ の調子だと 腹部には相当の内出血が予測さ れる 。 こ のまま眠ってし まう と 大変なこ と にな

る。 頬ペタ を 平手で叩き 耳元で「 し っ かり し ろ よ！眠ってはダメ だぞ！」 と 叫べば、 かすかにう なずく 。  

　 急き ょ 、 全隊員を 呼び集める 。 「 負傷者は重態だ、 担架搬送以外に策はないが、 山上へ搬送する か谷底に沿っ

て搬送するか」 ・ ・ ・ 暗い山を 仰ぎながら 検討し た結果、 「 担架では山上へは不可能、 時間はかかっても 谷底を

下山し よう 」 と 全員一致で決定し た。  

　 各隊員は手分けを し て分散し ていっ た。 福井士長と 中部君は、 応急担架用の立木を 切り に・ ・ ・ 。 黒木君は、

中腹に待機し ている 野村君へ救助策の決定を 知ら せに・ ・ ・ 。 残っ たぼく は、 負傷者の服を 切り 裂き 、 タ オルや

肌着等乾いた布切れを押し 込み、 バンド やボタ ンをゆるめ、 靴をぬがせ、 傷を気にし ながら やっ と の思いでリ ュ ッ

ク を はずし たと こ ろ へ、 福井、 中部の両君が帰って来た。 電池はき れナタ の刃先はボロ ボロ にこ ぼれ、 苦労の跡

がう かがえる。 骨折部位の応急処置を終わり 、 毛布にく るんで担架に縛り つけていると き、 ガサガサと 二つの影。

フ ウフ ウいいながら 黒木野村両君が帰ってき た。 「 オーご苦労さ ん、 疲れているだろ う がすぐ 出発だ・ ・ ・ 」  

谷川に伏し て 

　 四名で担架を も ち、 一人は確保ロ ープ(担架に縛り つけて、 崖等を 降り ると き に使用する )を 持つ。 交代の隊員

はいない。 負傷者の同僚にリ ュ ッ ク やロ ープを 持たせ、 滝つぼを 出発し たのが十八時三十分を 過ぎていた。 月光

のも と 、 滝し ぶき を 頭から かぶり ずぶ濡れの隊員は、 寒さ に震えながら も 、 担架を 持つ手に力を こ め歩一歩下山

を つづけた。 谷底までの「 地すべり の跡」 が第一の難関であっ た。 ロ ープを 張り めぐ ら し 、 二十分も かかり やっ

と の思いで谷底へ・ ・ ・ 。 谷底に立っ たと き は、 どの隊員も 泥んこ になり みる も 無惨な姿であっ た。 と う と う 懐

中電灯は電池がき れても う 用を足さ ない。 月明かり がたより だ・ ・ ・ 。  

　 滝の音がほと んど聞こ えなく なる と 、 ギョ ッ と する よう な野犬の鳴き 声―。 （ 後で聞いたこ と だが、 六甲山は

野犬が多く 、 冬期は食物がなく 、 群をなし て家畜を襲い狼と 全く 変り ないと いう ）  

　 ヨ ロヨ ロし ながら 、 時には腰まで水につかり 、 次には堰堤から 落ち る水を 頭から かぶる。 腹はグウグウ、 足は

ギュ ウギュ ウと 靴から 水がと び出し 、 寒冷と 空腹の連続で隊員の疲労は目に見えて大き く なる。  

　 五名の隊員は、 自分の持ち場を 変わる だけで体を 休める こ と もでき ない。 「 も う 体力の限界にき てる のではな

かろ う か」 ふと こ んなこ と がボヤけた脳裏を かすめる 。 月にすかし て見る と ずぶ濡れになっ た隊員は、 重労働の

た め体温があがり 、 水分は水蒸気と な っ て モ ヤモ ヤと 蒸発し て いる 。 「 隊員のから だ から 後光がさ し て い



　 ただ、 歩一歩黙々と 牛馬のごと く 、 も のいえぬド レ イ のごと く 谷底の道なき 道をう ごめいているだけ・ ・ ・ 。 ぼく は

隊長と し てジーンと 目頭が熱く なっ た。 なぜ、 最初から 応援を 求めなかっ たのか・ ・ ・ 。 こ のままでは隊員が倒れてし

まう 。 後悔が脳裏を 横切る。  

　 「 おい、 し ばら く 休も う 」 。 こ の一言で、 所かまわず隊員はその場に座り こ んだ。 谷間のせせら ぎは、 身を切るよう

に感じ る はずだが、 感覚の薄れた尻にはかえって快よい。 ド サッ と 倒れれば空は十一夜。 「 月がき れいだナアー」 だれ

かがボソ ッ と つぶやいた。  

　 そう いえばソ 連の人工衛星（ コスモス） があの月のまわり を 飛んでいるはずだ。 おれたち はこ のち っ ぽけな地球の、

その中のちっ ぽけな谷に倒れ込んでし まっている。  

ク ソ ！やっ たるゾ・ ・ ・ 。 尻が冷たく 、 背中も ゾク ゾク し てき た。 野犬の遠吠えはまだ続いている。 負傷者も 生死の別

れ目で頑張っている 。 谷間を すかせば月明り の中にまだまだ幾重にも 山並みがかすんでいる 。 こ の調子ではあと 何時

間・ ・ ・ 。 時計は二十一時四十六分、 滝を出発し てすでに三時間も 過ぎている。  

　 座り こ んでる 隊員に、 「 応援要請し てく るゾ、 君たち は百㍍でも よ いから 、 頑張っ てく れ」 と いい残し 、 不用な資機

材を 持ってこ ろ げる よう にし て、 足元の悪い谷底を 走り おり た。 今まで担架を 搬送していると き に比べ、 なんと 身の軽

いこ と か、 まるでフ ワフ ワと 空中を 遊泳しているよ う だっ た。 担架搬送の何十倍、 いや何百倍かのスピード でかけおり

た何十分走っ ただろ う 、 やっ と 地獄谷の谷川の砂地にでた。 足元は平になり 道は大き く カ ーブを して山の中へと 続く 。

山道の下り 坂を走ると 救助車が見えた。 無線にと びつき 応援要請・ ・ ・ 。  

　 かけつけた応援隊をひきつれて、 谷間をかけ上がるこ と 数十分、 見えた見えた、 ビッ コ を引きながら はう よう にして、

今にも 担架を 落と し そう な影、 影、 影・ ・ ・ 。 よ く 頑張っ た！応援の隊員と 交代し 、 救急隊へ引き 渡すと ホッ と して、

疲労の波がド ッ と 襲ってき た。 時すでに二十三時、 滝を 出発し てから 四時間、 出動し てから はなんと 六時間半も 経過し

ていた。 食わず休まずに歩き 続けた六時間半・ ・ ・ 。  



人知れずと も  

　 資材を 撤収し て病院へかけつける と 、 すでに本格的な治療が始まっていた。 警官がパラパラ と かけつけ、 し

ばら く する と 家族も 蒼白い顔でと んでき た。 家族の人々が、 近く にいた警察官に盛んに礼を いっている。 頭に

カ チンと き た。 し かし 、 口には出してはいけないぞ！われわれは、 人から 礼を いわれる ために救助活動を して

いるのではない。 人命救助は、 救助隊の当然の職務なのだ―。  

　 と にかく 負傷者は助かっ た、 いや助けたのだ。 責任を果し た満足感で病院の階段を降り ると 、 ロビーのカ ラ ー

テレビに、 美空ひばり のにこ やかな顔が、 画面一杯に写し 出さ れている。 ああ、 紅白歌合戦も 終り だな・ ・ ・ 。

充実感を し みじ み味わいながら 帰庁へ向かう 車中でボーンボーンと 除夜の鐘・ ・ ・ 。 「 新年おめでと う 、 今年

も 頑張ろう ぜ！」 互いに励まし 合う 。 延七時間三十分と いう 二年越し の、 まさ に地獄の救出救助活動であっ た。

救助隊発足当時、 中部専任救助隊であっ た小野 亘氏が山岳救助事案における 救助隊の活動について、 「 雪」 へ寄稿さ れたも のです。  
掲載し ている写真は、 当時の現地での訓練風景や現場対応し ている も のです。 　  

　 なお、 文中に身体の障害や人権にかかる 差別的な表現、 仮名遣いに誤っ た部分があり ますが、 当時の表現のまま掲載し ています。 ご了承く ださ い。

こ の物語にフィ ク ショ ンはない。  

日夜市民の安寧秩序を保つため努力する千人の消防職員から 選ばれ 

激し い訓練に耐え抜き 、 厳寒の海に潜り 、 凍り つく 山間を走り 、  

紅蓮の炎をかいく ぐ り 、 濃煙に挑戦し 、 体力知略の限り を尽く し て 

人命救出に当る職員、 その名を専任救助隊と いう 。



３ 　 し 、 お祝いの言葉と さ せていただき ます。  

消防レンジャ ー　 更なる飛躍を！！

寄稿

救助課程第１ 期生　 中尾清和

　 神戸市消防救助隊発足50周年おめでと う ございます。  

　 1968年（ 昭和43年） ５ 月20日発隊以来今日まで、 市民の方々に安全と 安心を 届けるため、

歴代救助隊員が心一つになり 、 厳し い訓練に耐え幾多の試練を 乗り 越えて来たから こ そと 思い

ます。 1966年（ 昭和41年） ３ 月、 神戸消防にレ ンジャ ー技術が導入さ れて以来52年余り 、 レン

ジャ ーの心意気（ レ ンジャ ー魂） と 培われた高度な技術は脈々と 後輩の隊員に引き 継がれ、 今

や神戸消防救助隊は日本全国そし て世界中の救助隊と 手を携え活動し ている姿を見聞するにつ

けОＢ の一人と し て誇ら し く 思います。  

　 私が消防レンジャ ーと 係わり を持っ たのは、 救助隊発足を遡るこ と ２ 年と ２ か月、 1966年（ 昭

和41年） ３ 月でし た。 陸上自衛隊伊丹駐屯地所属のレンジャ ー隊員の指導で、 各消防署から 選

ばれた10名の消防隊員たちは見よう 見まねで体力調整と ロープワーク に汗を かいたも のです。

同年12月４ 日本格的な技術習得を目的に、 陸上自衛隊普通科教導連隊滝が平駐屯地（ 陸上自衛

隊富士学校） レ ンジャ ー教育隊に入隊し 訓練指導を 受けたのですが、 その内容は筆舌につく し

がたいほどつら く 苦し く 厳し いも のでし たが、 訓練を通して“人”と して生き ていく のに必要な“心

の支え”を 学ぶこ と ができ たこ と は大き な収穫でし た。  

　 　  

　 　 　 　  

　 　 　 【 レンジャ ー訓】  

　 　 　 (1)　 いついかなる時でも 「 グチ」 や「 悲鳴」 は無用 

　 　 　 (2)　 いかなる場所、 いかなる状況下でも 自己の限界に挑み乗り 越える 

　 　 　 (3)　 頭で理解せず身体で覚えろ  

　 　 　 (4)　 わが身（ 命） を託せる仲間を つく れ



　 １ 日24時間 寒さ 暑さ も いと わず、 千差万別の災害に身を 挺し て挑んでいる隊員の皆さ ん、 本

当に御苦労様です。 き つい、 危険、 苦し い３ Ｋ 現場が救助隊員の活動場所なのです。 挑む現場は

一つと し て同じ 事象はないと 自覚し 、 日頃から 災害現場で経験と 知識を身につけるよう 努力を 惜

し まないでく ださ い。 学識者の提言、 知識、 机上のマニュ アルも 大いに参考するに値し ますが、

それら にと ら われるこ と なく 、 幾多の災害現場で得た「 知識」 と 「 勘」 こ そがあなた達にと って

最高の教本であるこ と を知り 、 頭で理解するも のでなく 、 身体（ 心） で覚え経験で育てるも ので

あるこ と を 知ってほし いと 思います。  

　  

　 最後になり まし たが、 神戸市消防救助隊の発展と 隊員の皆さ んが「 自信」 と 「 誇り 」  

を 胸に国際港湾都市神戸の消防救助隊員と し て更なる活躍をさ れますこ と を 期待 

し 、 お祝いの言葉と さ せていただき ます。  

以後、 こ の「 レ ンジャ ー訓」 は、 私の大切な宝と し て心に刻み歩んでき まし た。  

　 1968年（ 昭和43年） ５ 月20日、 初代救助隊員に選任さ れ、 以後仲間達と と も に災害現場活動、

救助訓練指導に携わり まし た。 隊員歴は10年に満たない短い間でし たが、 災害現場（ 火災現場、

労災事故現場） で人命救出中、 ３ 度生と 死の狭間に身を 委ねた私は、 奇跡的に一緒に活動中の隊

員達により 助けら れ、 その時、 わが身（ 命） を 託せる仲間が傍に居てく れるのに気がついたので

す。 当時の「 命の大切さ 」 を 共有でき る仲間（ 隊員） 達は、 私にと り 恩人でも あり 忘れてはいけ

ない先輩、 後輩であって感謝の念に堪えません。 こ の時経験し た現場を 思い起こ し 自己流に詠ん

だのが次の一句です。  

　 　 　 　 「 襲い来る 炎と 煙水と 土 挑むわが命（ み） を 仲間に託し  限り ある身の力ためさ ん(註)」  

　 あれから 約半世紀の年月が過ぎ去り まし たが、 こ う し て消防レ ンジャ ー生誕50年の記念を見聞

でき るこ と は夢のよう で、 こ のう えない喜びに浸っています。  





私が救助大会に参加し たのは、 まだ消防学校在学中の身でし た。  

第何回大会かは、 忘れまし たが、 救助指導会で競泳がある 時代でし

た。 62秒ぐ ら いで優勝し まし た。 そして全国大会へと …当時は、 笹

川氏が名誉会長で全国大会の前には、 前夜祭と いう も のがあっ て、

全国で友好を 築き あえまし た。 何年ぶり かであっ た友は、 長にまで

昇り つめていまし た。 けれど悔し く 思っ た事は、 一度も あり ません。

彼には現役時代一度も 負けた事がなかっ たからです。

檜垣博敏（ 60歳）  



救助隊について

　 救助隊は、 火災現場における 人命救助活動を 行う 隊ですが、 高度経済成長に

伴う 交通事故、 水難事故、 山岳事故、 特殊災害事故などの人的災害の増加及び

大規模な地震災害及び風水害での土砂災害などの自然災害での救助活動も 行っ

ています。

　 救助活動は、 消防機関の最重要任務の一つであり 、 最も 困難な業務のため、

救助業務に関する 高度な知識・ 技術を 習得し た隊員と 救助業務に必要な資機材

と 救助工作車が必要と なり ます。

　 救助隊員は、 各種災害の最前線で人命救助活動を 行う ため、 各種災害に精通

し 緊迫する 状況下で冷静に判断を 行い、 専門知識や高度な救助技術及び救助資

機材を 活用し 、 要救助者を 安全・ 確実・ 迅速に救助でき る 不屈の精神力と 強靭

な体力を 持っ た消防隊員です。
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法的整備

救助隊の配置

　 消防法第3 6 条の２ （ 昭和6 1 年４ 月1 5 日） において、 人命救助を専門と し た救助隊の配置が義務化さ れまし た。  

　 こ れは高度経済成長に伴う 、 災害事象の複雑多様化に対応するため、 市町村における救助体制の充実強化を図る

こ と を目的と し たも のです。

①　 消防本部及び消防署を置く 市町村の配置する救助隊は、 隊員5人以上で編成するよう 努め、  

　 省令別表第１ に定める救助器具及びこ れを積載するこ と ができ る救助工作車その他の消防用

　 自動車1台を 備えるも のと し 、 その配置基準数は、 原則と し て消防署の数と 同数と する。  
②　 特別救助隊は、 隊員5人で編成し 、 省令別表第１ 及び第２ に定める救助器具並びにこ れを  

　 積載するこ と ができ る救助工作車1台を備えるも の。  

救助隊の編成・ 装備・ 配置の基準

消防法第3 6 条の２  

　 市町村は人口その他の条件を 考慮し て総務省令で定める 基準に従い、 こ の

法律の規定による 人命の救助を 行う ため必要な特別の救助器具を 装備し た消

防隊を 配置するも のと する。  

テキスト を入力し てく ださ い

　 総務省令により 、 『 救助隊の編成、 装備及び配置の基準を定める省令』 （ 昭和6 1 年1 0 月１ 日） が

定めら れています。 主な内容は、 以下のと おり です。

配置基準 隊数

人口1 0 万未満の市町村で中高層建築物、 幹線道路、 鉄道、 空港、 危険な作業を

伴う 事業場等に係る 人命の救助が必要と なる と 認めら れる も の。
１ 隊

人口1 0 万～人口2 5 万の市町村 １ 隊

人口2 5 万～人口1 0 0 万の市町村 人口1 5 万ごと に１ 隊を 加算

人口1 0 0 万～人口3 0 0 万の市町村 人口3 0 万ごと に１ 隊を 加算

人口3 0 0 万を 超える 市町村 人口4 0 万ごと に１ 隊を 加算



国際緊急援助隊の派遣に関する法律の制定（ 昭和6 2 年９ 月1 6 日）

昭和6 1 年４ 月１ 日に国際消防救助隊（ Internationa l　 Rescue　 Team 　 of　 Jap anese　 Fire－Service：

IRT－JF） の結成及び合同訓練を 実施。 消防機関が海外被災地において、 救助活動等に係る国際緊急援助隊活

動を 行う 法的根拠を明確化し まし た。

　 阪神・ 淡路大震災を 教訓に国内における 大規模災害へ対応する ため、 全国の消防機関相互による 援

助体制が整備さ れまし た。 　  

緊急消防援助隊の創設（ 平成７ 年６ 月3 0 日）

　 救助活動に関する 基準の一部改正が行われ、 大規模な災害が多発している 状況に対応する ため高度

救助隊及び特別高度救助隊の創設を 行い、 全国的な救助体制の強化が図ら れまし た。

高度救助隊及び特別高度救助隊の創設（ 平成1 8 年４ 月１ 日）

種類・ 配置 主な保有NBC関連資機材 整備市町村

救助隊

主に火災対応用資機材を活用
・ 消防本部及び消防署が設置

さ れている消防常備市町村消防署の数の救助隊を 配置

特別救助隊 上記資機材に加え  
・ 陽圧式化学防護服 
・ 化学防護服 
・ 放射線防護服 
・ 除染剤散布器 
・ 有毒ガス測定器 
・ 放射線測定器

・ 人口10万以上の市町村 
・ 人口10万未満の消防常備市　

町村で、 特に必要と 認めら れ

るも の

救助隊のう ち

１ 隊を配置

高度救助隊
上記資機材に加え  
+地域実情により  
△携帯用化学剤検知器 
△携帯用生物剤検知器

・ 特別区、 指定都市、 中核市 
・ 消防庁長官が指定する消防

常備市町村 
※自主設置可

特別救助隊のう ち

１ 隊以上配置

特別高度救助隊 上記資機材に加え  
・ 化学剤検知器 
・ 生物剤検知器 
+地域実情により  
△検知型遠隔探査装置

・ 特別区及び指定都市 
※自主設置可

高度救助隊のう ち

1隊以上配置



救助隊の誕生
　 　 　 　 　 神戸レスキュー！救助隊の発隊 

　 昭和43年５ 月、 人命救助を主務と する“消防専任救助隊”が誕生し まし た。  

　 発隊当初は、 消防本部の直轄隊と し て、 警防部消防課救急救助係に、 第１ 専任救助隊、

第２ 専任救助隊が配置さ れまし た。  

消防救助隊発隊式の様子

神戸市消防救助隊 

　 　 　 　 　 　 　 発隊経緯と 歴史



平成1 1 年８ 月　  

平成1 2 年４ 月　 　  

平成1 3 年４ 月　  

平成1 5 年1 2 月　  

平成1 6 年８ 月　  

平成1 8 年４ 月　  

平成1 9 年４ 月　  

　 　 　 　 　 　 　   

平成2 1 年３ 月　  

平成2 1 年３ 月　  

平成2 3 年３ 月   

平成2 5 年1 0 月　  

　 　 　 　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　 　 　 　  

平成2 7 年８ 月　  

平成2 7 年1 0 月 

平成2 8 年４ 月

ト ルコ 共和国地震災害に国際消防救助隊員を 派遣 

長田消防救助隊が専任救助隊・ 葺合消防救助隊は山手消防救助隊へ変更　  

専任救助隊の配置替え（ 東灘・ 中央・ 北・ 長田・ 西）  

山手消防救助隊を 北神消防救助隊へ配置替え 

第3 5 回全国消防救助技術大会の開催（ 神戸市）  

特別高度救助隊　 『 スーパーイーグルこ う べ』 中央消防署へ創設　 　 神戸市内に１ 隊配置！ 

特別高度救助隊を 水上消防署へ配置替え（ 消防司令配置）  

東灘専任救助隊を 灘消防署・ 西専任救助隊を 垂水消防署へ配置替え 

第１ 回兵庫県下消防長会救助技術研究会を 開催 

第１ 回兵庫県下消防長会救助技術研究会作業部会を 設立 

東日本大震災発生 

特別高度救助隊を 警防課へ編入し 中央消防署へ配置替え 

本部特殊災害隊と 一体的運用開始、 特別高度救助・ 特殊災害担当係長配置 

中央消防救助隊を 水上消防署へ配置替え 

第4 4 回全国消防救助技術大会の開催（ 神戸市）  

水難救助体制の変更（ 特別高度救助隊・ 長田・ 垂水・ 水上）  

熊本地震発生 

昭和4 1 年1 2 月　  

昭和4 2 年1 2 月　 　  

昭和4 3 年５ 月 

　 　 　 　 1 1 月　  

昭和4 4 年５ 月 

昭和4 5 年５ 月　  

昭和4 7 年１ 月 

　 　 　 　  ４ 月 

昭和4 9 年４ 月 

昭和5 4 年４ 月 

昭和6 1 年４ 月 

昭和6 2 年1 0 月 

平成３ 年５ 月 

平成５ 年1 0 月 

平成６ 年４ 月 

平成７ 年１ 月 

　 　 　 　 ６ 月 

陸上自衛隊富士学校へ派遣（ １ 期生）  

陸上自衛隊富士学校へ派遣（ ２ 期生） 　  

神戸市消防専任救助隊発足（ 消防課）  

陸上自衛隊富士学校へ派遣（ ３ 期生）  

東部方面専任救助隊発足（ 灘） 中部方面専任救助隊へ名称変更（ 警防課）  

西部方面専任救助隊発足（ 須磨）  

消防航空隊発足（ ヘリ コ プタ ー）  

救助課新設 

中部方面専任救助隊を 生田消防署へ所属替え（ 生田）  

消防航空隊を 消防機動隊へ名称変更 

オレン ジ色専任救助隊作業服へ変更・ 国際消防救助隊派遣隊員2 0 名登録 

消防救助隊発足（ 東灘・ 葺合・ 水上・ 北・ 兵庫・ 長田・ 垂水・ 西）  

バン グラ デシュ 共和国サイク ロ ン 災害に国際消防救助隊を 派遣 

西消防署に専任救助隊発足・ 専任救助隊の名称変更（ 第◯方面専任救助隊）  

救急救助課へ名称変更 

阪神・ 淡路大震災発生 

緊急消防援助隊発足 

救助歴史年表



富士学校教育訓練

オレンジ服の救助隊員

ト ルコ 地震派遣隊員の市長表敬

特別高度救助隊と 本部特殊災害隊

初期の救助隊員

　 オレ ンジ服は、 初任から の憧れであり 目標でし た。  

　 20年近く 救助現場に携われたのは、 消防人生の宝です。  

現役の救助隊員へ、  

オレ ンジ服を 脱いだと き 、 やり のこ し たこ と がないよう に、  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 救助でき なかっ た現場に後悔を残さ ないよう に、  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日々精進し てく ださ い！！ 

オレ ンジ服が現場で活躍し ている姿を 、 楽し みにし ており ます。

元特別高度救助隊　 村上圭　 4 4 歳



　 「 ク ールヘッ ド と ウォ ームハート 」 （ 冷静な頭脳と 温かい心） 」 　

100年以上前、 イ ギリ スの経済学者が大学教授に就任する際に語っ た言葉である。  

　 人命救助と いう 崇高な使命を 持ち、 多く の危険が伴う 災害現場の最前線で活動する 救助隊員に

欠かせないも のと して、 救助隊長会議で紹介し たこ と がある 。 今後、 自然災害の増加や科学技術

の発達と と も に、 さ ら に活動危険も 増すと 思う が、 こ の頭脳と 心を 持っ た多く の隊員を育て、 安

全で確実な救助活動を 実践さ れるこ と を 願っています。  

西岡保雄（ 63歳）



　 50年も の長き にわたり 、 人命救助に尽く し 歴史を 築いてこ ら れた諸先輩

方、 現職の皆さ んに心から 敬意を 表し ます。 一層のご活躍を お祈り いたし ます。  

　 今後と も 安全第一で！ 
神戸市消防局総務部長　 谷真行（ 56歳）







国際消防救助隊
In te r n a tio n a l Rescu e  Team

国際消防救助隊（ IRT） と は

　 海外で大規模な災害が発生し た場合に、 消防機関の高

度な資機材や技術を 活用し た捜索救助等の国際緊急援助

活動を 、 迅速かつ的確に実施する ため、 全国の消防本部

の協力を得て、 1 9 8 6 年に発隊し まし た。  

　 国際緊急援助隊（ JD R ） の一員と

し て被災地に派遣さ れ救助活動を行う 部隊です。

国際緊急援助隊（ JD R） と は

　 消防（ IR T ） 、 警察、 海上保安庁、 医療関係、 構造専門

家、 外務省（ JICA ） で構成さ れた総員7 1 名の救助チームで、

海外、 特に開発途上国において大規模な地震や台風、 火災など

の災害が発生し た場合に、 被災国または国際機関から の要請に

より 派遣さ れる救助チームです。  

　 救助チームの派遣期間は、 １ 週間～1 0 日間程度が目安と さ

れています。



国際消防救助隊（ IRT） の発隊

 1 9 8 5 年9 月に発生し たメ キシコ 地震災害での他国救助隊の活動が連日報道さ れ、 さ

ら に同年1 1 月コ ロ ンビ ア共和国で発生し た、 ネバド ・ デル・ ルイ ス火山噴火災害で

は、 外務省から 消防庁へ派遣要請があっ た場合の意向の打診があり 、 東京消防庁を

はじ めと する 大都市消防本部の意向確認のう え、 救助隊の派遣準備が進めら れまし

たが、 当時海外に消防本部の要員派遣制度はなく 、 コ ロ ン ビ ア政府の意向も あり 実

際の派遣には至り ませんでし た。  

　 同年1 2 月に外務大臣から 国際緊急援助体制の整備を 講じ るこ と と 、 自治大臣（ 現

総務大臣） から 、 その一環と し てIR T の派遣体制を 整備する 旨を 、 それぞれ閣議に

おいて報告を 行い、 消防庁ではIR T の派遣体制（ 救助隊編成、 隊員登録、 隊員資機

材の選定、 救助隊の名称等） の整備に着手し まし た。 そし て、 1 9 8 6 年４ 月1 1 日に

皇太子殿下の行啓を 賜り 、 東京湾埋立地において合同訓練を 実施、 IR Tが発隊し ま

し た。

　 世界を 象徴する「 地球」 と 、

消防の国際協力を 意味する「 固く 握り

合っ た二つの手」  

国際消防救助隊 （ 愛称＝愛ある手）  

    In te r n a t io n a l R e s c u e  Te a m  o f  J a p a n e s e  F i r e  S e r v ic e  

ワッ ペン

（ 片方は“愛ある手”） と を組み合わせ、 その上に国際消防救助隊、 英語名のIRT-JF

を配し た。  

　 カ ラ ーは、 人命の尊さ と その安全を表すグリ ーンを基調に、 文字には我が国の消防

救助隊のシンボルカ ラ ーと も いえるオレンジを使用。

IRT-JF



法律制定以前のIRT派遣

　 IRT発足から 約４ ヵ 月後の1986年８ 月にカ メ ルーン共和国ニオス湖有毒ガス噴出災害に呼吸保護具の

指導のため１ 名（ 東京消防庁） を 派遣、 同年10月にはエル・ サルバド ル共和国地震災害へ倒壊ビ ルか

ら の救助活動のため９ 名（ 東京消防庁５ 名、 横浜市消防局３ 名、 消防庁１ 名） を 国際緊急援助隊の派

遣に関する法律が制定さ れる以前に派遣し ています。

国際緊急援助隊の派遣に関する法律の制定

JDRのチーム編成及

び派遣実績

　 J D R 法 の 制 定 か ら は 、 消 防

（ IRT） 、 警察、 海上保安庁、 外務省

（ JICA） 、 医療、 構造専門家によ っ

てチーム編成さ れ、 派遣実績について

は、 JDR法が制定さ れる 以前のIRTの

みでの派遣実績２ 回（ H30.4現在） を

含め、 こ れま で 計20回の派遣が行わ

れ海外での活動を 行っ ています。

国際消防救助隊出動体制の基本を定める要綱の制定

～～国際緊急援助隊の派遣制度の整備～～

　 1987年「 国際緊急援助隊の派遣に関する 法律」 （ 以下「 JDR法」 と いう 。 ） が臨時国会で成

立し 、 公布、 施行さ れまし た。 こ の法律によっ て、 海外における救助活動は、 消防職員のほか、

警察職員、 海上保安庁職員も 行う こ と と なり まし た。  

　 JDR法の施行から ３ 日後の1987年９ 月19日に「 国際消防救助隊出動体制の基本を 定める 要

綱」 が都道府県知事あてに通知さ れまし た。 それ以降に何度かの改正がさ れ、 現在は、 77消防

本部599名の隊員が登録さ れています。

　 隊の編成は、 あら かじ め日ごと に当番が指定さ れた派遣体制表によ り 定めら れており 、 要請

日の当番消防本部の登録隊員をも っ て編成さ れます。



IRTの訓練及び研修

　 国際消防救助隊出動体制の基本を 定める 要綱の第3 5 条（ 長官の行う 訓練及び研修） 、

第3 6 条（ 消防機関における 教育訓練） に基づき 、 年間を 通し て訓練、 研修を 実施し てい

ます。

長官の行う 訓練

国際消防救助セミ ナ  ー

　 全登録消防本部を 対象と する研修の場です。 JDR、 IRTの体制や概念等を 広く 周知し 、 共有を 図る

機会と し て実施し ています。

消防機関における訓練

国際消防救助隊の連携訓練 

　 平成24年度から 全国の政令指定都市が担当し 、 年２ ～３ 回、 ２ 日間の日程で訓練が実施さ れてい

ます。 神戸市消防局は、 平成25年度に訓練を 担当し 、 近隣の33消防本部42名を 召集し 、 兵庫県消防

学校にて訓練を 実施し まし た。

　 平成25年度から IRT訓練やJDR訓練等、 さ ら にはIER受検の研修訓練体制を 強化するため、 教育訓練

において核と なる指導員を 育成し 、 今後、 消防本部・ 地域等にて率先し て IRT訓練等を推進し ていく 目

的で IRT指導員制度が成立し まし た。

　 東京消防庁と 政令指定都市の消防本部から 各１ 名の計21名がIRT指導員と し て指定さ れています。

　 神戸市消防局も 発足時から 、 特別高度救助隊員内のIRT登録隊員から 指導員と し て１ 名が指定さ れ、

全国で実施さ れている訓練等で指導を 行っ ています。

（ 指揮計画運用研修） 年２ 回 
　 団長、 副団長、 中隊長、 中隊長サポー

ト の指揮を 任務と する 隊員を 対象と し て

研修が行われています。

JDR救助チームの訓練や研修は、 JICAが主催し て年間を 通し て訓練が実施さ れています。  

（ 技術訓練） ７ 日間 
　 JDR救助チームの統一手法を 中心

に基本訓練と 想定訓練を 行っ ていま

す。  

（ 総合訓練） ５ 日間（ う ち 48時間は継続し た訓練）  

　 成田空港到着から 被災国における 現場活

動、 撤退までの約48時間の継続し た訓練を

行っ ています。

（ 成田メ ンテナンス会） 年４ 回 
　 JDR携行資機材の整備や取り 扱

いを 行い習熟する研修です。

IRT指導員制度

JDRの訓練及び研修



神戸市消防局IRTの歴史と 実績 

　 　 　 H i t or y a nd  P er f or ma nce

派遣期間　 平成３ 年５ 月1 5 日～６ 月６ 日（ 2 3 日間）  

被災地　 バングラ デシュ 人民共和国 

被災状況　 死者1 3 万8 8 6 8 人 

最大最速65ｍ の猛烈な暴風と ６ ～７ ｍ の高波を 伴っ たサイク ロ ン がバン グラ デ

シュ 南東部沿岸地域を 数時間にわたって襲い、 死者13万８ 千人、 建物約120万戸が全

半壊するなど、 バングラ デシュ 人民共和国建国以来最大の被害を 発生さ せまし た。

　 バングラ デシュ 政府は日本政府に対して、 被災し た住民の救援救護のためにヘリ コ

プタ ー救助隊を 伴っ た緊急援助の要請を 行いまし た。

国際緊急援助隊は、 国際消防救助隊員38名、 外務省及び関係機関から 12名、 総勢50
名に及ぶ人員と 消防ヘリ コ プタ ー２ 機（ 東京・ かも め、 大阪・ おおさ か３ ） から なり 、

23日間と いう 長期間の派遣を 実施し まし た。

　 日本初と なる消防ヘリ コ プタ ーの派遣では、 機体を 分解し 輸送し た後、 現地で組み

立てると いう 技術が、 実践で活用さ れる奏功事例と なり まし た。

バングラ デシュサイク ロン災害

　 神戸市消防局は1 1 名の隊員を IR Tに登録し ています。 当初は各専任救

助隊から 登録し ていまし たが、 現在は特別高度救助隊が登録するこ と と し

ています。  

　 神戸市消防局は毎月1 5 日～1 8 日までの４ 日間が当番日であり 、 こ の間

に派遣要請があれば、 神戸市消防局の隊員が派遣さ れます。  

　 神戸市消防局は平成３ 年バン グラ デシュ のサイク ロン 災害と 平成1 1 年

ト ルコ 地震災害への派遣実績があり 、 海外で救助活動を行っています。

神戸市消防局のI R T 　 の実情



派遣隊員

救助２ 小隊長　 消防司令補　 井上雅文（ 生田消防署）

救助隊員　 　 　 消防士長　 　 田中廣一（ 灘消防署）

救助隊員　 　 　 消防士長　 　 吉田一志（ 須磨消防署）

救助隊員　 　 　 消防士長　 　 村上　 覚（ 生田消防署）

　 　 　 　 　 　 ※派遣当時の階級・ 所属

大阪市消防局のヘリ コ プタ ーが分解さ れ、 現地にて組み立て

活動を し まし た。

　 バングラ デシュ の人たちを一刻でも 早く 救援するために、 現地で調達し た50ｔ ク レーンを活用し ての飛行機

から のヘリ コ プタ ーの荷降ろ し 作業は、 炎天下のなか約６ 時間におよ び、 引き 続き メ カ ニッ ク 達は徹夜でヘ

リ コ プタ ーの組み立て作業を行いまし た。

　 蒸し 暑い作業場内では、 照明に群がっ ている虫の数に驚き 、 アブラ ゼミ に似た 10ｃ ｍほども ある 大き な虫

や小さ な虫が無数に飛び回って仕事の障害と なり 、 デリ ケート なヘリ コ プタ ーの機能に影響を及ぼし てはと 大

変気を遣い、 さ ら に作業場内に住み着いた鳥たちのフ ンにも 悩まさ れながら の作業を経て、 １ 機目の東京「 か

も め」 が約11時間後に組み立てら れまし た。 その翌日に、 大阪「 おおさ か３ 」 の組み立ても 完了し 、 両機と

も 無事にテスト フ ラ イ ト を成功し まし た。

　 東京消防庁と し ては、 訓練で解体・ 組み立てを実施し ていたこ と から 海外においても 組み立てる自信はあっ

たも のの、 整備資材も 十分に確保さ れていない海外被災地での成功と 日本国と し て外国の空をヘリ コ プタ ーが

飛ぶのは初めてで、 雄大なガン ジス川の上を 赤い消防ヘリ コ プタ ー２ 機の編隊飛行を 全員がこ の現実を かみ

し め、 表現できないほどの大変な感激だっ たと のこ と でし た。

　 救援活動を 行う 、 空港から 40ｋ ｍ離れたサンド ウィ ッ プ島は、 島全体が水浸し になり 水田地帯のよう になっ

ていまし た。 ヘリ ポート へ近づく と 、 あち こ ち の集落から 無数の人たち が走って集まって来る 状態で、 他の島

も 全て同じ よ う であり 、 農産物の生産ができ る よう な状態でなく 、 沿岸部へは、 巨大な漁船、 荷物船等が数十

隻も 打ち上げら れ、 赤さ びた船体をさ ら け出し 、 なすすべも ない状態でし た。

　 日本隊の救援活動地は、 サイク ロ ン の被害が大き く 現に困窮し ており 米軍等の大型ヘリ コ プタ ーが着陸でき

ない地域と なり まし た。 救援活動は、 ク ツ ブディ ア、 ハティ ア、 サンド ウィ ッ プ、 ウリ ・ チャ ール、 マルタ バリ

の５ つの離島への輸送と なり まし た。

　 現地での衛生状態は極めて悪く 疫病のほと んどが存在し ている と いわれている 状況で、 隊員たち は下痢に悩

まさ れる 者が続出し まし た。 若干回復し ても また …と いう 状態でし た。 そう いっ た疫病への感染の恐れのな

か、 隊員たちはト ラ ッ ク で搬入さ れた救援物資を降ろ し 、 ヘリ コ プタ ーに積載するため１ 個１ 個を重量測定し 、

物資管理を行いまし た。 １ 日に１ 回来るスコ ールから 物資を 守るために、 防水シート を用いて保管する等の配

慮も 重要でし た。

　 日本隊によ る ヘリ コ プタ ーの救援活動は、 １ 日に５ ～６ 回のピ スト ン 輸送で延べ112回の飛行を 実施し まし

た。

　 活動にあたっ ては、 政府及び他国の援助隊と 協力し 、 平素培っ た精神力や技術を遺憾なく 発揮し 、 現地の人

たちから 「 赤い神様」 と 言われるほどの活躍をさ れたそう です。

バングラ デシュ 人民共和国サイク ロン災害 

国際消防救助活動報告Red An jelから 引用



ト ルコ 地震災害

第１ 次派遣隊は、 イ スタ ンブールに到着後、 被害が大き く 救助チームが入っていない

中都市「 ヤロ ヴァ 」 に現地時間の平成11年８ 月18日20時00分に到着し 、 直ち に倒壊家

屋などの検索救助活動を 開始し まし た。

　 第２ 次派遣隊は、 現地時間翌19日５ 時00分に「 ヤロヴァ 」 に到着し て第１ 次派遣隊と

合流し 、 昼夜間を 通し た継続的な活動が強化さ れまし た。

　 日中は、 気温が37度にも 達し 、 また、 サッ カ ー場での野営を 実施し ながら 、 昼夜間を

通し た救助活動を 22日まで懸命に実施し まし た。

　 こ の結果、 倒壊家屋から ６ 名を 救出し まし た。  

派遣期間　 平成11年８ 月17日～８ 月24日（ ８ 日間）

被災地　 ト ルコ 共和国ヤロヴァ 地区周辺

被災状況　 死者１ 万5370人、 負傷者２ 万3954人

（ 神戸市消防局の救助隊員の活躍）

　 阪神・ 淡路大震災で当時から 救助隊員と して救助活動に従事し た隊員が、 今回のト ルコ 地震災

害へ派遣さ れ、 現地で救助活動を行いまし た。

　 ト ルコ 地震災害は、 深夜の地震であっ たため、 ほと んどの要救助者は、 倒壊し た住宅の下敷き

と なり 、 倒壊し た低層集合住宅の多く はすべての壁がつぶれて、 各階の床がすき 間なく 重なる、

パンケーキ状の崩壊を起こ し た状態でし た。 ト ルコ の町で普通に見ら れる建物は、 鉄筋コ ンク リ ー

ト で作ら れた重い床を、 鉄筋コ ンク リ ート の細い柱で支えて築かれていて、 壁は中空の軽量ブロッ

ク を積み上げて漆喰を 塗っ ただけの建物で、 強い揺れにより 一気に崩壊し まし た。 パンケーキ状

に重なり 合う 強固な床は、 救助活動の大き な障害になり まし た。

　 こ の様な、 非常に厳し い災害現場の状況でも 、 神戸市から 派遣さ れた救助隊員は、 阪神・ 淡路

大震災で培っ た経験から 、 倒壊建物において、 進入でき そう な開口部を 選定し 、 人命探査装置や

削岩機などの高度救助資器材を 駆使し ながら 活動し 、 派遣隊内でも 非常に重要な役割を 果たし ま

し た。  



派遣隊員

副隊長　 　 　 　 消防司令　 　 岡田幸宏（ 消防機動隊）

救助隊員　 　 　 消防司令補　 八代谷徹（ 生田消防署）

救助隊員　 　 　 消防士長　 　 岡田敏幸（ 生田消防署）

救助隊員　 　 　 消防士長　 　 村上正人（ 須磨消防署）

　 　 　 　 　 　 ※派遣当時の階級・ 所属

（ 日本救助チームに対するト ルコ 国内の反響）

１ 　 地震発生から 時間が経つと と も に国内でも 関心事　 　

　 と なり 、 救助チームに対し て通訳の申し 入れ、 支援　

　 物資の申し 入れなど数多く の善意の声が届けら れま　

　 し た。

２ 　 現地で活動する国際緊急援助隊に対し て感謝が寄

　 せら れ、 また、 救助活動に関する詳細な報道が数多

　 く なさ れまし た。



ｃ

　 　 平成3年度専任救助隊特別強化訓練開始日である ５ 月13日16時30分頃、 救助課から 「 バングラ デシュ へ派遣さ れる かも 知れないがも

し も 派遣決定すれば行ってく れるか。 」 と の電話があっ た。  

　 即座にいいですよ と の返事し た後、 神戸の派遣日は７ ～12日のはずなのにまた、 災害発生してから ２ 週間以上も たっているのに何をす

るのか等、 いろ いろなこ と が頭の中を駆けめぐ り 複雑な心境であっ た。  

　 帰宅し てから 身の回り の物を準備し 、 連絡を待っ た。 23時05分、 電話が鳴り 、 正式決定の通知を受けた。  

　 14日、 局での発隊式で辞令を受け取り 、 また、 助役、 局長等の激励を受け、 気持ちも 新たに使命達成のために頑張ろ う と 心に誓っ た。

その後、 携行資機材の準備、 コ レ ラ の予防接種を受け明日の出発に備えた。  

　 15日、 助役、 局長、 職員の見送る中、 一路新幹線で東京に向かい、 自治省での国際消防隊の発隊式に臨んだ。  

　 16日、 自治省での会議に出席し 、 バングラ デシュ の国勢、 災害状況、 明日の予定について説明を 受け、 宿舎に帰り 携行資機材の点検・

詰め込みを行っ た。  

　 17日６ 時30分、 宿舎を出発、 川崎市消防局のバスで成田空港に向かう 。 到着後、 VI Pルームにて国際協力事業団職員から 派遣に関する

説明を受け日本を飛び立つ。  

　 自分が本当に日本の国際救助隊員と してバグラ デシュ へ行く こ と を実感し た。 今は不安の方が先にたつ。 日本と の気候の違い、 病気、

食べ物、 言葉等考えればき り がない。  

し かし こ こ まで来ればやるし かない。  

　 ダッ カ 空港に到着し 、 ハンガーでの会議で活動方針が示さ れ自分達の役割がわかり 、 活動意欲が湧いてきた。  

　 朝ホテルを出る時の暑さ 、 湿気の多さ には驚かさ れた。  

　 街の中には人がたむろ し 、 わけも なく 歩いている者が多い。 またベエビーと 呼ばれる小型三輪車、 力車、 ト ラ ッ ク、 自転車が多く 、 い

たる所でク ラ ク ショ ンが鳴ら さ れ騒然と し ている。  

　 マイ ク ロバスで陸路チッ タ ゴン へ移動中、 J I CAの成瀬、 池島さ んから バン グラ デシュ についていろ いろ なこ と を学んだ。 こ れから の

救援活動に必要と 思われる言葉、 待て……アステ、 ない……ネイ ネイ 、 終わり ……シエシ等。  

　 被災地の情勢についてベン ガル湾周辺に住んでいる 人は、 自分たち の住んでいる 所が危険である のがわかっ ていて住んでいる 。 も と も

と 貧乏な人たちで、 安全な所へ行けない。  

また、 北海道の1.8倍の土地に１ 億2000万人位住んでいる。  

　 昼食の時、 生活習慣の違いを経験するため、 初めて手でカ レ ーを食べたがなかなか上手に食べら れなかっ た。  

　 12時間を かけバスでの移動であっ たが、 バン グラ デシュ のこ と を少しでも 分かるこ と ができ たので、 今後活動する上で参考になり 、 良

かっ たと 思う 。  

　 チッ タ ゴン の宿舎に着いて、 明日から の活動に備えて食事を取るためにド ルを タ カ に替える。 タ カ はも のすごく 汚れたも のばかり で、

タ カ を触ると 病気になるのではないかと 思う ほど汚れている。  

　 宿舎から チッ タ ゴン空港へ向かう 途中、 いたる 所にレ ンガ塀が倒れ、 修理している。 街の木々は枝が折れ倒れている も のが見かけら れ

るが、 折れた枝から 新芽が出ているのには驚かさ れた。  

　 初めて大阪のヘリ に乗り 被災地を上空から 見て、 なんと 高低差のない土地だろ う 、 島は一面水浸し のよ う に見え、 水に浸かっていない

所と いえば道と 民家が建っている所と 民家が建っていた所だけである。  

　 ヘリ が着陸し 、 物資を 渡し た時の現地の人々の目は、 チッ タ ゴンでは見る こ と のでき ない獣の目に近いも のを 感じ た。 彼ら にと って、

援助に来ているのはどこ でも いいのである。  

　 11日間物資を各離島へ搬送し たが、 どこ でも 被災民があふれ、 飢えを 訴えている。 被災民たち は救援物資の配給で飢えに耐え、 一日一

日を懸命に生き ている。 その姿を見ていると 、 少し でも 多く の物資を搬送し 助けたいと 思っ た。  

　 救援活動を 終えダッ カ を 引き 揚げてから 、 ヘリ の解体作業、 JI CA、 大使館のレ セプショ ン 等があり 、 一日一日が早く 過ぎ、 帰国の日

と なっ た。  

　 やっ と 日本に帰れると なると 、 妻、 子供に逢いたいな、 今何をし ているのか、 いろいろ なこ と が頭の中を駆けめぐ る。  

　 ダッ カ 空港でJI CA職員、 大使館の方々の見送り を受け、 私たちは少し でも バングラ デシュ の国のために貢献でき たと 思い、 帰国の途に

つく 。  

　 思えば国際緊急援助隊50人以外にも たく さ んの人々の支えがあってこ そ、 こ の救援活動があっ たと 思う 。  

　 成田に到着し て、 たく さ んの方々に出迎えら れ日本に帰って来れて嬉し かっ た。 日本て、 本当にいい国だと 思っ た。

バングラ デシュ における国際救助隊 
神戸市消防局 

消防司令補　 井上　 雅文 

活動隊員による手記の紹介
派遣当時の写真・ 階級で掲載
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　 　 消防救助近畿地区指導会へ向けての訓練初日である ５ 月13日16時頃であっ た。 ラ ン ニン グを 終え汗を 拭いていた時、 救助係長か

ら 電話があっ た。  

　 「 バングラ デシュ ・ サイ ク ロン災害への出動要請の打診」 であっ た。  

　 22時のニュ ースで「 政府は国際緊急援助隊と し て50名の派遣を決定し 、 その多く は消防隊員である。 」 と 報じ た。  

　 こ の直後、 救助係長から 正式派遣を電話で知ら さ れた。  

　 さ っ そく 家族にその旨を話し たが私の意志が堅いこ と を察し てか、 「 体に気をつけて」 の一言であっ た。  

　 翌日14日から 成田へ向かう つも り でいたが神戸出発は15日と 聞かさ れ、 準備に関し ては慌てるこ と なく 救助課の準備リ スト に従い、

着々と こ と を進めるこ と ができ た。  

　 翌14日、 局に集合し 消防局長、 神戸市助役に報告をし ていく う ちに、 今回の任務の重大さ がじ わじ わと 身にし みてき た。  

　 翌15日、 多勢の上司、 同僚たちに見送ら れ、 新幹線で神戸から 東京へ向かっ た。  

　 東京駅下車、 地下鉄で自治省消防庁へ向かう 。  

　 途中、 一般市民に「 そんな格好をし てどこ へ行く のか。 」 と 尋ねら れた。 「 バングラ デシュ だ。 」 と 答えると 、 「 がんばれ」 と 激励

の言葉が返ってき た。  

　 自治省の待機室で今回派遣さ れるこ と になっ た他都市の隊員たちと 一緒になる。 東京、 大阪の大人数に比べ、 神戸は４ 人だけの少人

数のためか、 心細く なっ た。  

　 出発前日、 小隊長から 会議についての報告を受けた。  

　 JI CAがどこ まで用意し ている のかがわから ないため、 局が用意し たも のの中で不要と し て省いていた物（ 食料、 水） をでき る だけ

持って行く こ と にし た。  

　 17日９ 時、 成田空港北ウィ ン グ集合、 デュ ーティ ーフ リ ーで嗜好品を購入。 どれだけ必要なのか見当がつかず、 と り あえず２ 週間分

を購入、 空路バングラ デシュ へ向かう 。  

　 機内では英語、 ベンガル語だけが通用し 、 こ れから は日本語は通じ ない。 前日購入し ていた英和・ 和英辞典を即使えるよう 手元に準

備する。  

　 言葉の次は食事である。 機内食は決し て口に合う も のではなかっ たが、 こ れから のこ と を考えてなるべく 食べるよう 努力し た。  

　 深夜、 ダッ カ 空港到着。 機外へ出ると 予想以上の湿気、 そし て粗末な空港建物が待ち構えていた。  

　 休む間も なく 荷物整理の作業にと り かかっ た。  

　 こ れから こ の気候の中、 こ のペースで働く と 思う と 、 体力がも つかどう か不安になっ た。  

　 翌18日、 目が覚めると すぐ に部屋から 外を眺めた。 街には人があふれていた。  

　 ダッ カ から 陸路チッ タ ゴンへ向かう 。  

　 ベンガル語が話せるJI CA職員が同乗し てく れて心強い。 オレンジ服に身を包んだ我々異国人にベンガル人の視線が集中する。  

　 交通は無茶苦茶で、 やたら スピード を出し て走るド ラ イバーに「 アステ（ ゆっ く り ） 」 の声をかける。  

　 その運転にも やがて慣れていっ た。  

　 途中、 チャ イニーズレ スト ラ ン で昼食を と るこ と と なっ た。 辛いカ レ ーと ペプシコ ーラ がマッ チしてう まいのだが、 手で食べている

のでう まく 食べら れない。  

　 陸路は想像以上に整備さ れていたが、 チッ タ ゴンに近づく につれて悪路が多く なり 、 道路脇の家々にも サイ ク ロンの爪痕が伺える。  

　 19時45分、 チッ タ ゴン‘ホテル・ アグラバード ’に到着。  

　 当初、 野営を想定し ていたのでホテルに泊まれるなんて夢のよう である。  

　 こ こ では東京消防庁の海老澤隊員と 同室になる。 彼は英語が話せるので頼も し い。  

　 活動初日、 空港の軍の施設で荷物の整理を行う 。  

　 昼食はビスケッ ト と ジュ ースで、 こ れだけでは力が出ない。 以後、 レト ルト 食品が届いてから はまと も な食事ができた。 こ れから 毎

日50人分の昼食を用意し なければなら ない。 各隊当番に当たると 一日がそれに費やさ れる。  

　 いよいよヘリ 到着。 本来の活動に入るが最初はやたら 人の搬送が多く 、 空港に山積みにさ れた救援物資はいっ こ う に減ら ない。 早く

持って行ってあげたいのにイ ラ イ ラ する。  

　 よう やく 作業が軌道に乗ってき た。 も う すでに５ 日が経過し ている。  

　 最初に見た島はク ト ゥ ッ プリ ア島であっ た。 空から 見るその島には緑がない。 土地の高低も なく ベタ ッ と し た感じ を受けた。  

　 島全体が30フィ ート の高波で洗い流さ れたはずなのに生きている人がいるなんて。 改めて人間の強さ 、 生に対する執着に驚かさ れた。

　 と ても 人の住める所ではない。 こ んな所にまで住まなく てはなら ないほど人口が増えてし まっ たバングラ デシュ 。  

　 本来なら 島に残り 、 島民１ 人１ 人に物資を配り 、 被災民と ふれあう 機会を持ちたかっ たのだが、 それはと ても 危険だと 許さ れなかっ

た。  

　 それでも 物資を降ろ し 飛び立つヘリ に向かって手を振る島民の姿を見た時、 今回の任務につけて本当によかっ たと 感じ た。

バングラ デシュ 派遣について 
神戸市消防局 

消防士長　 田中　 廣一 
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　 　 ５ 月17日、 いよいよ日本出発。  

　 朝早く 起きて荷物を点検し 川崎市消防局と の待ち合わせ場所へ向かい、 マイ ク ロバスにて成田へと 向かっ た。  

　 成田に着いて東京、 大阪の隊員と 合流し 数々の手続き を行い、 V I Pルームで出発式を行い、 1800ド ルの資金を受け取り 、 いよいよ行

く んだと いう 緊張と どんな仕事をするのかと いう 不安で頭はいっ ぱいになっ た。  

　 バングラ デシュ 航空の飛行機に乗り 込みいよいよ出発。 し かし こ の時すでに１ 時間以上遅れており 、 飛行機、 海外が初めての私と し

てはと ても 不安な気持ちになっ た。  

　 いよいよ離陸、 飛行機の加速感に感動し ながら も 訳のわから ないスチュ ワーデスの救命胴衣等の説明、 食べ慣れない機内食と 、 私に

と っては不安と 好奇の思いだっ た。  

　 長い飛行機の旅、 その間、 他の本部の隊員と 話をし たり 資料を読んだり し たがバング ラ デシュ についての情報はさ っ ぱり わから ず、

現地での仕事の内容も わから ないため不安ばかり がつのっ た。  

　 シンガポール、 バンコ ク と 経由し ていよいよダッ カ 空港へと 到着。  

　 飛行機を降り てバングラ デシュ の地を初めて踏んだ時、 と にかく 暑いと 思い、 次になんと も いえない臭いに気づいた。 日本ではあま

り 嗅いだこ と のない臭いと 暑さ に驚く 間も なく 、 さ っ そく 仕事が待ち受けており ハンガーへと 移動し た。  

　 そこ で見たこ と も ない大きな虫を目の当たり にし て大変な所に来たと つく づく 思っ たが、 今思えばまだまだ序の口であっ たと は、 そ

の時思いも よら なかっ た。  

　 翌５ 月18日、 チッ タ ゴンに向けて出発。  

　 朝６ 時に起き てマイ ク ロバスでダッ カ 空港へ行き ト ラ ッ ク に物資の積み込みを 行い、 一路チッ タ ゴンへと 向かう 。 JI CAの職員２ 名

同乗。 （ 後に我々の父母のよう に世話をし てく れる。 ）  

　 途中ト ラ ッ ク と はぐ れてし まい、 JI CAの職員も ト ラ ッ ク を探すためにバスを 離れたため、 私たち は現地人に取り 囲まれ30分程暑さ

と 恐怖の時間を過ごし た。  

　 チッ タ ゴン のホテルで約２ 週間生活を送っ た。 き れいなホテルだと 思っていたが、 日がたつにつれ古さ が目につく よう になり 食事も

種類が少ないためにあき てきてし まっ た。  

　 街は活気にあふれており 、 住民は人なつっ こ く 我々には親切にし てく れたよう に思う 。  

　 ホテルから 活動拠点であるチッ タ ゴン空港まではワゴン車で移動し たのだが、 こ の車がひど い代物でク ーラ ーはなく 椅子はガタ ガタ

と 動き 、 雨が降ればク ラ ッ チが滑ると いう よう なと んでも ない物であっ た。  

　 そし て道路には人と 力車と ベビィ ーがあふれており 、 ク ラ ク ショ ンを鳴ら し っ ぱなし で耳が痛く なるほどであっ たがそれにも いつし

か慣れ、 気になら なく なってし まっ た。  

　 また、 ホテルを一歩出ると 物乞いが近寄ってきて、 数分の間に10人ぐ ら いに取り 囲まれるこ と も 珍し く ないこ と であっ た。  

　 活動はチッ タ ゴン空港内の空軍施設を拠点と し 、 物資搬送、 積込、 被災地での荷降ろ し が主であっ たが、 その他に最も 大切であっ た

と 思う のは、 隊員50名分の食事と 飲料水の確保である。 水についてはJI CAの人々のおかげでそう 手間はかから なかっ たが、 食事につ

いては少人数（ １ 小隊） で行う ため、 食器の消毒、 洗浄、 湯沸し 等と ても 時間のかかるも のであり 、 心ない人による妨害（ 消毒済みの

食器と 使用後の食器を一緒にする） 等があり なかなか捗ら なかっ た。  

　 また、 食料についても レ ト ルト 食品ばかり で不満も あっ たが、 被災者の生活を見れば「 ゼイ タ ク 」 の一言であっ たと 思う 。 現に我々

の運んだ物資の食料は貧し い物ばかり であり 、 我々も 同じ 物を食し ていたら と ても ２ 週間も も たなかっ たと 思う 。 そんな物でも 被災地

の人々にと れば貴重な食料であり 、 生活の糧なのである。  

　 こ う いう 点では、 被害に比べればあまり にも 少量であっ た我々の活動（ 運んだ量） も 何人かの人々には喜んでも ら えたと 思えば充実

感も あるも のである。  

　 ５ 月31日、 いよいよチッ タ ゴンを離れダッ カ へと 飛び立つ。  

　 し かし 、 こ こ でも バングラ デシュ タ イ ムで約3時間遅れの離陸、 ダッ カ へと 向かいビーマンの飛行機で移動し た。  

　 こ の離陸の際、 コ ッ ク ピッ ト のド アが開く と いう アク シデント も あり 、 バングラ デシュ ら し さ が最後までつきまと っ た感じ であっ た。

　 ６ 月５ 日、 日本に向け出発の日、 やはり バングラ デシュ タ イ ムで出発が遅れる。 バンコ ッ ク でAN Aの飛行機に乗換え、 こ の時日本

の飛行機が一番いいと 思っ た。 何故なら 言葉が通じ るから 。  

　 機内では久々の日本料理を食べ満足し たが、 睡眠も と れぬまま日本の地へと 降り 立っ た。  

　 こ の時、 日本のあり がたさ と いう も のが充分すぎるほどわかっ た。  

　 外務省の解散式が行われた後、 東京のバスで自治省へ向かう 。 こ の間、 疲れのためか眠ってし まい、 気がついたら 東京都内であっ た。

　 自治省にて解散式が行われたが、 こ の時、 自治大臣が予定を変更し て我々の労をねぎら ってく れたこ と に喜びをおぼえた。  

　 その後、 東京消防庁にてセレ モニーが催さ れ、 各隊長のスピーチに感動し たも のである。  

　 その後は東京駅より 神戸へと 新幹線で帰っ た。 ほと んど眠っており 、 気がついたら 新大阪の手前だっ た。  

　 新神戸駅に着く と 、 消防長や救助隊の仲間が全員で迎えてく れていた。 ああ、 やっ と 帰って来たんだと 、 こ の時初めて感じ た。  

　 約３ 週間の派遣で我々のし た活動は微量なも のであっ たかも 知れないが、 それで喜んでく れた人々の顔を私は一生忘れないであろう 。

バングラ デシュ 派遣 
神戸市消防局 

消防士長　 吉田　 一志 



ｃ

I RT派遣 
神戸市消防局 

消防士長　 村上　 覚 

　 ５ 月13日、 今日から 来たる８ 月８ 日に行われる近畿地区指導会に向けての特別強化訓練が防災センタ ーで始まっ た。  

　 午後４ 時半頃グラ ンド をラ ンニング中、 救助課長から 電話があり 、 唐突に「 バングラ デシュ の派遣があれば行っ てく れるか。 」 と 聞

かれた。  

　 私はあまり 深く 考えずに「 はい」 と 答えた。 それから 時間がたつにつれ、 だんだん不安になってきた。  

　 帰宅し 、 その日の午後11時過ぎ、 派遣決定があっ た。 メ ンバーは井上司令補、 田中士長、 吉田士長に私の４ 人である。  

　 気心の知れた人ばかり で一安心。 だが、 と んでも ないこ と になっ たと いう 不安な気持ちは大き かっ た。  

　 両親に話をすると 、 仕事だから 仕方がない、 頑張ってく るよう にと すんなり 納得。  

　 一晩ぐ っすり 寝ると 気持ちがすっ きり し 、 自分自身がいっ たいどれだけのこ と ができるのか、 やれるだけやってみよう と いう 意気揚々

バングラ デシュ へ向かっ た。  

　 活動は19日から 、 チッ タ ゴン空港内の軍施設を借り 、 荷物、 救援物資の整理を行う 。  

　 今日、 我々の食料を乗せたト ラ ッ ク が着く 予定だっ たが、 ト ラ ッ ク がいつ来るかわから ない状態になっ た。 そのため、 緊急用に使用

する個人装備のレ ト ルト 食品を急き ょ 集める。  

　 飲料水のスト ッ ク も なく 、 水道水をボールに入れ固形燃料で煮沸する作業にと り かかる。 煮沸するのに１ 時間近く かかる。 今まで日

本で生活し てき て、 いつでも どこ でも 蛇口をひねると 水が飲めるこ と を普通だと 考えていた。 こ こ に来て、 水のあり がたさ や自分の安

全は自分自身で確保すると いう こ と を痛感する。 我々は日本と いう 温室の中で過保護に育ってき た人間なのである。  

　 こ の日の夕方には２ 機の赤いヘリ コ プタ ーがチッ タ ゴン空港に到着し 、 いよいよ明日から 救援活動の開始である。  

　 午後９ 時30分から 全員ミ ーティ ング。 その席で森村医師から 話があり 、 「 コ レ ラ、 マラ リ ア、 赤痢については病気になっても 絶対に

治し ます。 またコ ブラ に噛まれた場合でも 血清があるから 大丈夫」 と 頼も し い言葉を聞き 、 心配も いく ぶん和ら ぎ生活面ではあまり 神

経質になら ないよう になっ た。  

　 次の日の５ 月20日、 チッ タ ゴン空港を拠点と し 昨日と 同じ 煮沸作業を行う 。  

　 ヘリ コ プタ ーが調査から 帰還し 、 救援物資搬送活動が行われた。 チラ と いう 乾燥米、 カ ンパン、 毛布、 マッ チ、 薬が入っ た袋を ヘリ

に積載し 、 離島へ空輸。  

　 午後３ 時30分、 私はヘリ コ プタ ーおおさ か３ に搭乗し ク ト ゥ ブディ ア島へ向かっ た。 島がだんだん近づいて来る。  

　 上空から 見ると 、 南北10～15k m 、 東西２ k m と 縦に細長く 、 中央には曲がり く ねっ た運河のよう な川が流れ、 島のほと んど は水田

であるため水浸し である。 島全体にまんべんなく 集落があり 、 ５ ｍほどの木が数本と 池があり わら と 竹で作っ た家が２ 、 ３ 軒ある。 島

の一番高いと こ ろでも ５ ｍないと 思われた。  

　 ヘリ コ プタ ーは島の南側の比較的集落の多いK ３ と いう ポイ ント に着陸。 上空からではわから なかっ たが、 そのポイ ント の周辺には

被災民が2000人近く 集まっていた。  

　 軍が制圧し ていたので混乱はなく 、 予定通り 物資を降ろす。 離陸の際にはみんな手を振ってく れた。 私も 手を振り 返す。  

　 少し でも 人の役にたてたこ と やこ のプロジェ ク ト に参加でき たこ と をう れし く 思う 。 みんなの気持ちが一つになり 、 大き な組織が動

いて初めてなせるも のである。  

　 ５ 月20日から 30日までの11日間、 ク ト ゥ ブディ ア、 モヘシカ リ 、 サンド ウィ ッ プ、 ハティ ア等いく つかの島へ救援物資を搬送し たが、

どこ でも 被災民があふれ、 飢えを訴えている。 し かし 、 彼ら は自分たち の境遇を悲観せず、 一生懸命生き ている。 その姿を 見ると 少し

でも 多く 物資を搬送し 、 一人でも 多く 助けたいと いう 気持ちになっ た。  

　 ５ 月25日に神戸市消防局の隊員はフ リ ーな時間を も ら い、 午後から 森村医師と 看護婦に同行し 、 チッ タ ゴン 市内の診療所を 見学に

行く 。 診療所と は名ばかり の医師１ 名と 看護婦２ 名、 ベッ ド は６ 床、 医薬品は数種類し かなく ハエがたかっ ている状況である。 こ の時

点では３ 名がアメ ーバ赤痢で入院中で、 やせた体にギョ ロッ と し た目で苦し そう だっ た。  

　 壁に受診者と 下痢患者の数を書いた紙が貼っ てあり 、 徐々に減少傾向にあっ た。 災害が発生すれば当然、 傷病者が出る。 従っ てこ れ

から は医療体制も 整え、 今後に備えなければいけないと 思う 。  

　 今回バングラ デシュ へ派遣さ れ、 いろいろ なこ と を感じ た。  

　 ４ 月29日、 30日に起き た災害に対して派遣が遅すぎる 。 今回は救援活動も 広い意味で救助活動である と 解釈し 活動を 行っ たが、 早

期に派遣さ れていれば人命救助活動ができ 、 尊い命を救えたのではないだろう か。 また、 派遣要請があればすぐ に出発でき るよう 、 日

頃から 隊員自身の気持ちの整理も 大事であろう 。  

医療、 通信関係の派遣も 今後の課題と 思われる。  

　 最後に自分自身のも のの考え方の変化についてだが、 初めてこ の国を見た時は悲惨な生活をし てかわいそう だと いう 見下し た見方を

し ていた。 でも 彼ら の生活を観察し ていると 、 自然と 調和し おおら かに生きており 、 見習う こ と がたく さ んあるこ と に気付いた。  

　 私にと って今回の派遣は自分の視野を広く し 、 今までの考え方を根本から く つがえすく ら いの大き な衝撃であり 、 良い経験をさ せて

も ら っ た。  

　 こ う し て無事任務を終え帰国でき たこ と は皆様のご支援のおかげだと 感謝し ている。  

　 あり がと う ございまし た。



ト ルコ 地震災害　 当時の隊員が語っ た言葉
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「 がれき の下の心臓の鼓動を 探知する ハイ テク

機器を 使い、 生存者がいるかどう か確認し ていっ た。

　 生存の可能性がな く な り 、 現場を 後にする 時、 家族から

『 サンキュー』 と 言われたこ と が印象に残っている。 」

「 阪神・ 淡路大震災で得た『 あの教訓』 が、 奇跡の

女性救出につながっ た。 」

「 （ 自分は） レスキュ ーなんだと 決断し 、 他の現場に回れば助けら

れる 人がいたかも 知れない。 あの時の最大の教訓は、 冷静で速やか

な判断と 行動の大切さ を 教えら れたこ と なんです。 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

「 建物の倒壊の様子を 見れば、 どこ に機器を 搬入

し 、 ど こ から 捜索を はじ める かなどの検討がつい

た。 」

「 機器類の操作など、 救出技能がレ ベルアッ プし ていた。 」

「 生存者のいる可能性のある現場を最優先

にする。 」

「 絶対にあき ら めてはいけない。 」

「 生き ている人を助けるには、 救助を求め

る家族から 殴ら れてでも 次の現場に行く べ

き だ。 」

「 今度はト ルコ の人に勇気と 元気をあげた

い。 」

「 人命救助に国境はない。 機会があれば何度だって行く 。 」



～INSARAG外部評価分類（ IEC/R） の受検～ 
「 国際捜索救助外部評価/再評価」

IEC/IERと は

　 INSARAG外部評価分類は、 INSARAG External Classification/Re Classificationの略で、 IEC/IERと 表記さ れています。  

　 INSARAGガイ ド ラ イ ン に基づき 、 国連の評価チームによ り 各国の救助チームの能力を 「 Heavy」 「 Medium」 「 Light」 に評価

し 、 分類さ れます。

目　 的 

　 ■　 各国救助チームの体制・ 機能・ 活動能力を 共通の手法により 標準化 
　 ■　 各国救助チームが活動する際のレベルを 有し ているこ と の確認 
　 ■　 各国救助チームを 分類さ れたレ ベルに応じ て、 適切な活動サイ ト に割り 当てるための指標

IER受検・ 『 重評価』 取得認定セレモニー

Lig ht 

自国内での活動に限定さ れ連続

活動時間は３ 日間と なり ます。

M ed ium  

国外での活動も 可能で、 構造

物の崩壊現場における救助・

捜索犬若し く は機材を用いた

捜索が可能です。 連続活動時

間は７ 日間、 同時活動場所は

１ 箇所と なり ます。 　 　 　 　 　

Heavy 

最上位ラ ンク と なり 、 M ed ium

が可能な分野のほか、 特に複

雑な構造物崩壊現場における

救助も 可能と なり ます。 さ ら

に、 連続活動時間は1 0 日間で

同時活動場所は２ 箇所以上で

可能と なり ます。



各国の認定状況　 2 01 8 年４ 月現在

4 4 ヵ 国5 3 チーム（ ヘビー3 4 チーム、 ミ ディ アム1 7 チーム）

評価項目

　 管理、 ロジスティ ッ クス、 捜索、 救助及び医療の５ つの分野を派遣準備から 被災地撤収に至るまでの段階ご

と に、 約150のチェ ッ ク リ スト により 評価さ れます。  

　 チェ ッ ク は緑（ 適） 、 黄（ 注意） 、 赤（ 不適） で行われ、 赤項目が一つでも あると 失格と さ れます。

受検IEC

　 I EC受検は、 実派遣を想定し た一連のシナリ オ（ 準備、 始動・ 動員、 派遣、 被災地での活動、 撤収・ 撤退）

に沿って訓練を 実施し 、 36時間以上継続（ 約48時間） し た訓練を 行います。 こ の訓練は、 チェ ッ ク リ スト 項

目を網羅し ており 、 救助技術や救出活動能力を示すこ と はも ちろんですが、 いずれの段階においても 国際連携

下での活動の展開又は連携を推進でき る体制、 能力を問われるも のです。  

　 我が国の救助チームJD R救助チームは、 2010年３ 月に受検し 、 みごと H eavyを取得しています。

結団式



再受験IER
　 I ECの認定は有効期限が５ 年と 定めら れています。 平成27年３ 月２ 日から ５ 日にかけて、 JI CA関西及び兵

庫県広域防災セン タ ーにおいて、 我が国のJD R救助チームは、 I ER受検に臨みまし た。 JD R救助チームの一

員と して受検に臨んだ国際消防救助隊（ I RT） I ER受検チームは、 ５ 月の発足以降から 約10ヶ 月にわたって様々

な訓練を積み重ね受検準備を整えまし た。  

　 そし て、 JD R救助チームは高い評価を得て、 「 H eavy」 チームと し ての再認定を 取得し まし た。 こ れにより 、 海

外被災地において各国救助チームを リ ード する 立場が改めて明確と なり 、 より 一層の国際貢献が期待さ れます。 今

後、 JD R救助チームが世界で期待さ れる役割を 着実に果していく ためには、 世界ト ッ プク ラスのパフ ォ ーマン スを

示し 、 「 H eavy」 の中の「 H eavy」 チームであり 続けるこ と が求めら れます。  

こ のI ER受検へ、 国際消防救助隊（ I RT） I ER受検チームのひと り と し て、 神戸市消防局から １ 名が参加し 、 I ER受

検に貢献いたし まし た。  

　 参加隊員： 消防司令補　 三浦直樹（ 警防課特別高度救助隊）  

　 再受検当時の所属・ 階級



災害対応 Disaster　 Response





「 限り ある身の力ためさ ん」 　 中尾清和

昭和四十六年十月十八日二十三時三十七分。

「 葺合東部建物火災、 葺合管内籠池通り 五丁目九、 ○○方建物出火」

出動指令が署内に流れる。

　 署前を 西進、 こ の時間〝市電〟はも う 走っていない。 軌道内を 突っ 走れ！！現場まであと わずか、 前方

に建物全体を包み込むがごと く 紅蓮の炎と 黒煙が噴き 出しているのが目に映る。

　 出動途上「 たいし たこ と なければよ いが・ ・ ・ 」 と 言っ ていた隊長

の声が厳し く なる 。 間髪入れず車載無線にて第二出動の要請、 各隊員

に任務指示が飛ぶ。 狭い車内で呼吸器を 装着し ながら 、 〝さ あ、 一丁

やるか！〟

〝炎〟の中に人が！！

　 建物の南側にある玄関と 二階の窓から は猛り 狂う 炎が噴き 出し 、 いかに

し ても 進入不可能、 隊長と 俺は進入口を 求め東へ移動する がこ ち ら も だめ

だ！！

　 その時、 「 二階や。 二階で声がし た。 早よ 助けたれ！！」 絶叫と も 思え

る 男の叫び声を 耳にし た瞬間、 過ぎ去っ た現場において、 若さ と 経験不足

から 幾度も 苦汁を なめた思いが脳裏を かすめる。

　 今日こ そは何が何でも やら ねばと 決意新たに進入口を 探す。 オッ 、 あの

松の木から 屋根へ行けるぞ！！利用でき るも のは何でも 利用する。 塀を よ

じ 登り 松の木へ、 そして隣家の屋根へと 移動、 煙噴き 出す二階の小窓めが

け走り 寄る 。 屋根と 壁体の間隔約五十～六十セン チ、 何てこ と はない。 だ

が、 高さ と 窓の大き さ が問題だ。 いっ ぱい手を 伸ばしても 二十～三十セン

チは足り ない。 そし て窓が小さ 過ぎる 。 こ れでは空気呼吸器を 装着し ての

進入はでき ないゾ。 どう する！！

「 HELP！！HELP！！」

　 その時、

「 HEL、 ゴホン、 ゴホン、 HEL・ ・ ・ ゴホン、 グェ ッ 、 HELP！！」

壁体を 通し 建物の中から 聞こ える 異様な声。 何だ、 あの声は？HEL？HELP！！こ れく ら いの英語なら 俺でも

わかるゾ。

「 助けて！！」

　 アッ 、 また叫んでいる。 「 HELP、 HELP！！」

　 よ し 、 まだ生存している、 だが一刻の猶予も 許さ れない、 即決断！！そばの隊長に、 行く で！！装着してい

た空気呼吸器、 携帯の救助バッ ク 、 ラ イ ト を 屋根の上に放り 出し 、 窓枠に検索棒の伴手を 叩き 込み右腕一本で

身体を 引き あげ、 左手で窓枠を つかみ身体を 確保。 窓は動く か？窓を スラ イ ド さ せる。 〝開いた〟。 し かし 狭

い。 こ れでは身体が入ら ない。 はやる 心と 裏腹に己の行動が歯がゆいほどのろ く 感じ る 。 途切れ途切れに聞こ

えていた「 HELP」 の叫び声が次第に弱く 細く なっていく 。

「 早く し なければ間に合わない！！」

　 愛用の検索棒の柄を 握る手に力を こ め、 窓めがけて叩き 込む。



　 決断！！
「 隊長、 入るで！！」

　 再び声を かけ、 胸いっ ぱい新鮮な空気を吸い込み、 炎と 煙渦巻く 室内へ身を 躍ら せた。

　 一瞬、 脳裏にこ の煙の中〝空気呼吸器〟がなく て大丈夫かな？一人でやれるかな？そんな思いが浮かぶ。

「 狭い進入口、 一秒を争う 状況、 こ れでいいんだ、 絶対大丈夫だ。 呼吸器なんてク ソ く ら えだ！！」

　 ややもすると 弱気が頭を も たげそう になる 己に佃打ち、 室内を 見渡す。 オッ 、 こ こ は浴室だ。 天井、 壁体は

すでに炎がわが物顔でなめつく し 、 真っ 黒な煙が充満、 視界を遮り 、 〝ツーン〟と 強い刺激臭が鼻を つく 。 時

折熱風と と も に炎が顔を かすめる。 〝熱ッ ！！〟床に身を 伏せ、 手探り で前進する。 突然伸ばし た手元に〝グ

ニャ ッ 〟と し た感触が・ ・ ・ 。 それが何であるかすぐ わかっ た。

「 おっ た！！見つけたゾ！！」

戸外で状況を 見守っているはずの隊長に向かってあら んかぎり の大声で叫ぶ！！

「 隊長、 女や！！」

　 両腕で彼女を抱き あげる。 意外と 軽い。 一歩、 二歩、 窓際へ。 長い髪の毛が俺の顔を 撫でる。 抱えた腕にも

支える胸にも 彼女の鼓動が感じ ら れないし 、 声も 漏ら さ ない。 〝生き ているんだろ う か？〟苦し さ に耐えかね

て思わず吸い込む煙にむせかえり ながら 抱えた彼女を 窓に向かっ て精一杯差し あげる。 「 隊長、 早く 引き あげ

てく れ！！」

「 何し と んや？早よせんかい！！」

支えた腕に意識のない彼女の体重がずっ し り と のし かかっ てく る。 両目から 流れる涙、 鼻から は鼻汁が垂れ唇

を濡ら すが拭う こ と もでき ず、 我慢し き れず口を開けると 有毒ガスを含んだ煙が気道を 侵し 、 むせ返る｡　 〝あ

あも う 限界だ！！〟と 窓から 伸びた手が俺の腕をつかむ！違う ？俺の腕や！！次に支えた両手から 彼女の身体

が離れる。

　 アーえら かっ た　 思わず周囲の空気(煙)を 鼻から 吸い込んでし まう 。 グエッ ！！喉を 刺す刺激にたまら ずえ

ずき 、 吐き 気を も よおす。 たまら んで。 一旦外へ出て新鮮な空気を いっ ぱい吸おう か？よし 外へ出よ う と 窓枠

に両手をかけ顎を 框に置いた時に、 いや待てよ三人家族と 言っ ていたな？まだ二人残っ ているんだ、 こ の炎と

煙の中に？と 思っ た。



　 こ れで二人目だ！！

　 よし も う 一度頑張ってみよう 。

　 露出している肌が溶けてし まいそう な熱さ 、 むせ返る咳に胃が痛む。 も う イ ヤや！！

　 でも 、 こ の炎と 煙の中にあと 二人いるんだ。 声は聞こ えないが、 必ず俺の助けを待っている！！

　 やってやろ う じ ゃ ないか。 やってやってやり 抜いてやろ う 。 涙と 血の汗を 流し 耐えた〝虎の穴〟  レンジャ ー魂

を 発揮して！！

　 「 中尾、 大丈夫か？」
　 隊長の声が窓越し に聞こ える。

　 心配そう な隊長の掛け声に答える ごと く 「 隊長、 あと 二人いるはずや、 も う 一回入るで！！」 と 叫び、 室内へ

飛び降り る 。 腹這いになり 視界のない床を 手探り で検索する 。 両手両足に神経を 集中さ せ泥亀のごと く 一寸ごと

に前へ前へと ・ ・ ・ ・ 。

　 う ん？左手に何か触れたゾ。 布地、 アッ 、 いた。 発見だ。 でも 大き いぞ、 こ れは！！大人だな。 真っ 暗な中で

身体に沿って掌を 前方へ。 その時、 手に触れたのは髪の毛？おかし い、 確かこ のあたり は腹部のはずなのに。 　 　 　

　 アッ 、 顔ダ！！あわてて男の身体を またぎ確かめる。

　 子ども だ！！小さ な身体を 一気に引き 寄せる。 し っ かり と 抱き 窓際へ・ ・ ・ 。

　 熱い、 苦し い、 痛い。 「 ゲエッ 、 ゲエッ 、 ゴホッ 、 ゴホッ 」

　 そんな中、 「 隊長、 早よう 、 子ども や！！」 と 叫びながら 、 あら ん限り の力を ふり し ぼり 子ども の身体を 差し

あげる。

　 目から 涙、 鼻から 鼻汁・ ・ ・ 出るがまま。

　 支えていた両手から 子供の身体が浮き あがる。

　
「 救助成功！！」

　 アー苦し い、 も う だめ、 立っていら れない。 頭がし びれる！！いまだかつてこ んな苦し さ を 経験し たこ と がな

い。

　 空嘔吐の繰り 返し 、 むせ返る咳の連続、 喉の痛みに加え頭痛、 止めどなく 流れる 涙と 鼻汁、 そして我慢なら な

いこ の熱さ ！！残り の力を ふり し ぼり 、 窓枠までよじ 登り 框に顎を 置き 顔を外気にさ ら す。

　 さ あ、 き れいな空気を 、 新鮮な空気を 思い切り 吸っ てやろ う 。 肺が破裂するまで！！アレ ッ 、 おかし い、 吸気

ができ ない？力が出ない？

　 少しずつ、 少しずつ痛む喉から 空気を 吸う 。

　 アー、 う まい。 普段何気なく 吸っている空気がこ んなにう まいと は・ ・ ・ 。



限り ある身の力ためさ ん
　 何か変だ、 変なのだ。 いつも と 違う こ の感覚。 頭がボーッ と し 全身に脱力感が漂う 。 おかし い？（ こ の時、

すでに一酸化炭素中毒症に侵さ れていた）

　 その俺の胸中に、 あの声がよみがえる。 「 HELP！HELP！！」 と 叫び続けた男の声が。 子ども を抱き 倒れてい

た男。 そう だ、 彼が残っている。

　 振り 返って室内を 窺う と 、 天井を メ ラ メ ラ と なめつく す炎が壁体を 伝い床に達し よう と し ている。 限界を 超え

ている。 進入は無理か？し かし も う 一人いるのだ、 こ の手で触っているんだ。 こ こ で活動を 断念し たら 今までの

失敗と 同じ 結果になっ てし まう 。 ずっ と 後悔し ながら こ の仕事を 続けら れるか？苦労し て二人を救助し た意味が

なく なる。 全員助けてこ そ救助ではないか。 救助隊員、 いや一人の人間と し て目の前で死を 目前にし た彼を 助け

るのは当然の行為だ。 よし 決行だ。 も う 一度進入するゾ。 熱と 煙と 毒ガスの充満し ている室内へ逆戻り だ。 床を

這い前進する 。 今度は迷わない。 勝手知っ たる 部屋の中、 一直線に煙に包まれ倒れている 彼のも と へ。 さ て抱

えよう と するが動かない。 こ れは重い。 引きずっていく し かない。 両脇に腕を通すが胸元まで手が回ら ない。 大っ

き い！大男だ！！死の有害物質を 含んだ煙を 吸い、 咳込み、 むせ返り 、 それでも 何と か窓際まで引き ずり 寄せ

た。 最後の力を ふり し ぼり 中腰で彼を 持ちあげよう と 両足を ふんばっ た途端、 ツルッ と 足が滑り 背中から 床へ倒

れた。 痛ッ ！ジーンと し びれる右肘！！

　 「 あかん、 も う 終わり や。 誰か代わってく れ」

　 次第に薄れていく 意識の中、 声なき 声で叫び続ける！！

　 「 中尾、 どう し た！外へ出ろ 。 早よう 出てこ い」

　 壁体を 隔てて呼びかけてく る 隊長の声がはる か遠く から かすかに耳に届く 。 渾身の力を ふり し ぼり 、 やっ と

窓枠に手を かける が身体を 上げる 余力はなく 、 頭の中にはぐ る ぐ る 渦巻き が、 目の前にはかげろ う が漂う 〝も

う だめだ！〟最後の力をふり し ぼり 、 窓枠に寄り かかる俺の肩口をいかつい手がつかんだと 思う と ズズッ 、 ズズッ

と 身体が引き あげら れ、 一瞬宙に浮き 今度は氷のよ う に冷たい屋根瓦の上にド シン と 投げ出さ れた。 そのまま

の姿勢で空嘔吐の繰り 返し 。 胃から 出てく るも のは何も ない。

　 「 中尾、 大丈夫か？し っ かり し ろ 。 〝男〟救助し たぞ」

　 あれは誰の声だ？中部専任救助隊Kの声か。 こ んなと こ ろ で寝と っ たら あかん。 起き よう 起き て・ ・ ・ 。 誰か

起こ してく れ！！だめだ、 立てない、 起きあがれない、 何で立ちあがれへんのや！誰か起きるの手伝っ てく れ！！

　 記憶にあるのはそこ まで・ ・ ・ ・ ・ ・ 。

最高の報酬？
　 ふと 気がつく と ベッ ド の上。 何で俺はこ んなと こ ろ にいる んだろ う 、 火災現場へ出動し たはずなのに！！そ

う や確かに現場に・ ・ ・ 。 も う 空嘔吐も 頭痛も し ないが、 何か身体が宙に浮いているよう だナ。 そして何か違う 。

違う 何かが心の奥底から 湧き 出してく るのを感じ る。 いまだかつて経験し たこ と のない、 何と も 表現し よう のな

いこ の〝充実感と 満足感〟。

　 そう か。 こ れは全力を 尽く し 職務を 遂行し 得た〝充実感〟と 、 人命救助を なし 得た〝満足感〟だ。

　 俺は今消防士に、 いや人の命の大切さ を 知る 人間に与えら れる 最高の報酬を 受けたのだ。 俺の顔を 心配げに

見守る仲間たちの顔、 顔、 顔。 どれも こ れも 煙と 泥にまみれぐ ちゃ ぐ ちゃ だ。

　 「 中尾、 無茶すんなヨ 、 でも よう 頑張っ たなあ」

　 涙声の隊長の一言に、 涙があふれ出るのを 止めるこ と ができ なかっ た。

　 あり がと う 、 仲間たち。

救助活動時間（ 六分）

　 救助開始　 二十三時四十三分

　 救助完了　 二十三時四十九分

被救助者

　 女性二十九歳　 　 　 男児二歳

　 男性三十歳（ 推定体重百キロ以上）

※掲載写真については当時の現場活動のも のです。

（ 参考図書） 中尾清和　 著「 大災害に挑んだ男たち」



阪神・ 淡路大震災

　 平成7年1月17日5時46分、 淡路島北部の北緯34度36分、 東経135度02分、 深さ

16kmを 震源と するマグニチュ ード 7.3の地震が発生し た。

　 こ の災害による人的被害は、 死者6,434名、 行方不明者3名、 負傷者43,792名と い

う 戦後最悪の極めて深刻な被害を も たら し た。

(消防庁調べ、 平成17年12月22日現在)





「 死を覚悟。 人手が足り ない」 　 橘　 和臣（ 灘消防署）

　 『 こ れはただごと ではないな』
　 停電で真っ 暗闇。 懐中電灯の光のなかに浮かびあがっ た、 まるで模様替えを し たよう な部屋のあり 様を 見て、

まず灘署に連絡をと っ た。

　 「 電話が通じ ず連絡がと れないでいる」

　 と いう 返事。 何人かに連絡をと るがやはり 不通。 すぐ にバイク で出勤し た。

　 途中の長田区では、 軒並み家は潰れ、 あちら こ ち らでのろ し のよう な黒煙が立ち 上がり 、 東へ行く ほど地獄絵

はひどく なる。

　 一番近い生田署へ直行。 隊員がく る のを 待ち わびた様子の救急隊長の一声は、 「 よく き てく れた。 すぐ に着替

えて出発し よう 」 だっ た。 広報車に可能な限り の救助資材を 積み込み出動。

　 現場には、 古い軽量鉄骨造り ４ 、 ５ 階建てのアパート が４ 棟並んでいるが、 いずれも １ 階部分が北側に押し 潰

さ れ、 生き 埋め者がいるこ と は一目瞭然であっ た。 近く まで行く と 、 我々を 見つけた市民が助けを 求めてき た。

　 生存している のが不思議なく ら いで、 ２ 階の床は高さ 40セン チぐ ら いにまで落ちており 、 その間に壁と 家具類

が、 びっ し り と 詰まっている 。 そのう え鉄筋が何層にも 行く 手を はばんでいた。 声を かける と 、 「 苦し い！早く

助けてく ださ い！」 と 、 ５ ， ６ メ ート ル奥から 苦痛の声。

　 「 すぐ 助ける から 、 し っ かり し ろ ！」 と 、 声を かけ作業にかかる 。 ルーカ ス・ カ ッ タ ーで鉄筋を 切り 、 入口を

作る。 そし て、 スプレ ッ タ ーのこ ぎり 等で壁、 家具類を 破壊し ながら 、 わずか40セン チぐ ら いの空間へも ぐ り 込

み、 場所を確認し ながら ひたすら 破壊作業をく り 返す。 やっ と の思いで要救助者のと こ ろ までたどり ついた瞬間、

　 「 ド ド ド ー」

　 震度４ 、 ５ の余震。 後ろ 向き のまま、 這って逃げよ う と し たが身動き がと れず、 こ のと き ばかり は、 死を 覚悟

し た。 救出活動から 5時間ぐ ら いかかってよう やく 生存者を 救出する。

　 ほっ と する間も なく 、 次々と 救助を求める市民の声が耳に飛び込んでく る。 ほと んどが全壊状態の家屋であり 。

下敷き と なると 、 人の力だけではと う ていガレ キを 取り 除いて救出するこ と は不可能に近い。 おのずと 市民の救

助隊に寄せる期待は大き く 、 それは祈り にも 近いも のがある。

　 我々も それに応える べく 力の限り を 尽すのだが、 こ れほど甚大な被害を 出す大災害の前には、 我々の努力も 無

に等し い。 ・ ・ ・ 原始的ではある が〝人海戦術〟に頼ら ざる を えないが、 人も 機材も あまり に足り なさ すぎる の

だ。

　 こ の〝人員〟と 〝機材〟の不足は、 救助を 求める 市民にと っ ても また救助する 隊員にと っても 考える 余地のな

いほど相当に深刻で、 生死を 分ける大き な要因になっ たと いっても 過言ではないだろ う 。

（ 1995年「 雪」 3月号から ）



「 も っ と 多く の命を助けたかっ た」 　 伊関　 薫（ 長田消防署）

　 「 おじ さ ん、 早く 出してっ ！」
　 比較的、 元気そう な声で女の子が呼んでいた。

　 地震発生後、 私が出動し た３ 件目の生き 埋めの現場は、 母親と 姉妹３ 人の計４ 名が、 倒壊し た建物内に取り

残さ れていまし た。

　 要救助者に不安を 持たせてはいけないと 思い、 こ ちら も 努めて明るく 、

　 「 すぐ に出れるから 、 も う 少し だけ辛抱し てな」 と 、 返事するが倒壊建物は鉄筋コ ン ク リ ート 造り の２ 階建

てで、 １ 階部分は押し 潰さ れ１ メ ート ルぐ ら いになっており 、 コ ンク リ ート 壁、 押し 潰さ れた家具等が障害に

なって救出が容易でないこ と はすぐ に想像がついた。

　 同僚二人と 相談し 、 １ 階玄関付近から 屋内への進入を 試みるが内部はさ ら に狭く 、 高さ が50センチほど

になり 、 木片、 ガラス片、 衣類、 本等が進入を 阻んでいた。

　 ほふく の姿勢で進みながら 、 手当たり 次第に障害物を 除去し 、 ５ 、 ６ メ ート ル進入し たと こ ろ で 2段

ベッ ド が潰れ姉妹２ 人が重なって天井と の間に挟まっているのを 確認。 布団、 毛布を 引き 抜き 、 わずかに

間伱を拡げ約２ 時間後に救出に成功し た。

　 その後、 同じ 場所から 母親と 末娘の救出を 試みたが、 障害物の除去が困難なため救助方法を変更。 ２ 階

床面を削岩機で破壊、 鉄筋をボルト ク リ ッ パーで切断し 開口部を作り 、 家屋内から 引き出すこ と はできた。

が、 活動をはじ めてから 約７ 時間が経過、 すでに息を引き 取ら れていた。

　 活動中、 何度かの余震の恐怖感に襲われながら も 、 自分自身を 叱咤激励し 、 救出を やり 遂げるこ と はで

き たが、 妻と 娘を 亡く さ れたご主人の心情を 考えると 、 決して満足でき る結果ではない。

　 今回の震災で、 私自身１ ０ 数名の救出に立ち会っ たが、 生存はわずか４ 名。

　 大規模災害の脅威と 人間の非力を 思い知ら さ れたが、 救助活動の限界を感じ るこ と はない。

「 も っ と 、 多く の人命を 救助(生存のまま )し たかっ た」

「 き っ と 、 救助するぞ！」

の気持ちを 持ちつづけ、 今後も 救助活動に邁進するこ と を 決意し た。

（ 1995年「 雪」 3月号から ）



　 「 子ども の死、 祖父の涙、 辛い一日」 　 向井　 良（ 灘消防署）

1月2 1日午前8時、 連日の救助活動の合間を ぬっ て、 ほ

んのわずかの仮眠を 終えたと こ ろ へ新たな任務が言い渡

さ れた。

　 鉄筋コ ンク リ ート 造り 4階建てのマン ショ ン の2階部分

が崩れ、 4名が生き 埋めになっている と いう も ので、 地震

発生以来、 他の隊が何度か救出を 試みては断念し ている

現場だっ た。 救出はかなり の困難が予想さ れる。

　 重機（ ユンボ） を 担当し てく れる業者と 一緒に到着し て

みる と 、 生き 埋めの 4 名がいる と 思われる ２ 階部分には

３ ， ４ 階が非情にも 重く のし かかっていた。

「 無理かも し れない。 無理や」

　 こ の状況を見た隊員は、 皆そう 思っ たに違いない。

でも 、

「 も し かし たら ・ ・ ・ 」

　 そんなわずかな希望を 胸に救出作業を 開始、 必要

と 思われる資機材を２ 階に搬送し た。

　 そのと き 、 我々が見たも のは、 冷たく 変わり 果て

た大人と 子ど も の遺体だっ た。 二人は見る から に重

そう な鉄骨の下で、 大き な体が小さ な体を 庇う よう に

横たわっていた。 なんと も 酷い最期に、 各隊員は交わ

す言葉も なく 、 瓦礫の撤去作業を 進めた。 重苦し い

空気のなかで作業はつづいた。

　 さ ら に２ 人の方も 遺体で発見さ れた。 一緒に眠っ て

いたのか、 同じ 布団のな かで 母親が子ど も を 庇う よ

う にして亡く なっていた。

　 指令を 受けたと き から 予想でき たこ と と はいえ、

実際に現場に立ち 会っ たと き の気持ち は言い表す こ

と ができ ない。 瓦礫を 取り 除く ためのエン ジン カ ッ

タ ーや重機の爆音が無情に響いた。

　
　 １ 人ま た１ 人と 、 収容さ れた遺体が家族に引き 渡

さ れ、 最後の１ 人と なっ た８ 歳の子ど も が収容さ れ

たと き 、 祖父ら し い男性の目から 堪えていた涙が一気

にあふれ出ていた。

　 太陽が西の彼方に沈も う と し ている。 救出時間８ 時

間。 辛い１ 日だっ た。

（ 1995年「 雪」 3月号から ）



良き 仲間と 汗を 流し た救助大会。  

精鋭部隊を目指し た小隊長時代。  

オレ ンジ服を脱ぐ こ と を 決心し た阪神・ 淡路大震災。  

今の私を 支えてく れた20年でし た。 救助隊あり がと う 。  

木村敏博（ 59才）



　 阪神・ 淡路大震災における初動時の救助活動　 野邊三郎

今回の阪神・ 淡路大震災は想像を 絶する大被害を も たら し 、 多く の死傷者が発生し まし た。 その最中にあっ て、

我々はでき る限り のこ と を 行って、 消防救助隊だけでも 1,892人を 救出し まし たが、 他都市から の応援隊が完備す

るまでの地震直後においては、 救助隊員及び救助器材と も 極度に不足し ており 、 まさ に救助活動の限界を 痛感し た

災害でも あり まし た。

　 また、 4,000人いる非常勤の消防団員も 地震の直後には活動を 開始し ており 、 救助活動の分野においても 958人を

救出し ています。

　 消防機関によって救出し た、 こ の2,850人と いう 数が、 決し て満足でき る数字だと は思いませんが、 大震災での

救助活動を体験し た一人と してお話し さ せていただき ます。

 　 救助隊により 1,892人を 救出し まし たが、 生存救出は、 733人であと の1,000人以上の方は救出時すでに死亡さ れ

ていまし た。

 　 通常生き 埋め等の生存救出は、 48時間以内を 原則と していますが、 今回の震災においては、 既に90時間を 経過

し た1月21日に6人の生存救出を得るこ と ができ まし た。 こ のあと 、 さ ら に69人を救出し まし たが、 既に時機を 失し

ていたのか、 或いは地震による倒壊物の直撃により 即死状態にあっ たのか、 いずれも 死亡での救出でし た。

　 兵庫県監察医務室の調査によると 、 死亡者の96％は、 下敷き による即死状態で

あっ たこ と が判明し ていますが、 も う 少し 早い段階で救助活動が至る所で行われ

ていたら 、 も っ と 多く の生存救出ができ たのではないかと いう 気がしてなり ませ

ん。

 　 今回の倒壊状況を 見ると 、 老朽化し た木造建物はその殆どが被害を 受けてお

り 、 し かも 1階部分が押し つぶさ れた状態のも のが多く 見ら れまし た。

 　 従って、 「 2階にいた人は助かっ たが、 1階にいた人は犠牲と なっ た。 」 と いう

事案が至る所で発生し まし た。

 　 従来、 我々消防機関は、 高齢者等のいわゆる災害弱者は、 緊急時にはすぐ に避

難でき るよう 「 1階に寝かせなさ い」 と いう 指導を して参り まし たが、 今回の地

震に限っては当てはまら なかっ たと いう こ と になり ます。

　 また、 中高層ビルにおいては、 その中間部分が押しつぶさ れ、 プレス状態になっ

たも のが多く 見ら れまし たが、 西市民病院を 例にと ると 45人が生き 埋めになっ た

も のの、 死亡さ れていたのは1人だけであり 、 不思議なほどの生存救出ができ ま

し た。 こ のよう な生存救出の事例は、 他の多く のマンショ ン等でも 見ら れていま

す。

　 私は西市民病院での救助活動に際しても 、 直接現場指揮を と っていますが、 殆

どの患者はベッ ド に寝た状態と か、 ベッ ド の横に隠れたと いう 状況で発見さ れて

おり 、 予想以上の生存者が多かっ たこ と が当初は理解でき ない状況でし た。

　 なぜ、 こ れだけの大被害が発生しているにも 関わら ず、 生存救出ができ たのか

と いう と 、 室内は押し つぶさ れているも のの、 外から 見て思う ほどプレスさ れて

おら ず、 落下し た梁と かベッ ド によって約90㎝ほどの空間が保たれているのがわ

かり まし た。

災害の発生状況

はじ めに



　 一方救急隊は、 地震の直後には消防署に助けを 求めて押し 寄せた負傷者等に対し て、 応急救護所を 開設し 、 約

1,200人の応急処置を実施し まし た。

　 こ の応急救護所にはボラ ン ティ アと し て駆けつけていただいた医師や看護婦さ んも あり 、 医師の指示等によ り

病院搬送の必要がある重症患者についてのみ、 救急搬送を行いまし た。

　 1月17日から 2月10日の間における搬送人数は6,773人ですが、 こ の地震による負傷者の発生数から みれば、 その

一部し か対応出来なかっ たと 言えるかも し れません。

　 また、 市内の救急病院がいく つか被災し たため、 救急搬送についても 平常時のよ う にはいき ませんでし たが、

その最中でも 病院等の積極的な受入れがあっ たため、 その殆どを 市街地の医療機関で処置さ れた状況です。

　 従って、 停電或いは断水等により オペ等の処置ができず、 転送する必要があっ たも のについてのみ被害が少なかっ

た西区、 北区及び市外の病院に搬送さ れています。 また、 ク ラ ッ シュ 症候群と いう 症状についても 、 当市の救急隊

員は、 初めて聞く 症状でし た。

救急状況



救助活動の状況

　 救助活動は、 主に地震発生直後から 1月20日までの4日間に集中し まし た。

　 こ の間に1,700人を 救出し まし たが、 こ れは消防機関によ る救助人員の90％を 占めたこ と になり ます。 し

かし 、 救出時における 生存者は、 1月20日を 過ぎると 極端に減少し 、 以後の救出活動は、 悲し みの中での遺

体発掘と なり まし た。 未曾有の被害を 出し た震災は、 全国の消防機関の救助体制についても 、 多く の教訓

を与えた災害でも あり まし た。

　 私も 救助隊員と と も に、 何カ 所も の現場に出動し たが、 特に地震直後の17日においては目的地まで到着

でき ない場合も あり まし た。 こ れら の理由は、 たし かに道路障害等で緊急車の走行ができ なかっ た場所も

あり ますが、 決し てそう いう 問題ではなく 緊急走行し ている救助工作車等の前に市民が飛び出し てきて、 「 こ

こ から 先に救助し てく れ」 「 こ こ を 見殺し にするのか」 と いう よう な状況でし た。  

　 通常、 我々消防機関が出動途上に目的地を 変更して、 途中で救助活動を すると いう よう なこ と は

まずあり えないし 、 こ れが通常の救助出動であれば、 出動隊の責任問題にも なり かねませんが、 こ

こ では通常の理屈は通用し ない状況でし た。 道を塞いで救助車を止めた市民も 興奮しており 、 強引

に通過するこ と はト ラ ブルと なり ますのでやむを 得ず一旦停止すると 、 も う そこ の現場で活動する

し かない。 と いう こ と になってし まいまし た。 と り あえず、 目的の現場に行けないと いう こ と を、

指揮本部に連絡し よう と 思う が今度は無線も なかなか通じ ないし 、 有線電話をし ても 全く 通じ ない。

し たがって、 本部では市民から 要請があっ た場所に、 部隊を入れたつも り でいるが実際には救助隊

は現場に到着していない。 再度市民から 要請がかかるが、 もう 消防署には出動さ せる部隊は全く 残っ

ていない状況でし た。

　 現場に到着すると 、 救助隊はチームと

して活動するこ と によって初めてレス

キュー隊と しての力を 発揮でき るわけで

すが、 一人一人が救助を求める市民に引っ

張ら れて、 と ても チームと して活動でき

る状況ではあり ませんでし た。 幸いなこ

と に、 どの現場においても 、 一般市民の

自主的な救助活動が得ら れたため、 一人

一人の救助隊員が、 即座に結成さ れた市

民救助隊の指揮者と して指揮を と るこ と

と なり 、 こ れが結果的には一人でも 多く

の負傷者を救出し たこ と になり まし た。



救助活動の困難性

　 災害の規模、 負傷者の発生数は、 当市の消防力

を はる かに超える も のでし たが、 中でも 地震直後

に同時多発し た火災によ る延焼拡大は、 救助活動

を 制限する と と も に、 不足していた救助力を さ ら

に分散する こ と になり まし た。 特に消火と 救助を

兼務する兼務救助隊は、 延焼危険のある倒壊建物

に、 まだ未救出の生き埋め者が多数いたこ と から 、

救助を 目的と し た消火活動を 支援し 、 延焼阻止を

行う 必要があり まし た。

　 一つの倒壊建物から 、 生き 埋め者を 救出する た

めには、 場合によ っ ては2時間を 要する 現場も 相

当あり まし た。 そのため、 延焼までに救出する 時

間がなく 、 やむをえず消火活動にあたっ たも のの、

水が出ず、 食い止める こ と ができ なかっ た場所も

あり まし た。 救助隊員の心には、 「 助けよう にも

助けてやるこ と ができ なかっ た」 と いう 悔し い気

持ちだけが残っ た災害でも あっ たわけです。



隊員の苦悩

　 地震発生時に当直日にあたり 、 救助活動にあたっていた救助隊員等が家族の安否の連絡がと れたのは、

ほと んどの者が3～4日後ぐ ら いであっ たため、 その間、 死傷者を 掘り 出すたびに、 家族と 交差し て後味の悪

い救助活動でし た。 また、 再三襲っ てく る余震に、 屋内進入し ている隊は、 まさ に決死を 覚悟し ての救助活

動でし た。

　 救助隊は危険な状況での現場活動が多いため、 安全管理には特に厳し く し ていますが、 こ こ では救助法

でいう よ う に「 安全管理者を き めて、 統一し た安全管理体制を と る 」 と いう こ と は、 と ても でき ない状況

でし た。 隊員一人ひと り が自分ででき る 範囲内で安全管理を する し かなかっ たわけです。 「 1 7 日夕方ご

ろ 、 救助隊員が作業中に殉職し た」 と 情報が入り まし たが、 どこ の隊員か、 また正確な情報か調べよ う が

ない状況であっ た。 後でわかっ たのは、 隊員の子供さ んと お母さ んがなく なっ たと いう のが真実でし たが、

救助隊員の手記の中に、 「 屋内進入する自分の順番が回ってく るのが怖かっ た」 と 書かれているのが現場活

動を している隊員がいかに危険な状況にあっ たか物語っていると 思います。

　 今回の救助隊員の活動方針は、 テレ ビ 等でも 報道さ れたが、 他都市から の応援隊が完備する までは、 本

当に人手不足であり 、 その中ででき る 限り の生存救出を 図る 必要があり まし た。 そのため、 初期の段階に

おける 救助活動は、 「 生存の可能性がある 者にし ぼって救出する こ と 」 を 徹底する 必要があり まし た。 通

常の災害現場では、 生死に関係なく 、 いく ら 時間を 要し ても 最後の一人まで救出する のですが、 今回は一

つの現場に見切り を つける のも 、 一人でも 多く の生存者を 救出する 一つの手段でも あり まし た。 私の立場

と しては、 災害の状況から みて当然の行為だと 認識し ていますが、 直接現場活動をし ている隊員については、

泣き すがる家族を 前にして、 救助活動を 打ち切るのが辛い判断でし た。

　 神戸の救助隊員が交代で休息がと れだし たのは1月20日の夜から でし た。 それまでの間は不眠不休の活動

を 続けまし た。 休む間も ない連日の救助活動で救助隊員の過労が進み、 心身と も へと へと になっ てく る に

連れて、 明ら かに集中力を 欠き 、 精神的に安定を 失っ た言動が出てき だし まし た。 隊員間では、 通常では

笑って済ませる 言葉にも 、 すぐ に仲間同志が言い合いになる こ と があり まし た。 「 隊長は隊員の管理を 十

分するよ う に・ ・ ・ 」 と 指示し まし たが、 私も 不眠不休の状態が6日間続き 、 22日の3時ごろ になると 、 相

手が言っているこ と が、 どう し ても 理解でき なく なってき まし た。 こ う いう 状態を医学的には「 ただの寝不

足」 と 言う のかどう かわかり ませんが、 まさ に睡眠の重要性を身を も って体験し た災害でも あり まし た。



外国救助隊

　 スイ ス救助犬、 イ ギリ ス救助隊、 フ ラ ンス救助隊が入国し たが、 結果的に神戸市が受けたのは19日に現地入

り ができ た救助犬12頭を 率いるスイ ス救助隊員25人でし た。 スイ ス救助隊は、 連日夜を 徹し ての検索活動を実

施し 、 その結果9人を 瓦礫の中から 発見し まし たが、 既に時機を 失し ていたのか、 遺体と し ての救出でし た。

救助犬について、 マスコ ミ はスイ ス救助犬のみを と り あげていまし たが、 ボラ ン ティ アと して参加し 、 合同活

動を し た日本の救助犬の優秀さ も 忘れてはなり ません。

　 スイ ス救助隊長が通訳を 通じ て私に言っ た言葉は、 「 日本レスキュ ー隊の救助技術はすばら し い。 現場の統

一と 救助器具の凄さ には、 敬意を 表する。 」 と いう こ と でし た。 すぐ に「 日本レスキュ ー隊は世界に通用する

か。 」 と 質問すると 、 「 勿論」 と いう 答えが返っ てき まし た。 災害の大き さ に無力さ を感じ た中で、 こ の言葉

ほど救助隊を 勇気づけたも のはなかっ たと 今でも 思っています。 。

　 最後に、 今回の震災は特に、 救助活動にたずさ わる関係機関に多く の反省と 教訓を 与えまし た。 すでに自治省

消防庁は、 国際消防救助隊のみならず国内で発生し た大規模災害の救援に対しても 緊急消防援助隊の発足を 図り

まし た。

　 また、 神戸市の消防体制の強化は勿論、 全国の消防機関においても 救助力の向上が図ら れよ う と し ています。

私が考える「 レスキュ ー」 と は、 公的機関か民間機関を 問わず、 またそれが小さ な事故であっ たと し ても 、 その場

にいた者が「 助け合う 」 こ と だと 思います。 ご聴講あり がと う ございまし た。

　 （ 平成7年9月9日　 佐賀県救急医学会にて発表さ れた原稿より ）

まと め



平成17 年4 月25 日（ 月） 9 時18 分頃、 Ｊ Ｒ 宝塚駅9 時03 分発同志社前駅行き 上り 快速電

車（ 乗客者数約580 人） が脱線し 、 建物へ衝突し た。

事故車両は7 両編成のう ち前5 両が脱線し 、 そのう ちの2 両が沿線のマンショ ンに衝突し

た。  死者 107 人、  負傷者 460 人（ 重症149 人、 軽症311 人） 、  消防機関等による医療機関

への搬送人員 240 人。

（ 尼崎市JR 福知山線鉄道事故応援活動報告書(最終版)　 神戸市消防局）

尼崎市 

JR福知山線鉄道事故





神戸市消防局から の部隊派遣

　 9時50分にテレ ビ報道で事故発生を 覚知し 、 兵庫県広域消防相互応援協定に基づき 4月25日から 28日にわ

たり 、 のべ29隊107名を 派遣すると と も に兵庫県消防防災航空隊（ 神戸市航空機動隊） から 2機13名が出動

し まし た。

救助隊の活動

　 救助隊の初動活動場所は先頭から 2両目の車両でし た。 車両はマン ショ ンの壁体に衝突し 「 く 」 の字に

曲がっ た状態で、 非常に不安定な足場での救助作業と なり まし た。

　

　 続いてマンショ ン 1階駐車場に入り 込んでいた1両目

の活動に移る と 、 車両内から 3名の助けを 求める 声を

聞きと り 、 即座に横転し た車両の上部に開口部を設け、

活動を 開始し まし た。 し かし 、 非常に狭い活動スペー

スに加え、 マンショ ン 駐車場内の破損し た乗用車から

ガソ リ ン が漏れだすなどの悪環境での活動と なり まし

た。

　



　 9時55分、 ヘリ で現場へ向かう 途中、 地上部隊の無線交信から 重症者の発生を 覚知し まし た。 地上部隊と 連

絡を 取り 、 臨時離着陸場を 決定し 患者搬送を 実施し まし た。

　 ヘリ 搬送は2機により 、 8回8名におよびまし た。 また、 航空隊基地では、 テレビ報道から 医師派遣の必要性

を判断し 、 災害医療センタ ーと 調整し 、 現場へ医師と 看護師を搬送し まし た。

兵庫県消防防災航空隊

　 こ のよ う に、 救助活動は非常に困難を 極めまし たが、 神戸市の救助隊は兵庫県の救助隊の中心と して、 他

隊と 連携し 慎重かつ積極的に活動を行い、 数多く の要救助者を救出し まし た。

　 さ ら に、 要救助者が折り 重なるよう に倒れており 、 上部に倒れた者から 順次救助し なければ、 助けを求

めて声を発する要救助者の位置まで到達でき ない状況でし た。

　



　 東日本大震災

　 2011（ 平成23） 年３ 月11日14時46分、 三陸沖（ 北緯38.1度、 東

経142.9度） 、 深さ 約24kmを 震源と するマグニチュード 9.0の地

震が発生し まし た。 こ れは日本国内観測史上最大規模の地震で

し た。

　 こ の地震は広範囲にわたる 地震動や巨大な津波により 死者、

行方不明者合わせて約2万人と いう 人的被害と 、 全壊約13 万棟、

半壊約27 万棟と いう 住家被害をも たら し まし た。

『 出典： 『 東日本大震災記録集』 （ 総務省消防庁） 』  

『 h ttp ://w w w .fd m a .go .j p

http://www.fdma.go.jp


『 出典： いわて震災津波アーカ イ ブ/提供者： 釡石市』



　 地震当日、 テレ ビ で信じ ら れない光景を 目にし た。 防波堤を 乗り 越え、 車、 家、 船を 押し 流す、 すさ

まじ い津波の光景で、 阪神・ 淡路大震災では想像も つかない情景である。

　 第2次派遣隊と し て14日神戸を出発し 15日より 19日までの5日間にわたる活動を通じ て津波の脅威を肌

で感じ た。 。

『 広大な捜索範囲のなかで』 　 井上雅文（ 水上消防署特別高度救助隊）

　 活動は1 6日南三陸町寄木地区、 田尻畑地区、 下保呂毛地区、 1 7日波伝谷地区、 津ノ 宮地区、 滝浜地

区、 18日波伝谷地区、 水戸部地区の人命検索、 捜索活動を 実施し た。

　 災害対策本部より 活動地区の指示、 詳細な地図、 住民情報は津波によ り 消失し 大まかな地図一枚に示

さ れた場所を 検索するこ と になっ たが、 人命情報等詳細な情報がないまま現地に赴く こ と と なり 、 情報

収集から 活動地区の特定をおこ ない人命検索、 捜索活動を おこ なわなければなら なかっ た。

　 寄木地区へは救助工作車が進入でき ず、 救急車での送迎、 県隊指揮、 災害対策本部と の無線通信が直

接でき ず中継車両を配置するなど現場進入、 連絡体制についての対策が必要であっ た。

　 現地で住民の方に場所の確認を おこ なう と 、 必ず区長のと こ ろ に案内さ れた。 区長は、 地域の状況を

完全に把握さ れており 的確な情報を 得る こ と ができ 、 また、 地元消防団の方々が中心と なり 一度は捜索

活動が実施さ れていた。 消防団の方に現場案内を し ていただいて現場状況確認も 把握する こ と ができ 、

活動計画を立てるう えで有効な情報であっ た。 常日頃から の住民間のつながり を垣間見るこ と ができた。

　 災害状況は、 地震によ り 倒壊し た建物ではなく 、 津波によ り 押し 流さ れた建物、 元にあっ た場所には

基礎のみ、 遠く 離れた場所に家屋を 発見、 建物の2階にト ラ ッ ク が、 山の中腹には漁船、 魚網、 浮き 等

漁で使われていた物が・ ・ ・ 。

　 活動を おこ なう う えでの安全対策、 津波警報発令時の連絡体制、 活動隊への連絡、 避難場所の選定等

活動を おこ なう までの対策が必要であっ た。 消防無線が直接災害対策本部、 指揮所に通じ ないために中

継車両を 配置し 連絡体制を確保し た。 携帯電話は不通であっ た。

　 活動にあっては、 重点検索場所（ 建物内、 斜面地、 瓦礫が集まっ ている 場所、 畦等凸凹がある 場所、

河川等） を 取り 決め除去可能な瓦礫を 除去、 一方向ではなく 多方面から の目視による 確認を おこ なう よ

う に意思統一を 図り 検索、 捜索活動を 実施し たが範囲は広大であっ た。

　



隊員は泣き 言一つ言う わけでも なく 全力で人命検索活動を 実施。 神戸隊のモチベ ーショ ン の高さ を 感じ るこ

と ができ た。

　 救助工作車が進入でき 、 重機があればも っ と 違う 活動ができ たのでは・ ・ ・ 、 人海戦術には限界が・ ・ ・ 、

思いは色々ある。

　 阪神・ 淡路大震災と はまっ たく 違う 災害であり 、 津波の破壊力に驚く ばかり であっ た。

　 地区消防団の方の話では、 一度はみんなで捜索を おこ なっ たが発見でき なかっ たと のこ と であっ た。 日没

までの時間を 逆算し 3時30分までの活動と し 、 約2時間30分の活動と なっ た。 不明者の居住場所、 当時の状況

を 聞き 検索場所、 範囲を 定めて活動、 遺族の方から の要望に応じ ての捜索活動を 実施し た。

　 ベースキャ ンプから 現地まで、 おおむね1時間の予定が2時間、 徒歩1時間の予定が2時間と 現場到着まで時間

を 要し 活動時間に制約があるなか、 長時間資器材を 持参しての移動、 活動。

　 17日は朝から 大雪と なり 気温マイ ナス 7度のなかでの活動と なっ た。 三陸自動車道路ではタ イ ヤチェ ーン を

装着、 約2時間を 要し 陸前戸倉に到着、 車両を 駐車し 地元消防団長の誘導により 徒歩で津ノ 宮、 滝浜地区へ向

かっ た。 雪の中、 足元はぬかる み、 橋が流さ れている ため渡れる 場所を 探し 、 寸断さ れた国道沿いに進入す

るこ と 約2時間、 滝浜地区に到着。



熊本地震
　 平成28年4月14日21時26分に熊本県熊本地方の深さ 約10kmを 震源と する マグニチュ ード 6.5（ 暫定値） の

「 熊本地震」 が発生し 、 益城町では震度7が確認さ れた。 その2日後の1 6日1時2 5分にも 同地方の深さ 約

10kmを 震源と するマグニチュ ード 7.3（ 暫定値） と 阪神・ 淡路大震災と 同規模の地震が発生し 、 益城町と 西

原町で震度7が観測さ れた。 4月14日の地震が前震、 4月16日の地震が本震と 位置付けら れた。

　 主な被害は死者49人、 震災関連死15人、 全壊住宅8,549棟、 半壊住宅27,728棟に上っている 。 （ 熊本地震

被災地への神戸市支援活動の記録　 平成29年3月）



広島災害
　 平成30年６ 月28日以降の台風７ 号や梅雨前線の影響によ り 記録的な豪雨（ 平成30年７ 月豪雨） と なり 、

それに伴い、 西日本を中心に広い範囲で多数の要救助者や行方不明者が発生し まし た。

　 神戸市消防局は広島県広島市安芸区上瀬野地区へ緊急消防援助隊兵庫県大隊と し て延べ13隊68名の消防

部隊を 平成30年7月12日から 平成30年7月20日までの間、 土砂災害現場における救助活動のため派遣し まし

た。





年 月 種別 場所 概要

1968年（ 昭和43年） 11 火災
兵庫区有馬町　 　 　 　             　

（ 池之坊満月城）
有馬温泉の旅館火災　 死者30名

12 山岳
東灘区住吉町　 　 　 　             　

（ 大月地獄谷F2）
転落による負傷者を 担架に固定し 約8時間かけて救出

1969年（ 昭和44年） 6 火災
兵庫区浜崎通　  　 　            　 　

（ 福山通運㈱）
Ｌ Ｐ Ｇ 爆発により 壁の下敷き になっていた3名を 救出

6 水難
東灘区本庄町　 　 　             　  　

（ はし け）
波浪により はし けにいた2名を ロープ滑車により 救出

8 火災
兵庫区遠矢浜　 　            　  　 　

（ 北海号）
神戸灯台沖合　 船舶火災　 死者4人　 負傷者3人

1970年（ 昭和45年） 1 水難
東灘区本山町　  　 　            　 　

（ 横の池）
池の氷が割れ小学生が水没

1971年（ 昭和46年） 4 火災
東灘区住吉浜町　 　 　             　

（ 神戸サイ ロ㈱）
負傷者5人

1972年（ 昭和47年） 4 火災
生田区中山手通　  　            　 　

（ 神田工業所）
280㎡焼損　 死者4人　 負傷者5人

6 自然
神戸市全域　 　 　             　 　 　

（ 昭和47年7月豪雨）
死者3人　 負傷者5人　 家屋全半壊7件　 家屋浸水912件

1973年（ 昭和48年） 3 火災
生田区中山手通　  　 　            　

（ 安芸アパート ）
603㎡焼損　 負傷者3人

6 火災
北区有馬町　 　 　           　 　 　 　

（ ㈱古泉閣）
有馬温泉旅館火災　 476㎡焼損

7 火災
灘区摩耶埠頭　 　             　 　 　

（ 伊勢丸）
船舶火災　 負傷者1人

10 火災
生田区北長狭通　  　            　 　

（ 坂口荘/簡易宿泊所）
213㎡焼損　 死者6人　 負傷者5人

1974年 （ 昭和49年） 2 火災
長田区腕塚町                 　 　   

 (神戸デパート )
6,289㎡焼損　 死者1人　 負傷者40人

5 火災
灘区森後町       　 　                

(宮前市場)
2,185㎡焼損　 負傷者5人

1975年 （ 昭和50年） 3 交通
生田区海岸通     　            　     

(海上保安部前)
車両に閉じ 込め

2 火災
長田区大橋町     　            　    

 (街区火災　 )
517㎡焼損　 負傷者4人

7 火災
東灘区魚崎西町  　 　                 

(久星酒造㈱)
1,362㎡焼損　 負傷者1人

1976年 （ 昭和51年） 12 火災
長田区久保町    　            　     

 (神戸昭和ゴム工業所)
909㎡焼損　 死者4人

1977年 （ 昭和52年） 2 火災
葺合区東雲通 

(三和荘)
389㎡焼損　 死者3人　 負傷者6人

10 生き 埋め
灘区灘浜町     　 　                

  (小野田レミ コ ン㈱)
長時間の救出活動

1978年 （ 昭和53年） 6 生き 埋め 垂水区神出町 野井戸内の石積擁壁が崩れ土砂に埋没

1980年 （ 昭和55年） 8 火災
生田区下山手通   　          　 　    

 (踊子ビル)
15人救助

12 火災
中央区坂口通     　            　     

(中西興産ビル)
1人救助

1981年 （ 昭和56年） 11 火災
中央区旭通                    　 　   

(国際マーケッ ト )
集合店舗（ 市場） 火災　 2,367㎡焼損　 負傷者1人

1983年（ 昭和58年） 12 火災
中央区北長狭通   　           　  

(チェ リ ービル)
逃げ遅れた2人を 救出

1986年（ 昭和61年） 8 火災
中央区旭通       　             　    

 (まや荘)
逃げ遅れた身体不自由な人を 救出

7 火災
北区有野町      　 　               

  (陽気寮)
社会福祉施設火災　 1,375㎡焼損　 死者8人

1987年（ 昭和62年） 2 その他
西区伊川谷町      　            　   

 (阪神高速北神戸線)
橋桁工事中に崩落し 死傷者が発生　 死者2人

7 生き 埋め
西区伊川谷町     　 　                

(セイ コ ー化成)
化学工場爆発火災　 1人救助

1988年 （ 昭和63年） 1 山岳
灘区六甲山町                 　 　    

(南六甲保塁岩)
ロッ ク ク ラ イ ミ ング中にロープ操作を 誤り 転落負傷

3 火災
長田区堀切町                　 　     

(寿マンショ ン)
3階で逃げ遅れた2人を 救出

11 火災
中央区加納町               　 　      

(日本生命三宮ビル)
11階から 進入し 屋内階段を 利用し 12階の2人を 救出

1989年    （ 平成元年） 4 火災
兵庫区高松町   　 　                 

 (㈱ラ イ オン高松工場)
2,033㎡焼損　 負傷者1人

11 その他
中央区加納町     　 　               

 (Ｊ Ｒ 新神戸駅)
連絡通路（ 15m ） から 飛び降り ネッ ト 式救助法にて救助

主な災害対応の軌跡





主な災害対応の軌跡
1990年  （ 平成2年） 3 火災

長田区四番町     　            　   

 (酒店)
屋内に取り 残さ れた意識不明、 呼吸停止の1人を救出

4 生き 埋め
中央区雲井通 

(日本石油特約西村㈱)
建物取り 壊し 作業中に屋根と 側壁が崩落し 3人が下敷き

9 その他 垂水区東舞子町 遊泳中に れ意識不明1人を テト ラ ポッ ト から 救出溺

12 交通
神戸港沖        　 　           　  

  (ポート アイ ラ ンド 沖)
小型ヘリ 墜落　 死者3人

1991年  （ 平成3年） 5 自然
バングラ デシュ 共和国            　  

 (国際救助隊派遣)
サイ ク ロン災害　 死者12万5千730人

10 山岳
灘区六甲山町                 　 　   

 (西谷山紅葉谷)
12m 下の岩場に転落負傷し 約5時間かけて担架搬送

1992年  （ 平成4年） 4 交通
須磨区一の谷               　 　 　   

 (JR西日本軌道敷上)
寝台特急「 さ く ら 号」 脱線　 負傷者20人

1994年 （ 平成6年） 5 機械
灘区六甲山町       　            　   

(六甲有馬ロープウェ イ )
宙吊り 　 展望台

1995年  （ 平成7年） 1 自然
神戸市全域                    　 　  

 (阪神・ 淡路大震災)
死者約6,500人　 負傷者約44,000人

1996年 （ 平成8年） 7 ガス
中央区港島       　 　              

  (神戸新交通㈱)
立坑内で作業中の硫化水素中毒者2人救出

1997年  （ 平成9年） 1 水難
島根県隠岐島沖 

(ナホト カ 号)
ロシア船タ ンカ ー重油流出事故による職員派遣

1998年 （ 平成10年） 2 交通
北区山田町       　 　               

  (神戸電鉄有馬線)
沢第2踏切にて列車と ト ラ ッ ク の踏切での衝突脱線事故

6 その他
須磨区西須磨　 　 　 　             　

（ 立坑工事現場）
最深36m の立坑内において約2m 転落負傷

9 自然
兵庫区東山町　 　 　 　             　

（ 新湊川）
水害（ 第１ 回） ）

1999年 （ 平成11年） 6 自然
兵庫区東山町　 　 　             　 　

（ 新湊川）
水害（ 第2回）

8 自然
ト ルコ 共和国　 　 　 　             　

（ 国際救助隊派遣）
地震災害

2000年 （ 平成12年） 3 火災
中央区北長狭通　 　 　 　 　 　   　 　 　

（ リ ンリ ンハウス元町店）
死者4人

2001年  （ 平成13年） 7 その他
明石市大蔵海岸通　             　 　

（ 朝霧歩道橋）
明石花火大会歩道橋事故　 死者11人

2002年   （ 平成14年） 7 交通
神戸淡路鳴門自動車道下り         

（ 18.1Ｋ ポスト ）
バスやト ラ ッ ク など車両9台の多重衝突事故　 死者4人

11 ガス
中央区港島南町                    

  (神戸フィ ッ シュ ミ ール共同組合ビル)
魚粉製造工場にて硫化水素が発生し 死傷者が発生

2003年   （ 平成15年） 6 火災
西区伊川谷町 

(伊川谷建物火災)
消防職員殉職事案

2 ガス
長田区苅藻島町 

(金川造船苅藻島工場)
船内タ ンク で有毒ガスにより 意識不明の負傷者を 救出

2004年 （ 平成16年） 10 自然
豊岡市                             

 (台風23号)
台風の影響により 円山川の堤防が決壊　 職員派遣

2005年 （ 平成17年） 3 その他
中央区加納町                        

(ビル解体工事現場)
作業中の重機が4階から 1階へ転落

4 交通
尼崎市                             

 (JR西日本福知山線脱線)
塚口駅～尼崎駅間脱線　 職員派遣　 死者107人

2006年 （ 平成18年） 2 水難
兵庫区築地町                      

  (兵庫第1突堤東側海上)
海に沈んだ軽乗用車から 1人を 救出

9 火災
灘区倉石通                        

  (畑原市場)
ト タ ン屋根小屋裏を 急激に延焼拡大し た市場火災

2008年 （ 平成20年） 3 交通
垂水区                              

(明石海峡海域)
貨物船3隻が衝突し 複数の外国人負傷者発生と 油流出

7 水難
灘区水道筋                          

(都賀川)
局地的な豪雨により 河川が増水し 要救助者9人が発生

12 山岳 灘区摩耶山町 夜間・ 氷点下のなか約5時間にわたる捜索活動後に救出

2009年 （ 平成21年） 6 火災
東灘区深江浜町                     

 (㈱三輪北工場)
消防職員殉職事案

2010年 （ 平成22年） 4 山岳
灘区六甲山頂町                     

 (大月地獄谷ルート )
悪条件での長時間検索活動により 要救助者を 発見し 救助

8 火災
須磨区天神町                        

(西須磨市場)
進入口が屋内階段１ 箇所のみの建物において５ 人を救出

2011年  （ 平成23年） 3 自然 東日本大震災 職員派遣

2012年 （ 平成24年） 8 水難
中央区東川崎町                     

 (川崎重工神戸造船所)
2名で潜水訓練中に1人が行方不明

9 火災
姫路市網干区興浜                  

  (㈱日本触媒姫路製造所
職員派遣　 消防職員を 含む死傷者37人

2014年  （ 平成26年） 4 その他 中央区布引町 解体中の建物外壁倒壊事故　 負傷者2人

8 自然
北区山田町                         

 (柏尾谷リ バーパーク キャ ンプ場)
河川増水により 下山でき ない51人を 救助

2016年  （ 平成28年） 4 自然 熊本地震 職員派遣

4 その他
北区道場町                        

  (新名神高速道路工事現場)
橋桁落下　 10人死傷

2017年 （ 平成29年） 7 交通
中央区神戸空港                     

 (神戸空港海上アク セスタ ーミ ナル)
ベイ ・ シャ ト ル接触事故　 重軽傷者13人

2018年 （ 平成30年） 7 自然
灘区篠原台                        

  (平成30年7月豪雨)
土砂崩れ

8 自然
兵庫区築地町                      

  (台風20号)

仮眠中のト ラ ッ ク 運転手が周囲の水位上昇に気づかず孤

立

9 自然
東灘区向洋町東                      

(台風21号)
床上浸水により 建物2階に従業員が取り 残さ れる
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救助工作車 

救助回転翼機　  

消防艇 

　 　 　 　 　 　 　

歴史



昭和の時代、  

真っ 先に駆け付けて来るラ ンクルの救助車 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 がかっ こ 良かっ たです。  

当時の救助隊は、 防火服も 着ずに火災現場の最前線で活動し ており 、  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 凄いと 思っていまし た。 今後も 力強い存在でいてく ださ い。  

桂　 敏美（ 59歳）



救助工作車の歴史
　 火災を はじ め、 交通事故、 山岳救助、 水難事故や機械事故、 特殊災害にと

多種多様な災害に対応する ため、 様々な資機材を 装備している 救助工作車で

すが、 ５ ０ 年前の発隊当時は１ 台の小さ な四輪駆動車から 始まり まし た。

日産パト ロール 

[変遷] 

昭和44年　 消防局消防課（ 消防４ ）  

昭和45年　 灘消防署（ 消防４ ）  

昭和49年　 退役 

ト ヨ タ ラ ンド クルーザー 

[変遷] 

昭和54年　 須磨消防署（ 須磨30）  

昭和62年　 退役 日野レ ンジャ ー 

[変遷] 

昭和59年　 生田消防署（ 生田30）  

平成６ 年　  退役 

ト ヨ タ ラ ンド クルーザー 

[変遷] 

昭和43年　 消防局消防課（ 消防４ ）  

昭和43年　 退役 



ト ヨ タ ラ ンド クルーザー 

[変遷] 

昭和46年　 須磨消防署（ 消防９ ）  

昭和53年　 退役 

日産SC80改 

[変遷] 

昭和50年　 生田消防署（ 消防94）  

昭和58年　 退役 

ト ヨ タ ラ ンド クルーザー 

[変遷] 

昭和51年　 灘消防署（ 消防92）  

昭和59年    退役 

ト ヨ タ ラ ンド クルーザー 

[変遷] 

昭和45年　 消防局消防課（ 消防７ ）  

昭和49年　 生田消防署（ 消防７ ）  

昭和50年　 灘消防署（ 消防92）  

昭和50年　 退役 



いすづエルフ  

[変遷] 

昭和60年　 灘消防署（ 灘30）  

平成６ 年　  退役 

日産コ ンド ル 

[変遷] 

昭和63年   須磨消防署（ 須磨30）  

平成11年　 退役 

三菱グレ ート  

[変遷] 

平成８ 年　 西消防署（ 西30）  

平成19年　 垂水消防署（ 垂水31）  

平成21年　 退役 

日産コ ンド ル 

[変遷] 

平成11年　 長田消防署（ 長田30）  

平成25年    退役 



日野レンジャ ー 

[変遷] 

平成５ 年　 西消防署（ 西30）  

平成８ 年　 灘消防署（ 灘30）  

平成13年　 東灘消防署（ 東灘30）  

平成19年　 灘消防署（ 灘30）  

平成19年　 退役 

いすづフ ォ ワード  

[変遷] 

平成７ 年　 生田消防署（ 生田30）  

平成12年　 中央消防署（ 中央30）  

平成19年　 垂水消防署（ 垂水30）  

平成21年　 退役 



三菱フ ァ イ タ ー 

[変遷] 

平成12年　 須磨消防署（ 須磨30）  

平成13年　 北消防署（ 北30）  

平成26年　 退役 

日野レンジャ ー 

[変遷] 

平成18年　 中央消防署（ 中央30）  

平成19年　 水上消防署（ 水上30）  

平成25年　 消防局警防課（ 神消30）  

日野レンジャ ー 

[変遷] 

平成27年　 北消防署（ 北30）  

日野レンジャ ー 

[変遷] 

平成26年　 長田消防署（ 長田30）  



日野レンジャ ー 

[変遷] 

平成22年　 垂水消防署（ 垂水30）  

日野レ ンジャ ー 

[変遷] 

平成20年　 灘消防署（ 灘30）  



ポンプ付救助車の歴史
　 増加する 救助事案に対応する ため、 当初はポン プ車に救助資機材を 積載し

災害現場へ出動し ていまし た。 昭和62年に本格的に救助資機材を 積載し つつ

も ポンプ車と し ての機能を 併せ持つポンプ付救助車を 配備し まし た。









神消ヘリ Ⅰ(S47.1～S60.10) 

昭和47年1号機を 「 K OBE」 と 命名。  

独自開発し た空中消火ノ ズルを 装備可能でし た。  

型式名　 　 川崎ヒ ュ ーズ式369H S型 

登録記号　 JA9069 

神消ヘリ Ⅱ(S56.1～H 6.4) 

昭和56年 ２ 号機を「 K OBE-Ⅱ」 と 命名。  

空から 進出する 部隊と し て機動救助隊が試行編成さ れまし た。  

型式名　 　 BO-105S型 

登録記号　 JA9556 

神消ヘリ Ⅲ(S60.3～H 19.6) 

昭和60年 ３ 号機を 「 K OBE-Ⅲ」 と 命名。  

今日も 消防防災機と し て活躍する BK -117型を 国内最

初に装備し まし た。  

型式名　 　 BK -117型(※就航時) 

登録記号　 JA9608 

ヘリ Ⅲは運用中に２ 度の機体性能向上改修を 実施し 、

BK -117B-2型と なり まし た。  

最大離陸重量も 3,350㎏まで増加し まし た。  

また外塗装も 平成６ 年に４ 号機に準じ たデザイ ン に変更

さ れまし た。  



BK -117型は旅客仕様で11人乗り の広いキャ ビ ン スペースがあり 、 必

要な救助隊員と 救助資機材を 搭載し 活動が可能なヘリ コ プ タ ーと し

て広く 活用さ れています。  

今日のラ ペリ ン グやホイ スト 装置を 駆使し た山岳救助、 水難救助、

消火バケツ を 懸垂し た林野火災防御活動を 確立し たヘリ コ プタ ーで

す。  

神消ヘリ Ⅰ(H 6.12～H 26.12) 

平成６ 年 ４ 号機を「 K OBE-Ⅰ」 と 命名。  

操縦安定増加装置、 電波高度計を 装備し 山岳救助

能力が向上し まし た。  

型式名　 　 BK -117B-2型 

登録記号　 JA6739 

ヘリ Ⅰは平成10年に画像伝送シ ステ ム(ヘリ TV )搭載の

追加改修を 実施し 、 新たに画像情報収集任務が付与さ れ

まし た。  

大規模災害等で上空から リ アルタ イ ムの画像伝送する こ

と は災害状況の把握にと ても 役立ち ます。  



ヘリ コ プタ ーは、 水難救助現場へ最先着する こ と が多く 、

航空救助隊員は水難捜索・ 救助訓練が欠かせませんでし た。

一度潜水活動を 実施する と 気圧変化の影響を 懸案して、 帰

路は陸移動で庁舎へ戻る こ と も 多々あり まし た。  

ひょ う ごヘリ Ⅱ(S63.8～H 18.8) 

平成16年よ り 兵庫県・ 神戸市の共同運航に伴い県市3機一

体運用が開始さ れまし た。  

愛称　 　 　 ひょ う ご 

型式名　 　 BK -117B-2型 

登録記号　 JA9909 

ひょ う ごヘリ Ⅴ(H 18.6～現在) 

平成18年 県更新機を 「 ひょ う ご」 と 命名。  

赤外線カ メ ラ 付ヘリ TV が導入さ れ災害現場で威力を 発揮

し ています。  

型式名　 　 BK -117C-2型 

登録記号　 JA28H Y 



ひょ う ごヘリ Ⅴは平成28年にヘリ TVの更新改修を おこ な

い赤外線付ハイ ビジョ ンカ メ ラ と デジタ ル電送システムに

機能向上し まし た。  

平成16年から の兵庫県・ 神戸市の共同運航に伴い航空救助隊員

は総数11名、 常時2機稼働体制と なり 、 県市の境なく 同一事案の

災害概要によ っては2機のヘリ コ プタ ーと 多数の救助隊員を 投入

可能と なり 迅速且つ能率的な災害対応が可能と なり まし た。  

ま た緊急消防援助隊航空部門と し て県外応援を し つつ、 県下警

備も 同時に実施可能な全国的にも 数少ない航空部隊です。  

ヘリ Ⅱ(H 19.3～現在) 

平成19年 ５ 号機を 「 K OBE-Ⅱ」 と 命名。  

C-2型は胴体容積が拡大する と 共にホイ スト 長も 90m と なり まし

た。  

型式名　 　 BK -117C-2型 

登録記号　 JA02K B 

K OBE-Ⅱ」 のデザイ ン は神戸市消防局救助隊のシン ボルである

イ ーグルを 赤色で描いています。  

全体のデザイ ン は先代「 K OBE-Ⅰ」 「 K OBE-Ⅲ」 を 継承し 、 六

甲山の緑の風を纏って力強く 飛翔する イメ ージを 込めたも のです 



平成19年、 新旧交代の記念飛行を 実施。  

「 K OBE-Ⅰ」 「 K OBE-Ⅱ」 「 K OBE-Ⅲ」 の3機が同時に飛

行し た一期一会の機会でし た。  

こ の年、 歴代最長の22年も の間、 神戸の安全安心を空から 守っ

て来た「 K OBE-Ⅲ」 が引退し まし た。  

総飛行時間4536時間25分でし た。  

神戸市の航空隊は昭和47年の発足から 46年が

経過し まし た。  

機体性能が向上し た今日において も ヘリ コ プ

タ ーを 用いた救助、 消火、 救急、 情報収集等

の各任務において、 隊員個々の技能が活動の

安全、 確実、 迅速の根本である こ と は不変で

あると 言えます。  

ま た組織活動が前提である 消防活動の中、 時

に山岳救助等において孤軍奮闘を 余儀な く さ

れる のが航空小隊活動の特徴である と 言えま

す。  

自ら 活動方針を 立て 、 安全管理を 行いつつ実

践対処する 、 高度な 技術と 判断力が不可欠で

ある こ と はこ の先も 変わら な い消防航空活動

の根底です。  

ヘリ Ⅰ(H 27.1～現在) 

平成27年 ６ 号機を 「 H YOG O・ K OBE-Ⅰ」 と 命名。  

県市共同購入で機種統一し た3機で災害対応を 実施し ています。  

型式名　 　 BK -117C-2型 

登録記号　 JA01H K  



平成30年4月 

兵庫県消防防災航空隊/神戸市航空機動隊は神戸空港に基地を移転

し 、 最新の施設で災害待機を 開始し まし た。  

https://www.youtube.com/embed/SRGCL4q555Q 

https://www.youtube.com/embed/SRGCL4q555Q


初代救助艇「 たちばな」 （ 木造船19.69ｔ ）  

西暦 

1936年6月神戸港救難所に配置 

1949年8月生田消防署に無償貸与、 消防艇の機能追加のため修理、 偽装を 実施 

1950年4月生田消防署水上消防隊に就航、 兵庫埠頭「 国際倉庫」 火災に初出動 

1966年4月休船と なり 接岸用桟橋兼乗組員宿泊施設と なる  

1966年7月芦屋浜に曳航さ れ、 解体 

初代消防艇「 く すのき 」 （ 鋼鉄船 19.99ｔ ）  

西暦 

1942年9月兵庫県警にて建造 

1945年8月進駐軍が接収 

1953年2月神戸市へ返還、 生田消防署水上消防隊に就航 

1967年5月休船 

西暦 

1960年6月6日配置 

2代目「 たちばな」 / 19.5ｔ  



西暦 

1967年進水 

2代目「 く すのき 」 / 36.6ｔ  

（ 消防艇）  

西暦 

1975年進水 

3代目「 たち ばな」 / 43.44ｔ  

（ 化学消防艇）  

西暦 

1982年進水 

3代目[く すのき 」 / 133.72ｔ  

（ 化学消防艇）  



平成3年12月配置 

４ 代目[たち ばな」 / 46.0ｔ  

（ 化学消防艇）  

配置さ れた当時は日本最速を 誇る 消防艇。  

平成7年には阪神・ 淡路大震災を 経験し 、 当時は消防用水が不足する 中、 港か

ら 海水を く み上げ、 火災現場まで送水を続けた。  



平成24年2月配置 

4代目「 く すのき 」 19ト ン  

（ 化学消防艇）  

3代目「 く すのき 」 よ り も 小型化さ れたこ と によ り 、 機動力が向上し まし た。  

平成29年4月配置 

「 たかと り 」 46.0ト ン  

名の由来 

神戸市の市街地西部の長田区と 須磨区の境界に位置する 「 高取山」 に由来し ます。  

高取山は、 古く から 漁民や航海者の安全を 守る 守護神が座す御山（ おやま） と さ れてき ま

し た。  

また、 神戸港沖から は高取山を く っ き り と 望むこ と ができ ます。  

 神戸の風景、 海と 港の歴史を 体現する名前です。





救急業務に就いていますが、  

救助課程や救助大会を経験するこ と が出来、  

たく さ んの知識と 共に、 多様で魅力的な人間関係を得るこ と が出来まし た。  

救助・ 救急それぞれが、 今まで以上に互いに理解し 合い、  

　 　 　 　 　 　 　 業務を支え合う 消防になるよう 願っています。

山中亮人（ 35歳）



　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 真っ 白なページに描く 未来



救助については、 初任科の救助訓練し か携わっ たこ と はあり ませんが、 厳し く 愛のある

指導を受けた記憶があり ます。 救助隊発足50周年、 今後も 頑張ってく ださ い。  

立花文太（ 22才）



救助課程
　 救助隊員の資格は、 消防大学校における救助科又は消防学校の教育訓練の基準

に規定する消防学校の救助科を修了し た者と さ れています。  

　 神戸市消防局では神戸市消防学校において、 救助課程と し て、 ３ 週間の特別な

訓練を実施し ています。

Rescue Training



　 神戸市の救助課程は、 昭和41年、 陸上自衛隊富士学校でのレンジャ ー訓練から 始まり まし た。 昭和41年富士

学校1期生から 平成30年度の第43期生まで、 総勢1108名（ 神戸市の救助課程には、 兵庫県下の各消防本

部、 和歌山県、 高知県、 熊本県等、 各地の消防本部から も 入校し 180名が修了し ています。 ） の職員が厳し い

訓練を 修了し ています。

　 神戸市の救助課程は自衛隊富士学校のレン ジャ ー訓練を 基に構成さ れており 、 救助操法、 ロ ープワーク、 救助器具取り 扱い

訓練、 山岳救助訓練、 救助体育、 テン マイル等を 実施、 全国でも １ ， ２ を 争う 厳し い救助訓練と し て有名です。 特に訓練最

終日に実施さ れる「 テンマイル」 は真夜中の六甲山約30kmを 体力調整を し ながら 走破する 過酷な訓練です。

修法ヶ 原での渡過訓練 神戸市消防学校での渡過訓練



救助課程を振り 返る
昭和40年ごろ 、 高度経済成長期後半、

神戸市の災害は多種多様化し 、 人命救助

を 必要と する 複雑な現場が増加の一途に

あり まし た。 　 　

人命救助事案に対応する ため、 神戸市

消防局は消防専任救助隊発足を 目指し ま

す。  
　 救助訓練の先駆けと し て、 昭和41年３

月、 陸上自衛隊から 教官を 招き 、 救助に

必要なレンジャ ー技術を 導入し まし た。

＜第１ 期生（ 昭和41年） ～第３ 期生（ 昭和43年） ＞ 
　 昭和41年12月４ 日、 神戸市消防局10名の精鋭が、 陸上自衛

隊富士学校のレンジャ ー訓練に派遣さ れまし た。 こ れが救助課程の

第1期生です。

　 ７ 日間の地獄のよう な訓練、 救助課程の歴史はこ こ から 始まり ます。

　 翌昭和42年に10名、 昭和43年に６ 名の隊員が派遣さ れ人命救助の基

本、 技術、 精神力を 徹底的に叩き 込まれまし た。  
　 こ の富士学校での厳し い訓練が、 現在の救助課程の基本と なっていま

す。

　 「 テンマイル」 は富士学校から の伝統です。  
　  

初

代

救

助

課

程

研

修

生

の

修

了
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真

保塁岩



　 　 救助課程　 第５ 期生　 5graduating class  

　 　 救助課程　 第７ 期生　 ７ graduating class 

                                                    
　 第７ 期生から は、 神戸市消防学校において専任

救助隊員が指導員と なり 教育し ています。 専任救

助隊員が指導員と なる現在の指導体制はこ こ から

確立さ れていき まし た。

　 昭和4 6 年には、 第５ 期生の1 0 名が陸上自衛隊福知山駐屯地で

レンジャ ー訓練を受けまし た。 陸上自衛隊富士学校同様、 と て

も 厳し い訓練でし た。

　 第４ 期生から の昭和4 4 年11 月３ 日から ９ 日まで、 富士学校の卒業生が指導員と なり 、 市教育植物

園にて、 救助訓練が実施さ れまし た。  

　 陸上自衛隊富士学校で鍛えら れた隊員が富士学校の教官と 同じ よう に、 鬼教官と なり 指導にあたり

まし た。  

　 昭和4 6 年には陸上自衛隊福知山駐屯地に、 第５ 期生1 0 名が、 翌年には陸上自衛隊伊丹駐屯地に第

６ 期生1 4 名が派遣さ れ訓練を受けています。 自衛隊での訓練はこ の年が最終と なり まし た。

　 　 ＜救助課程　 第４ 期生（ 昭和44年） ～第７ 期生（ 昭和48年） ＞



救助課程の思い出
救助課程第８ 期生　 近藤正一

はじ めに 

　 私の42年間の消防人生の中で救助隊と して携わっ たのは、 航空隊を含めて17年間でし た。 こ の間、 阪神タ イ ガース２ 軍キャ ン プに参加

し たこ と 。 消防学校に掲げら れている 「 ロープに挑む消防士像」 のモデルになっ たこ と 。 第15回全国消防救助技術大会神戸大会で宣誓を

し たこ と 。 酷寒の六甲山での山岳救助。 大晦日の荒れ狂う 海での水難救助。 濃煙熱気の火災現場での救助活動など語り 尽く せないほどの

思い出がよみがえり ます。 中でも 私に消防士と し ての基礎を築いてく れた救助課程は鮮明に覚えています。  

鬼の朝熊、 仏の福井 

　 以前より 救助課程を志願し ていた私は、 念願かなって第８ 期救助課程を受けるこ と になり まし た。  

　 第７ 期の訓練を受けた先輩から 「 厳し い訓練で怖い教官ばっ かり やで」 と 脅かさ れていたので、 期待よ り も 不安の方が大き かっ た様に

思います。  

　 研修は、 教官７ 名、 学生22名で、 最初の１ 週間は兵庫区荒田町にあっ た旧消防学校で、 残り の１ 週間を六甲山神戸市教育植物園（ 現在

の北区山田町下谷上中一里山、 森林植物園内） で合宿訓練を行う と いう 内容でし た。  

　 訓練初日のオリ エンテーショ ン では、 自衛隊富士学校で訓練を受けら れた「 鬼の朝熊、 仏の福井」 と 異名を取るお二人から 「 訓練中は

愚痴を言う な、 悲鳴を上げる な、 弱音を吐く な、 全てやり 通せ」 と いっ た内容の事を話さ れ、 全員が背筋を真っ 直ぐ にして真剣な面持ち

で聞いていたよう な記憶があり ます。  

「 レ ンジャ ー！！」  

　 こ の訓練で最初に教えら れたこ と が、 「 レ ンジャ ー！！」 と いう 言葉でし た。 「 レ ン ジャ ー」 と は、 教育訓練によ り 鍛え抜かれた精鋭

部隊と いう 意味が込めら れていまし た。 「 別れ！！」 と 言われると 、 敬礼と 同時に大き な声で「 レ ン ジャ ー！！」 登はんや、 渡過、 降下

の際には「 レ ンジャ ー近藤、 降下準備よし ！！」 と 呼称するよう 指導さ れまし た。  

消防学校での訓練 

　 兵庫区荒田町にあっ た消防学校の北東側のグラ ン ド 隅に４ 階建ての訓練棟があり 、 こ の訓練棟から 南に20ｍ離れた所に支柱が建てら れ

ており 、 こ の間に上下２ 段に水平ロープが張ら れていまし た。  

　 今のよ う な立派な施設ではあり ませんでし たが、 訓練の内容は、 縦穴救助などの操法訓練、 屋上から の脱出訓練、 斜めロープによる 登

はん、 斜降脱出訓練などが行われ、 水平ロ ープを使ってはセーラ ー（ 水平渡り ） 、 モンキー、 チロ リ アン 渡り 、 ２ 段の水平ロープを使っ

ては平行渡り から 肝試し と 称し て、 ホール（ 両手を離し て命綱だけでぶら 下がる） など現在と 変わり ません。  

　 体力調整の合間にロープワーク、 操法の合間に体力調整と 体を 徹底的に鍛え上げ、 訓練の仕上げは烏ケ原水源地までのラ ンニング。 へ

と へと になり 筋肉痛で足を引き 摺り ながら 仲間と 駅まで帰っ たも のです。  

合宿訓練 

　 訓練２ 週目の月曜日の朝、 音楽隊のバスで六甲山神戸市教育植物園に向かいまし た。  

　 こ こ で行う 合宿訓練は、 午前６ 時に起床、 朝食前のラ ンニングと 体力調整から 始まり ます。 朝食後は、 午前９ 時から 宿舎の裏山に入り 、

自然の立木を使ってのフ ッ ト ロ ッ ク 登はんや斜め登はん。 立木と 立木の間に20ｍの長さ の水平ロ ープを三角形に張り 、 そのロ ープを水平

渡り で２ ～３ 名が次から 次へ休む間も 無く 渡って行く と いう 訓練でし た。 登れなく なっ た者、 渡れなく なっ た者がロ ープに吊るさ れたま

ま、 苦し さ の余り 弱音を吐く 声と 教官の激が周囲の山に木霊し ていまし た。  

　 次の日は訓練用資機材やロ ープを携行し て、 急坂の再度山ド ラ イ ブウェ イ を 再度公園目指し てラ ン ニン グ。 たどり 着いたと たん再度公

園の修法ヶ 原池の両岸の立木にロ ープを張る 様に指示さ れまし た。 訓練はこ のロープを 水平渡り で渡って行く のですが、 渡って行く と 丁

度中程ぐ ら いで足が水面すれすれになると いう 設定になっていまし た。 ロープから 落ち た者は全身が池に浸かり 、 ずぶ濡れになっ た活動

服は疲れた体に重く のし かかり まし た。 　  

夜間の訓練 

　 夕食後は夜間訓練と 称し て、 照明を消し た真っ 暗な室内でのロ ープ結索訓練。 間違う と 体力調整が待っ ています。 入浴中や就寝中にも

呼集があり 、 遅れて来た者、 服装が乱れている者、 毛布の耳を 揃えて畳んでいなかっ た者がいれば、 「 全体責任。 腕立て用意！！」 と な

り ます。 それが終わる と 、 深夜の再度山ド ラ イ ブウェ イ を 連続歩調でラ ン ニン グすると いう のが日課と なっ ていまし た。 ある 日は、 再度

公園で帰れると 思っていると 、 そのまま進み続けてビーナスブリ ッ ジの近く まで南下し 、 眼下に神戸の夜景を見たこ と も あり まし た。



林園長の豚汁 

　 宿泊研修で食事などの身の回り の世話をし て頂いたのが、 教育植物園の林園長さ んでし た。  

　 辛い訓練で疲れて宿舎に戻って来ての食事は、 時には冷たかっ たり 、 おかずは質素でし たが具沢山の豚汁など汁物が用意さ れて

おり 、 激し い訓練のあと に食べると 本当に美味し かっ た記憶があり ます。  

保塁岩での訓練 

　 テンマイルを明日に控えた金曜日の午後から 、 六甲山の保塁岩での訓練があり まし た。 保塁岩は六甲ケーブル六甲山上駅の西側に

位置し 、 断崖絶壁の谷を挟んで二つの大きな迫り 出し た岩場で、 ロッ ク ク ラ イ ミ ングの名所と なっている場所です。  

　 訓練は岩場と 岩場の間に水平ロープを張り 、 こ こ を何人かが連なって渡ると いう も のでし た。 も ちろん安全ネッ ト など有り ませ

ん。 全員が水平渡過の状態から 命綱を握ってぶら 下がり 「 命綱から 手を離せ！！頭を下にし て目を開けて下を見ろ ！！」 と 言われ

るのですが、 高所恐怖症の者には命綱から 手を離すこ と は出来ず、 まし て目を開けるこ と など到底無理な事で、 と う と う 力尽き た

仲間がロープの真ん中でぶら 下がっ たままと なり 「 給料いり ません。 ボーナスも いり ません。 飯も いり ません。 助けてく だい！！」

と 谷底に向かって大声で訴えていた光景が思い出さ れます。  

テンマイル走 

　 テンマイルは、 深夜３ 時に教育植物園宿舎を出発し 、 西神戸ド ラ イ ブウェ イ を六甲山頂目指し て登っていく 研修最後の訓練です。

どこ まで走るか、 どこ で体力調整をするのかは知ら せてく れない為、 体力だけでなく 精神的に追い込まれまし た。  

　 六甲山牧場で体力調整を 終えると 、 レ モンが丸ごと １ 個配ら れまし た。 いつも なら 酸っ ぱく て顔が歪みそう になるレ モン が、 喉

が渇いて口が粘ついている時に食べたも のですから 、 こ の時ばかり はレ モンがこ んなにも 甘く 感じ たこ と は有り ませんでし た。  

　 休憩後、 再び走り 出し て下山するのかと 思っ た矢先、 く るり 方向転換し 六甲山頂目指し て登って行っ た時は気持ちが切れそう にな

る思いでし た。  

　 テン マイルの途中には、 声出し の隊員に合わせて他の隊員が追いかける よ う に、 いわゆる 木霊のよ う な声を 出す事は現在も 行っ

ていると 思いますが、 訓練も 終盤にさ し かかり 、 なんく そと 言う 思いを込めて、 ある 隊員が「 我ら 」 、 「 元気」 、 「 教官」 、 「 バ

テた！！」 と 声出し をし たため、 教官の怒り を買い、 体力調整をさ せら れた挙げ句に、 元来た道を戻る羽目になり まし た。  

　 のどの渇き を 癒すため小川に倒れ込み水を 飲み、 膝を 痛めていた者に肩を 貸して走り 、 走れなく なっ た者を ロ ープで引っ 張り 、

担架に乗せて走っ たり と 、 全員が必ず最後まで完走する んだと 叱咤激励さ れまし た。 訓練当初から 両膝を 痛めていた隊員は、 激痛

に涙を 流し 、 足を 引き 摺り ながら も 、 全員が一人も 脱落する こ と 無く 、 各消防署長や幹部、 林園長が待つ宿舎前に感動のゴールを

し まし た。  

総合訓練 

　 テン マイルが終了し 訓練の総仕上げと して、 兵庫区荒田町荒田高層住宅において総合訓練を 披露し まし た。 水平担架救出や座席

降下、 斜めロ ープによ る 登はんや斜降脱出。 私は９ 階から 子豚搬送（ 人間を 背負っての降下） によ る 救助を 行いまし た。 訓練中、

眼下には大勢の通行中の市民が足を止めて訓練を見ていた光景が目に浮かびます。  

２ 回目の救助課程 

　 昭和51年４ 月、 希望がかなって灘消防署に異動と なり 専任救助隊の補助隊員と なり まし た。 し かし 、 ５ 月に入って間も なく 、 救

助係よ り ５ 月17日から ６ 月５ 日までの第９ 期救助課程に教官と して参加する よ う にと 言われまし た。 当然、 救助係には補助隊員で

何も 出来ませんと お断り を し たのですが、 帰って来た言葉が「 教官と は仮の名で、 も う 一度鍛え直すから 、 生徒と 同じ かそれ以上

のこ と を やれ」 と 言われ、 第８ 期から 私を 含め３ 名が教官と して参加し まし た。 私の経歴表の研修欄には２ 段に救助課程と 記載さ

れていまし た。  

終わり に 

　 救助課程はロ ープワーク を 始めと する 、 あら ゆる 救助技術の習得は元よ り 、 体力の限界においても 任務を 完全に遂行する 為の体

力・ 気力・ 忍耐力・ 不撓不屈の精神を養う 訓練であり 、 こ れら は陸上自衛隊富士学校から 受け継いでいる レ ン ジャ ーの精神の様に

思いまし た。  

　 私が17年間、 救助隊に携わってこ れたのは、 救助課程で徹底的に指導を 受け、 授かっ たレ ン ジャ ー精神があってこ そと 感謝し て

おり ます。  

　 こ れから も 、 こ の精神を 引き 継いで行って頂き 、 神戸市消防局消防救助隊の益々の発展を 祈念申し 上げますと と も に、 救助隊発

足50周年記念のお祝いの言葉と さ せて頂きます。  

　  



救助課程選考会

神戸市消防局の救助課程は、 誰も が受講できるわけではなく 、

救助課程選考会で、 定めら れた基準（ 実技と 学科） 以上の成績

を 残し 、 所属内で上位の成績を 残さ なければ、 救助課程を 受講

する こ と ができ ません。 ８ 月中旬のまだまだ暑い夏の日に、 救

助隊を 目指す、 熱き 男たちの挑戦が繰り 広げら れます。 　 救助課程事前選考会突破の基準 

　  

　 筆記試験（ 5 0 点） ・ 体力試験（ 1 0 0 点） 合計

1 5 0点中、 90 点を選考基準と しています。  

　 各所属は基準を満たし た者の中から 所属事情に

応じ て入校生を決定するこ と になり ます。 選考基

準点を満たし ていないも のは、 所属判断でも 救助

課程を受講するこ と はでき ません。  

　 神戸市救助隊発足5 0 周年と なる平成3 0年度救助

課程事前選考会受講者は総勢5 3 名で、 入校資格者

は34 名と なり まし た。

筆記試験の内容 

　 出題範囲 

　 神戸市消防局救助規程・ 救助指針・ 訓練実施要綱・ 小隊活動基準・ 消防救助操法の基準など　  

筆記試験の様子

オリ エンテーショ ンの様子

　 学校教官から 選考会に際して

の諸注意等があり ます。  

　 学生は、 筆記試験後の体力試

験に備えてト レ ーニン グウェ ア

で受講し ています。

　 救助隊員と し て必要な知識につい

て筆記試験が実施さ れます。 　  

　 こ の筆記試験が取り 入れら れたの

は、 平成28年度の選考会からです。

平成3 0 年度救助課程事前選考会受講生の筆記試験成績 

　 最高成績　 4 5 点　 （ 総合成績３ 位）  

　 総合成績１ 位の受講者は筆記試験で4 2 点、 ２ 位は4 1 点の成績を おさ めているよ う に、 救助隊は体力だけあっ ても  

なれません。 また逆に筆記試験で4 3 点を 得ても 入校資格がない者も おり 、 バラ ンスが問われています。

Not defeated



体力試験の内容 

　 種目内容 

　 現在は3 0 0 0 ｍ走・ 上体起こ し ・ 腕立て伏せ・ 反復横飛び・ 懸垂と なっています。 平成2 6 年度以前は７ ｍ登はん

や握力測定、 短距離走なども 実施種目にあり まし た。

　 平成3 0 年度救助課程事前選考会受講生の試験成績 

　 最高成績　 9 3 点　 （ 総合成績１ 位）  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 各種目の最高記録は以下のと おり

腕立て伏せ 

計時員の笛の合図で２ 秒に1 回、 腕立

て伏せを 実施し ます。 床の高さ 約1 0

セン チに置いている スポン ジに顎が

触れる ま で腕を 曲げ、 元の姿勢に戻

る動作を繰り 返し ます。  

『 平成3 0 年度実施最高得点』  

最高得点2 0 点　  

最高回数1 5 0 回（ 1 5 0 回上限） 　

上体起こ し  

実施者は開始の合図で、 両肘が両膝に

触れる ま で 上体を 起こ し 、 再び背中が

マッ ト に触れる まで倒し ます。 3 0 秒間

実施し 、 1 0 秒後に再度3 0 秒間実施、 そ

の合計を競います。  

『 平成3 0 年度実施最高得点』  

最高得点2 0 点　  

最高回数8 9 回　

反復横飛び 

サイ ド ステッ プで中央ラ イ ン と サイ

ド ラ イ ンを繰り 返し 往復し ます。 2 0

秒間でラ イ ンを 越すか、 踏むかの回

数を競います。  

『 平成3 0 年度実施最高得点』  

最高得点2 0 点　  

最高回数6 9 回　
懸垂 

計時員の笛の合図で３ 秒に１ 回

実施し ます。 鉄棒にぶら 下がり 、

鉄棒よ り 顎が上に出た回数を 計

測し ます。  

『 平成3 0 年度実施最高得点』  

最高得点2 0 点　  

最高回数3 0 回（ 3 0 回上限） 　

3 0 0 0 ｍ走 

2 0 0 ｍト ラ ッ ク を 1 5 周走り 、 その時

間を測定し ます。  

『 平成3 0 年度実施最高得点』  

最高得点2 0 点　  

最高タ イム　 1 0 分2 1 秒



　 救助課程では、 通常点検の代わり に救助員点検を 行います。 「 服装の乱

れは心の乱れ」 、 体調確認に始まり 、 活動服のし わ、 汚れ、 手袋の破れが

ないか、 特殊作業靴を ピ カ ピ カ に磨いているか、 時には爪のチェ ッ ク 、 カ

ラ ビナの手入れ、 頭の先から つま先まで、 入念な点検を 実施し ます。  

　 指摘箇所１ 箇所につき 腕立て伏せ10回、 「 よし 」 と 大き な声で呼称し 行

います。 部隊活動を 基本と する 救助課程では、 一人でも 指摘箇所があれば

全員で腕立て伏せを 行います。 朝の点検から 腕立て３ ０ ０ 回！こ れが毎朝

の始まり です。  
　 不思議なこ と に、 なぜか、 救助課程終了まで、 指摘箇所が無く なる こ と

はあり ません。

救助員点検

心
を
整
え
る

連帯責任



準備
万端



R ope w or k ・ 救助操法

　 セーラ ー渡過は、 水兵が用いると こ ろ から こ の名で呼ば

れ、 こ の渡過方法はロープの下方が見えるため、 高所に対

する恐怖心が伴いますが、 熟達すれば軽量の物を携行する

こ と も 可能です。

　 モンキー渡過は、 渡過すると きの格好が猿に似ていると こ

ろから こ の名が付き まし た。 こ の渡過方法は上を見ながら 渡

るため、 高さ に対する恐怖心を緩和するこ と ができますが、

腕力と 腹筋力を必要と し ます。

　 上部より 垂れ下がっ た懸垂ロープを片足も し く は両足に巻

きつけ、 登はん者と 補助者が協力し て登はんする方法です。

　 オースト リ アのチロル地方の人が、 谷等に渡し たロープ

を渡ると き に使っ たと こ ろ から こ の名が付き まし た。 比較

的体力を使わずに渡過するこ と ができ、 かつ、 スピーディ ー

に渡過するこ と ができ ます。  

斜めに展張し たロープを、 モンキー渡過の要領で登はんし ます. 

セーラ ー渡過

モンキー渡過

フ ッ ト ロッ ク 登はん

モンキー登はん

チロリ アン渡過



　 ３ 連はし ごをク レーンと し て利用し 、 滑車を用い、 容易

にかつ安全、 確実に救出する方法です。

はし ご救助ク レーン操法

　 検索救助操法は火災現場における基本的な検索方法です。

　 火災等で高所にいる要救助者を、 3 連はし ごと ロープを使

い、 迅速に救出する方法です。

はし ご水平救助は、 担架に乗せた要救助者を、 水平状態に保っ たまま救助でき る方法で、 高所から 安全に救助ができ ます。

　 地下タ ンク 等出入り 口が狭い立て坑内で発生し た事故の救助方法です。

検索救助操法

立て坑救助操法
応急はし ご救助操法

はし ご水平救助操法２ 法
はし ご水平救助操法１ 法



　 救助課程最終日には、 テンマイルと いう 過酷な訓練が待ち構えています。

真夜中の午前２ 時頃、 摩耶山掬星台を スタ ート し 、 消防学校までの約3 0

㎞、 全員で声を掛け合い、 全員で走破し ます。

Tenmile

掬星台から 神戸の夜景に誓います。  

神戸の街を、 神戸市民の安全を、 救助隊員と なっ て守るこ と を。

途中、 六甲山牧場、 森林植物園、

再度山大龍寺、 大野社グラ ンド

等で、 数回の体力調整を実施し

ます。



５ ０ 年の歳月を重ね、  

苦し い先にも 、 待つ神戸の「 今」 がある。  
昭和４ １ 年から 始まっ たこ の救助課程ではある

が変わらず続く 、 こ の正念場… 

言いかえれば、 神戸市の救助隊員は全員、 こ の

Tenmileを経験している。  

　 救助課程受講者全員が救助隊になるわけでは

ないが、 こ の時はみんなが歯を食いし ばり 、 神

戸の未来を背負う 覚悟を決める。  

　 Tenmileと は、 神戸市消防局救助隊の

礎であり 、 宝なのである。

　 救助課程のテンマイ ル走は過酷でし たが、 救助隊と し ての気概を 身につける ために必要な訓練だと 思います。 時代と 共に変化する も のも あり ま

すが、 良い伝統は残し 、 後世に伝えていく 必要がある と 思います。 救助隊発足50年、 さ ら なる 発展を 願っています。
岸野克也（ 33才）



Tenmileの締めく く り は、 最後の救助員点検です。

訓練学生、 指導員、 全員が手袋を外し 、

　 　 　 　 　 　 　 指導員から 学生たちに労いの言葉と と も に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 熱い握手が交わさ れます。

経歴 
平成1 7 年　 救助課程卒業（ 第3 4 期生）  

平成1 9 年　 第１ 方面専任救助隊に配属 

平成2 0 年　 第５ 方面専任救助隊に異動 

平成2 5 年　 第４ 方面専任救助隊に異動 

平成2 6 年　 消防司令補昇任　 救助隊長に選任さ れる 

平成2 9 年　 消防大学校　 救助科卒業 

　 　  同年　 市民防災総合センタ ー教育係に配属 

当時の気持ちを振り 返って

　 Tenmi leを走り 切っ た後、 体はボロボロ、 喉はガラ ガラ ・ ・ ・ 同期全員がた

だ涙を流し て指導員の方々と 強く 握手し たのを覚えています。  
　 私にと って専任救助隊は憧れであると 同時にスタ ート でも あり まし た。 こ の

時改めて、 必ず専任救助隊になり 、 一人でも 多く の方を 災害から 守る こ と を

誓い、 次は私がこ の想いを後輩に伝えら れる隊員になるのだと 決意し まし た。

経歴 
平成2 4 年　 救助課程卒業（ 第3 9 期生）  

平成2 5 年　 北神消防救助隊に配属 

平成2 9 年　 第１ 方面専任救助隊に配属 

　 　  

　 第１ 方面専任救助隊の高松です。 私は救助課程最終日の握手で達成感

と 疲労で涙が出たのを 覚えています。 それと 同時に救助隊の先輩方から

何かを託さ れたよ う な感覚も あり 、 わずか数秒の握手ですが、 お互いの

想いが詰まっ た温かく 、 重たい握手でし た。  
　 専任救助隊と なり 未来の救助隊員へ託す側と なっ た今は、 『 救助の世

界へこ いよ』 と いう 想いを込めて握手するよう にし ています。

伊関将司　 消防司令補

高松弘毅　 消防士長 



長田消防署消防第２ 係専任救助隊 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 消防士長　 野田　 航一　  

　 私は平成30年4月に専任救助隊になり まし た。 神戸市消防局の内定が決まる 前から 救助隊への憧れが

あり 、 平成26年に神戸市消防局に入局し てから ずっ と 目指し てき まし た。 救助隊員は自分に厳し く 、 一

瞬の隙も 見せない仕事人と いう 印象があり 、 そんな職人のよう な男ら し さ に強い憧れがあり まし た。 そ

し て憧れである救助隊員になるための登竜門である救助課程を 受講し 、 ますます救助隊員になり たいと

いう 思いが強く なり まし た。  

　 神戸市では専任救助隊になるためには救助課程と いう 研修を受講し なければなり ません。  

　 そこ では救助隊に必要な知識や技術はも ちろ んのこ と 、 強靭な体力、 不屈の精神力も 養われます。 専

科研修の中でも 1番過酷な研修で、 自分の限界まで追い込まれます。 なぜなら いかなる状況においても 、

人命救助と いう 任務を 遂行さ せる必要があるから です。 私は平成28年にこ の研修を 受講し 、 こ れまでの

人生の中で1番がむし ゃ ら になっ て自分の限界に挑戦し た期間でし た。 こ の研修を 終えた後の達成感や

学生の一体感は、 私の宝物と なり まし た。 こ の先の消防人生においても 記憶から 消えるこ と はあり ませ

んし 、 こ れを糧にどんなこ と があろう と 乗り 越えら れる自信がつき まし た。 またこ の研修の指導に当たっ

た専任救助隊の方々は、 私にはと ても 眩し く 見え、 厳し さ の中に愛情があり 、 いつか私も こ んな救助隊

になり たいと 思いまし た。  

　 念願の救助隊と なり 、 今は上司の背中を見ながら 日々勉強に励む一方、 後輩の指導に当たっ ています。

救助課程でお世話になっ た方々の指導方法を 思い出し 指導し ていますが、 私の伝えたいこ と が伝わっ て

いる か、 伝え方に問題はないかなどを 考え、 指導する こ と の難し さ を 実感し ています。 し かし 復習する

こ と で新たな気付き があり 、 私自身勉強になる ため、 やり 甲斐を 感じ ています。 また指導と 平行して救

助隊員と し てのスキルアッ プのため、 新規潜水隊員養成研修や特殊災害課程などの専科研修を 受講し 、

一人前の救助隊員への道を 突き 進んでいます。  

　 最後に救助隊発足50周年を向かえ、 私はこ れまでの災害で得た教訓や先輩方が培ってき た知識、 技術

を 受け継ぎ、 次の世代へ伝承していき たいと 思います。 また憧れであっ た歴史ある 専任救助隊と なっ た

ので、 責任感を持ち先輩方に恥じ ぬよう 人命救助と いう 使命を全う し たいと 思います。 いつか眩し く 見

ら れるよう に、 愛情のある救助隊員を目指し てこ れから の消防人生を歩んでいき たいと 思います。  

第42期救助課程修了者

新人隊員の抱負



テキスト を入力し てく ださ い

第１ 期S4 1 .1 2 .４ ～1 2 .1 1  

小野亙、 掛井貞男、 黒木勝美、 高橋邦彦、 高橋日出男、 友定毅、 中尾清和、 山下高弘、 横谷忠、 野辺貞夫　 　 (1 0 名)自衛隊富士学校 

第２ 期S4 2 .1 0 .2 2 ～1 0 .2 9  
朝熊一義、 岡本茂樹、 正方常夫、 関重徳、 竹内知一、 新田正孝、 野村一夫、  福井啓剛、 藤本貞夫、 本折雅昭　 　 (1 0 名)自衛隊富士学校 

第３ 期S43.11.3～11.9
岩橋三吉、 太田宝広、 川上慶典、 久保田勝馬、 中部裕、 森本幸信　 　 (６ 名)自衛隊富士学校 

第４ 期S44.11.10～11.23
太田和男、 久保蒔夫、 芝田逸美、 新免経由、 二杉徳和、 野辺三郎、 八村弘、 福島増男、 森本正臣、 山崎芳春、 山田悠三、 山中邦雄、 渡辺勤　 　 (1 3 名)市教育植物園 

第５ 期S46.12.8～12.18
秋国忠則、 大笹滋、 亀井實、 蔵元一己、 下浦正士、 糺常寛、 鳥井悟、 橋本悟、 村岡好雄、 藤原厚司　 　 (1 0 名)自衛隊福知山 

第６ 期S47.9.19～9.30
赤沢保、 浅利修二、 池田善泰、 太田有一、 岡久、 岡野永久、 熊野修充、 重野昌巳、 芝地茂男、 戸田真陽、 坊池正、 前益幸、 溝端康浩、 森本健治　 　 (1 4 名)自衛隊伊丹 

第７ 期S48.11.16～12.1
丹下哲夫、 谷口清正、 伊関薫、 井上健一、 佐藤浩一、 芝田貴邦、 高馬清三、 東末敏宏、 戸田明、 中川賢一、 西垣内勝、 藤井和幸、 藤田準一、 三宅康美、 宮本正嗣、 山田峰男、 横垣内勝巳　  

　 (1 7 名)神戸市消防学校 

第８ 期S49.11.15～11.30
永吉哲也、 新川茂樹、 豊福武夫、 片平久喜、 福居清、 清水昌利、 重野功人、 栗林利樹、 藤田昌宏、 近藤正一、 池本周一、 田中茂廣、 竹之中貞二、 坂元香、 満尾勝徳、 井上行央、 吉川洋三、 飯塚均、 東嶋司、

寺口晴喜、 末吉秀喜、 前田親　 　 (2 2 名)神戸市消防学校 

第９ 期S51.5.17～6.5
源水英正、 清水一正、 幸山司、 富田正隆、 明石幸三、 塚原康則、 寺谷等、 山田雄一、 久次善信、  千種文夫、 上村季広、 井上雅文、 森口和樹、 林正徳、 石本種八、 勝山繁樹、 大森隆、 上橋正和、 織野広幸、

長野一郎、 麻生秀利　 　 (2 1 名)神戸市消防学校 

第10期S53.2.20～3.4
北代泰光、 山本雅夫、 立垣康夫、 清政勝司、 植松健至、 橘田昭、 初世敏春、 仲田嘉典、 山下一彦、 奥橋政輝、 永野安信、 堀江健一、 合志知男、 湯川卓郎、 長岡和仁、 植田耕治郎、 加藤貞美、 青木一正、  

谷口弘幸　 　 (1 9 名)神戸市消防学校 

第11期S54.3.12～3.24
池田豊秋、 稲岡信吾、 奥田和義、 北山昇吾、 岡本吉永、 岡本智、 藤原信行、 原見洋三、 武田栄造、 藤原義弘、 中西義次、 坂下靖司、 芦田英明、 鳥居義和、 大薮正人、 内山敦司、 谷本光生、 桂敏美、  

桜木勝利、 黒田誠　 　 (2 0 名)神戸市消防学校 

第12期S55.2.18～3.1
瀧尾浩一、 大杉猛、 樽一弘、 池田潤、 片平幸喜、 津田貢、 川西静夫、 牧野勲、 中谷明美、 橋本好明、 塩田昇、 長谷幸雄、 富永久雄、 辻本孝雄、 檜垣博敏、 鷲野豊広、 橋本富士夫、 時本修、 木村敏博、  

久戸章義、 脇田裕之、 原田良弘、 大島雅幸、 足立文磨、 足立三佐雄、 藤原兼人　 (2 6 名)神戸市消防学校 

第13期S56.2.16～2.28
武内年生、 高田恭男、 髙田義治、 山本宏、 中本也寸志、 住友進、 朝比奈寛、 山本雅寛、 藤岡昭浩、 坂本恵二、 吉岡英樹、  篠田和宏、 甲斐康之、 新谷孝、 青山実、 櫨山大二郎、 近藤公成、 吉本孝宏、  

清水康弘、 川竹弘之、 長野敏也　 (2 1 名)神戸市消防学校 

第14期S57.2.22～3.6
春日和隆、 山田敦司、 名間健治、 坂上忠司、 大西和哉、 大橋達、 日浦二一、  松浦哲男、 高原進、 本岡克弘、 中川均、 藤森栄二、 井上哲男、 松谷安洋、 秋永定利、 吉岡義正、 上山良介、 谷口和幸、  

田中敏久、 藤本利明、 小林浩太郎、 笹谷信之、 山本周作　 (2 3 名)神戸市消防学校

神戸市消防局救助課程修了者 



第15期S57.12.6～12.18
小川巨隆、 前田光明、 東洋昭、 新免勇人、 原田嘉之、 八代谷徹、 黒田義和、 小林秀蔵、 塚川正彦、 藤原幸人、 山中啓嗣、 加苅克久、 東田和雄、 田中利一、 池田秀樹、 肥田孝昭、 岩田浩明、 藤本哲正、 橋本伸一、 足立修、 藤尾晃一、

中田秀泰、 中村隆男、 藤川美博、 時本和志、 角金勝彦、 北村滋朗、 小松正幸、 浜窪健一、 山地卓　 (30名)神戸市消防学校

第16期S58.12.5～12.17
小谷高士、 石田秀欣、 萩原裕士、 黒川勝、 前北忠志、 加治屋博志、 足立浩司、 吉田克己、 清水宏志、 岡部喜久男、 薮内生也、 山村雅彦、 菅原務、 松蔭智洋、 小松原恒蔵、 岩佐敏行、 河本幸舟、 田中廣一、  

鈴木英樹、 神藤一郎、 久米潔、 田路雅幸、 尾崎武彦、 山口桂司、 草壁伸雄、 藤盛頼幸、 坂本龍二、 猪野敏、 川崎祥志　 (29名)神戸市消防学校    

               　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

第17期S59.11.5～11.17
酒井信彦、 千葉章雄、 濱家雅之、 角田浩二、 浦瀬成久、 岸本任、 青木宏行、 橘田達広、 吉野忠、 岡孝夫、 藤田光一郎、 岩井一尊、 濱田宗徳、 村上覚、 駒坂茂三、 前田徹、 加藤泰一、 坂田正人、 寺坂浩、  

小畑勝己、 足立真一、 習田慎三、 中嶋利久、 岸本新一、 藤本康人、 長井慶喜、 伊藤忠明、 岸本喜朗、 吉谷卓治、 吉谷洋司、 徳岡恒夫、 八百川寿水、 岡村義人　 (33名)神戸市消防学校  

第18期S60.11.1～11.16
岡田幸宏、 下園英樹、 西田隆行、 福居敏夫、 八尾和彦、 藤原正幸、 森本耕市、 柴田誠二、 森岡良喜、 髙村憲生、 石井孝之、 堀祥之、 橘和臣、 奥村芳彦、 田中裕二、 城本壮一、 鷲尾敏治、 森繁樹、 小原靖彦、  

田中昌信、 大島誠道、 植田達也、 藤原博徳、 藤原正勝、 中古谷康彦、 中嶋昭、 松本正俊、 太田正明、 宮本正之、 神岡俊輔、 冨永誠也、 宮原礼二、 永野剛、  中田英詞、 森本博　 (35名)神戸市消防学校  

第19期S61.11.10～11.22
尾野俊介、 井上修、 土本一之、 鈴木伸二、 渡海正則、 田中進、 芝田賀弘、 佐藤茂樹、 平井秀樹、 原田志朗、 實井誠治、 田内健作、 藤田哲哉、 岡田敏幸、 木下功、 新元治、 吉田一志、 浅野智文、 福本泰三、  

久保裕司、 高村浩二、 椿野智昭、 神吉通生、 岩井司、 牛尾勝利、 尾崎浩司、 岩本満幸、 藤本建治、 小谷満輝男、 広瀬康二、 片岡数一(31名)神戸市消防学校  

第20期S62.11.9～11.21
志井秀樹、 松下利宗、 成田正道、 田中由人、 古市嗣夫、 井上周二、  橋克治、 波方宏彰、 今村明、 井上正晴、 陰山修治、 熊田晃久、 藤原美義、 野々村芳宏、 正井潔、 西村康男、 辻正、 繁田伸一、 佐藤義明、  

藤本博、 北山俊一、 谷口忠弘、 馬場喜己、 角金勝彦、 高井明、 藤原俊平、 久保井理貴、 岩瀬澄男、 松村道博、 高井祐介　 (30名)神戸市消防学校  

第21期S63.11.7～11.19
木元一昭、 来徹男、 中田充武、 貫井篤、 城月徹、 村上正人、 喜多浩二郎、 西村正利、 水野厚、 土井隆、 赤迫啓至、 田村公宏、 川井清弘、 大島勲夫、 早原賢治、 山端康人、 藤原浩之、 永井裕、 星野誠治、  

藤田広樹、 小川雄二、 奥山英世、 掃部康久、 栗岡耕治、 北藤義彦、 河戸英昭、 森常伸二、 石川博文、 佐田昇士、 片田浩　 (30名)神戸市消防学校

第22期H1.11.6～11.18
橋本邦彦、 川上喜太郎、 石原裕士、 三浦信次、 石井敬一郎、 中原力、 浅井薫、 鶴田省二、 長榮哲哉、 藤田浩一、 大槻幸蔵、 橋本隆史、 高橋信人、 土居重政、 木村博信、 乾正延、 松尾健史、 田口和史、 高原丈治、

山中賀彦、 大槻忠義、 梅田勇城、 福島和久、 和久井正人、  岡本輝靖、 内田斉、 石川裕次、 原信仁、 堀川明彦、 秋吉卓、 西村安織、 木村信介　 (32名)神戸市消防学校

第23期H2.11.5～11.30
森本崇、 山本雅章、 森下雅之、 谷川信一、 藤井圭介、 池口禎啓、 中村繁孝、 丸木和也、 林田弘嗣、 平田正好、 生船憲司、 浅野永治、 後藤宣宏、 生田恵士、   星山博臣、 花山昇、 恩澤康次、 廣田光彦、 落合恒夫、

塩田良夫、 石田功幸、 福田琢延、 高瀬耕次、 森脇浩、 西垣浩次、 中川裕文、 西谷朋巳、 増永高次、 松本晃一　 (29名)神戸市消防学校

第24期H3.11.5~11.30
香西義隆、 高橋智、 高田尚義、 東泰宏、 木村一郎、 関根英司、 金谷謙児、 和田章夫、 芝田真二、 薮内勇、 先間幸博、 向井良、 小林浩明、 中垣政彦、 鈴木崇正、 田尾知弘、 松井司、 花谷好人、 田上英樹、  

宮下英夫、 大西広光、 上村和裕、 宮本有希雄、 西川宜孝　 (24名)神戸市消防学校  

第25期H4.11.9~12.5
永石俊弘、 井上登彦、 一宮和宏、 安部吉師、 菊池晃司、 伊藤力、 柴原裕明、 二見広一、 藤本武久、 田渕信久、 新田幸司、 戸田太、 廣田尚史、 住野圭司、  由良哲朗、 上間義宏、 増田勝巳、 富永雄一、 宮野哲也、

杉本和久、 金野利彦、 森田満、 足立暁史、 西村隆三、 藤本世志起、 猪野哲男、 北村嘉健、 山本篤史、 藤山修一　 (29名)神戸市消防学校  

第26期H6.10.11~11.4
酒井広児、 知野見和之、 寺神貞憲、 柗本英樹、 小西芳史、 中垣伸弥、 村上圭、 田口裕史、 飯田明、 脇田聖治、 長谷川博基、 柏原隆志、 有田達洋、 横山悟、 小林啓治、 坊古居良友、 片岡伸太郎、 古市泰士、  

岡本晃始、 藤本浩司、 宮中智弘、 板敷昇、 玉林宏、 加茂仁、  柳生陽一、 羽渕考策、 今井照郎、 市原英和　 (28名)神戸市消防学校  

第27期H8.11.19~12.13
松末人、 中西健次、 南兵衛、 物袋和裕、 佐藤孝、 山本大二郎、 益岡爵圭、 川井寛司、 松本貴士、 宮村利幸、 石﨑親一、 川辺晃生、 柏原剛、 加藤貴之、 梶原一馬、 炭谷泰弘、   菅原聖次、 飯田淳、 末澤泰裕、  

西川建治、 山本一利、 矢野孔明、 山下敬之、 北川忠、  佐藤繁、 正垣哲、 安達孝、 宮地孝正、 片岡和仁、 西村勝光、 小谷伸行、 北尾大介、 赤藤繁、  美濃部敏雄、 日比野望　 (34名)神戸市消防学校 

第28期H10.10.1.23~3.13
宮越清貴、 小林鋭二、 足立学、 脇坂和明、 岡本武士、 桐野伸隆、 羽淵隆則、 藤田房幹、 土屋貴志、 下元俊二、 安部浩二、 宮慶真義、 前田征啓、 金子雅人、 梅林龍治、 栗林延功、 三浦直樹、 栄永賢吾、 松田和丈、

厚貴則、 鈴木雅未、 森下建治、 今村竜一、 吉岡利征、 垣田哲秀、 藤本博年、 藤賀裕之、 岸本敦司、 小山貴規、 藤下英二、 和田清秀　 (31名)神戸市消防学校

第29期H11.3.1~3.19
森田拓志、 松村泰程、 結城康之、 松原賢司、 車力勇、 笹倉隆史、 山本秀樹、 山中裕司、 知野見明生、 香西辰哉、 中川明法、 泉川浩、 鈴木三郎、 森俊介、 徳力英治、 高津充雄、 青山浩二、 竹田充、 河合龍治、  

西田貴幸、 今村謙次、 萬代恭紀、 北崎宏行、 伊藤彰男、 村井慎二朗、 田中睦之、 藤原康知、 野村尚史、 田中孝明、 島田剛幸、 和田将志　 (31名)神戸市消防学校

第30期H11.11.24~12.14
牧山勉、 田中薫、 広内実、 立脇龍也、 飯田隆彦、 小松康範、 岡村聡、 岡野篤、 杉山睦、 下條純、 立石信行、 山西洋志、 森下祐司、 村瀬元一、 三枝正平、 廣町則行、 橋本寛記、  八澤直之、 吉村量太、 片山慶明、

大田欽崇、 日笠山樹、 藤永英郎、 奥田章裕、 菅野修二、 藤原潤　 (26名)神戸市消防学校 



第31期H12.11.27~12.15
田中洋、 堤和也、 森仁志、 山本千昭、 太田貴志、 山本鉄也、 窪田政夫、 増田隆志、 西村紘一、 佐々木裕道、 南智明、 岩下勝、 水門浩一、 谷本成範、 菊間貴光、 上龍三、 後藤宣徳、 伊藤公一、 今中憲弘、  

田中幹人、 川北敏寛、 田中裕臣、 安達英之、 山本和孝、 平尾貢、 大原忍、 松本慎一、 加形暢浩　 (27名)神戸市消防学校

第32期H14.11.11~11.29
薄波哲也、 真野信之介、 姫嶋康文、 髙橋智宏、 田辺剛、 山口雅之、 前田征治、 安部亮平、 上原拓真、 泉辰朗、 澁谷佳彦、 小林正幸、 藤井香介、 北濱雄一、 西山健太郎、 野村哲也、 三家靖啓、 貝澤大介、  

鎌田智之、 糸長直樹、 圓尾隆晴、 野中伸一郎、 石丸祐介、 伊藤公一、 青島隆也、 藤井隆人、 山根丈範、 北野欽也、 長濱央治、 藤原佑也、 福田大輔、 河野勝則、 清水浩次、 大久保雅章　 (34名)神戸市消防学校

第33期H15.11.4~11.21
東亨、 赤松宏章、 福井淳、 西川大輔、 前田智義、 藤原昌也、 大津暢人、 北川貴之、 長渡昭虎、 木下浩史、 野田明、 住吉樹、 菊池悠、 勝地聡、 杉山裕一、 釡江和孝、 大森和宏、 永井康道、 國本哲、 竹田了平、  

江川正和、 松原励史、 古賀隆之、 岸本敏和、 小嶋康生、 高見和雅、 丸谷聡、 千代延浩史、 多田善宏、 鈴鹿幸雄、 羽渕光太郎、 玉谷伸一、 竹本勇二　 (33名)神戸市消防学校

第34期H17.10.11~10.28
塩谷俊行、 福西信介、 樋掛靖佳、 足立崇也、 髙見洋輔、 松本隆年、 竹中邦明、 阿部徹、 作田健、 宮本佳一、 村上大輔、 曽根拓磨、 前川伸、 木船優治、 濱野勝一、 松上倫也、 伊関将司、 前田邦夫、 山本武志、  

鍋島浩紀、 花房聖史、 神野晃利、 長谷雅之、 鹿島周平、 田中和宏、 入田優、 川田英靖、 福原祐、 岩國健太、 田中健吾、 神宮司直也、 玉置修作、 藤岡久人　 (33名)神戸市消防学校

第35期H18.10.10~10.27
石丸亮介、 神手大輔、 奈島武弘、 井上大輔、 西川忠伸、 坂本遼、 中川祐樹、 与那原基樹、 乾翔太朗、 伊東貴司、 古川誠、 正壽源太、 塚本智尋、 林英二、 梅崎直樹、 八木貴裕、 三宅亘、 敦見宗弘、 藤原亮太、  

速水力、 中間悠介、 松尾優、 隅田和臣　 (23名)神戸市消防学校

第36期H20.10.6~10.26
前川央志、 金澤勇太、 坊真吾、 長瀬享、 木﨑義紘、 梅木裕史、 濵田隆志、 木本貴彦、 松下謙一、 上辻和也、 中田考次、 齊藤真也、 山本修、 高松由、 中島彰則、 中島康夫、 酒井大輔、 中坪俊仁、 赤松知明、  

柿木和哉、 明石一弥、 安部俊樹、 山本忠昭、 村松匠、 松栄陽介、 横山貴幸、 糺徳雄、 藤原圭一、 中澤寛之、 長澤一平、 芳澤輝雄、 髙木敬一郎、 松原宏樹、 加賀山達也、 谷敏行、 島﨑武雄、 久保田晋輔、  

石橋雅美、 武内慎太郎、 川順吉　 (40名)神戸市消防学校

第37期H21.10.13~10.30
中井靖之、 山本利彦、 和知大祐、 三木博文、 津坂大輔、 道本英樹、 山口正瑛、 辻岳史、 河島弘和、 松岡恭輔、 増田拓、 田路大祐、 手塚寛、 深尾剛之、 谷奥大地、 四方宏佑、 山中亮人、 森将剛、 櫻井辰悠、  

松井謙佑、 下河祐介、 行天隆郎、 蔵元良平、 上野耕輔、 横山元樹、 古川哲也、 吉田真悟、 山本和揮、 守谷圭太、 村上拓也、 谷池史章、 中村衆、 多鹿公哉、 藤原敬太、 杉本拓磨、 勝庸一、 池田雅孝、 岩倉徹、  

東憲太郎　 (39名)神戸市消防学校

第38期H23.10.11~10.28
川村翔太、 坂本匡司、 中矢健、 庄司一貴、 藤原広樹、 前田拓也、 中林謹介、 石川森一、 河野裕、 芳賀佳祐、 木村賢太、 千葉伸一、 島﨑淳之介、 梅垣行輔、 三宅雄太、 瀧井智雄、 難波良行、 石丸大地、 道永直生、

吉田大輝、 大橋美徳、 有永亮太、 高橋良尚、 松永寛志、 竹中裕貴、 中野正也、 山本亮平、 塚島隼人、 山田俊介、 青山大祐、 橘知哉、 角野公彦、 井上純一　 (33名)神戸市消防学校

第39期H24.11.5~11.22
河内乾吾、 今後智、 楠瀬純矢、 岩本穂、 清水翔太、 田中裕樹、 高尾敏、 南浦将樹、 菅貴洋、 今駒省吾、 花瀬智也、 藤本章平、 三木悠平、 馬田健太郎、 政田達彦、 諏訪慧介、 高松弘毅、 河野多加志、 片桐伸太郎、

石井由真、 前田陽太、 橋本淳一、 井上晶雄、 井川翔太、 塚川祐基、 冨田有晴、 西川築、 﨑久保洋太、 石橋隆、 宮本宗宜、 礒野信二、 西海文洋、 工藤康裕、 迫田浩輝、 城内秀斗、 高井勝平　 (36名)神戸市消防

学校

第40期H25.11.11~11.29
池内聡、 岸野克也、 中尾侑希、 吉田智貴、 片岡洋、 杉尾友樹、 谷本佑太、 上田貴文、 新井康裕、 藤本竜介、 尾﨑洋平、 石見崇典、 草嶋伸也、 黒田賢広、 森野修平、 中岡睦、 前川北斗、 森井郁也、 内山萱人、  

福井宣彦、 西原隆史、 吉田真生、 阿部陽佑、 佐藤寛之、 塩田竜佑、 吉中直哉、 中筋広樹、 伊保恒毅、 中野祐介、 上月佑介、 小西侑祐　 (31名)神戸市消防学校

第41期H27.11.9~11.27
藤田隼平、 西別府穣、 乾青夏、 佐成侑亮、 岡田顕太、 藤原宏輔、 石井司、 木村直人、 中村晴紀、 田中嗣人、 茅野拓史、 今津初夫、 松原迪哉、 江本陽祐、 井上竣介、 津田裕貴、 小川拳、 塩本智之、 上田樹、  

小野史樹、 藤原康成、 山本達馬、 秋山健、 平松昌基、 塩谷拓馬、 小西洋輔、 石黒大佑、 納冨力、 中田大祐、 大西純平、 澁谷知紀、 井岡義成、 藤戸俊宏、 玉置利弘　 (34名)神戸市消防学校

第42期H28.11.7~11.25
山形直也、 苅谷紘行、 山田拓巳、 古川貴也、 藤原祐介、 湊雄太郎、 福井俊弥、 伊東泰宏、 志水愛、 成松大樹、 今井太一、 菅原光雄、 毎田航大、 鶴田直斗、 山本洋人、 栁瀬貴之、 前田剛宜、 杉本魁、 田口侑希、

野田航一、 藤井淳貴、 麻生誠人、 原弘樹、 栗野渉、 野口昂輝、 松下匠、 髙瀨晋太郎、 生田俊宏、 秦野生夢、 藤川航貴、 古澤健太郎、 米澤暢晃、 山下晃司、 箸尾知哉　 (34名)神戸市消防学校

第43期H30.11.5～11.22 
山﨑旭洋、 具志堅修人、 鳥居正義、 吉岡雅駿、 川谷累二、 松本耀介、 大芝陸斗、 小西一将、 奥直也、 神埼修平、 伊藤雄馬、 宮村歩夢、 福田力、 加百正人、 小川隼平、 城月康平、 大林一航、 武田幹大、 武貞健太、

後川優人、 篠原龍仁、 中島庸、 先濱朗、 中岸巧、 山下勢渡、 道浦大輝、 玉川博基、 植月将吾、 新家佳也汰　 (2 7 名)神戸市消防学校 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　 　 　 　 　  



　 初任科の救助訓練、 救助課程では災害現場の厳し さ を たたき こ まれまし た。  

現在、 私は救急救命士と し て救急隊員を し ていますが、  

救助隊と 一緒に現場活動を行う と き は、  

　 　 　 　 　 　 　 　 その洗練さ れた動きに尊敬の念を抱かずにはいら れません。  

中澤寛之（ 38歳）  



特別高度救助課程

　 平成18年、 総務省消防庁は、 新潟県中越地震や福知山線脱線事故等の教訓から 、 「 救助隊の編成、 装備及び

配置の基準を 定める 省令」 の一部改正を 行い、 第６ 条の規定によ り 「 特別高度救助隊」 を 東京都及び政令指定

都市に整備するよう に定めまし た。  
神戸市においても 、 平成18年４ 月、 中央消防署の第２ 方面専任救助隊を 、 特別高度救助隊に格上げし 、 名称

を 「 スーパーイーグルこう べ」 、 通称「 SEK」 と し て発隊し まし た。  

平成20年度（ 平成21年2月） 、 第１ 回特別高度救助課程が行われまし た。  
高度資機材の取り 扱い、 NBC災害対応訓練、 地震災害を 想定し たCSR（ 閉鎖空間での救助） 等、 特別高度救

助隊に必要な知識・ 技術の習得に特化し た訓練です。  
　 平成20年度から 平成29年度までに５ 回の特別高度救助課程が実施さ れまし た。



平成20年度　

第１ 期（ Ｈ 21.2.2～2.6）  
渡海正則、 知野見和之、 笹倉隆史、 三浦直樹、 中垣政彦、 古市泰士、 和田章夫、 村上正人、 山本千昭、 松本貴士、 向井良、 宮中智弘、 高橋信人、 髙田尚義、 上間義宏、  

（ 姫路市） 中野博信、 山名康司、 （ 尼崎市） 田伏敦、 平根真人、 （ 西宮市） 中南貴博、 上山保人（ 2 1 名）  

平成21年度

第２ 期（ Ｈ 22.2.22～2.26）

末澤泰裕、 竹田充、 岩下勝、 石崎親一、 知野見明生、 片山慶明、 柏原剛、 宮村利幸、 三枝正平、 結城康之、 香西辰哉、 （ 尼崎市） 遠藤雄史、 藤井真吾、 太田正幸、  

（ 西宮市） 鈴鹿幸雄、 浜口浩、 （ 川西市） 原知弘、 （ 北はり ま） 山本行浩（ 1 8 名）  

平成24年度

第３ 期（ Ｈ 25.2.4～2.8）
上原拓真、 北濱雄一、 古川誠、 藤原圭一、 髙見洋輔、 前田征治、 西川忠伸、 入田優、 渋谷佳彦、 田中幹人、 伊関将司、 南兵衛、 神手大輔、 （ 尼崎市） 佐古知春、 碇慎吾、  

（ 西宮市） 小島将樹、 （ 加古川市） 西村嘉記（ 1 7 名）  

平成26年度

第４ 期（ Ｈ 26.11.17～11.21）

釡江和孝、 辻岳史、 岩倉徹、 酒井大輔、 高松由、 梅﨑直樹、 上野耕輔、 泉辰朗、 松栄陽介、 横山貴幸、 横山元樹、 （ 尼崎市） 川端太、 菅崎晃、 （ 西宮市） 小金丸章、  

（ 加古川市） 小林孝行、 濱田真（ 1 6 名）  

平成29年度

第５ 期（ Ｈ 29.11.13～11.17）  
村上拓也、 岩本穂、 住吉樹、 濱田隆志、 瀧井智雄、 糺徳雄、 田中和宏、 河内乾吾、 政田達彦、 勝庸一、 松井謙佑、 河島弘和、 （ 姫路市） 為則裕介、 （ 尼崎市） 五百尾達也、  

（ 西宮市） 川崎孝行（ 1 5 名）  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 　 　 　 　 　 　 　 　  

特別高度救助課程修了者

特別高度救助課程第１ 期 特別高度救助課程第２ 期

特別高度救助課程第３ 期
特別高度救助課程第４ 期

特別高度救助課程第５ 期



神戸消防救助隊発足50周年おめでと う ございます。  

発足以来、 常にあら ゆる災害現場の先兵と なり 活動する救助隊。  

その中で約20年、 救助隊に育てら れ関われたこ と 、 誇り に思います。

近年の災害は増々複雑多岐化の傾向ですが、 各々更にスキルを高め、

市民の安全・ 安心のため活躍さ れるこ と を期待し ます。  

宮本正嗣（ 67歳）



髙田　 尚義（ 48才）

私は救助隊員歴が通算で20年を超えまし た。  

今回、 こ の救助隊発足50年の事業に参加さ せて頂き 、 各時代の救助隊の

活動や事務の違い、 現在の市民から 救助隊への期待の大き さ をすごく 感

じ まし た。  

なので、 今後も 市民に期待さ れる救助隊の発展に貢献し たいです。





消防救助隊教育訓練
Training　 Educatio



二級小型船舶操縦士 
　 船舶職員及び小型船舶操縦者法によ り 、 総ト ン 数20ト ン ま た は長さ 24m 未満の大型プレ

ジャ ーボート の船舶で海岸から ５ 海里以内の水域およ び平水区域を 航行する ために必要な免許

で、 国土交通大臣が実施する 身体検査、 学科試験及び実技試験の３ つに合格する こ と で交付さ

れる も のです。 神戸市消防局が保有する 船外機付ボート を操船する のに必要な免許です。  

　 平成30年度現在では、 特別高度救助隊、 すべての専任救助隊、 須磨救助隊及び水上救助隊の

計７ 隊の救助隊に船外機付ボート が配備さ れ、 二級小型船舶操縦士免許を取得し ています。 　 　 　  

　 水難救助現場では、 海上はも ち ろ んのこ と 、 内水面（ 池やダム等） で活用さ れています。

資格取得
潜水士 

　 労働安全衛生法によ り 、 ボン ベから の給気を 受けて、 水中で 作業を 行う 場合には『 潜水

士』 免許が必要で、 都道府県労働局長が実施する試験に合格する こ と で交付さ れる も のです。

消防機関が実施する 潜水救助活動も 水中作業に該当する ため、 潜水救助活動を 行う 救助隊員

にと っては、 必須の免許です。  

　 平成30年度現在では、 特別高度救助隊、 長田救助隊、 垂水救助隊及び水上救助隊の４ 隊に

所属する 救助隊員の計63名が潜水業務に携わっており 、 潜水士免許を取得し ています。  

　 水難救助現場は、 年間30～50件程度を 推移し ており 、 その中でも 潜水救助活動を 伴う も の

は、 約１ 割の年間５ 件前後です。 決し て多く はあり ませんが、 特殊な環境下での救助活動で

ある が故の危険性が数多く 潜んでいま す。 こ う し た状況の中、 免許取得時に学んだ基礎知識

を ベースに、 よ り 安全な潜水活動が実施でき る よ う 、 月２ 回程度の潜水救助訓練を 継続し て

行い、 個人の技術向上はも ち ろ ん、 連携強化や更なる 知識、 技術の向上を 図る こ と で、 ２ 次

災害を未然に防ぎ、 安全な潜水業務を遂行し ています。

　 　 　  

ガス溶接 技能講習

　 労働安全衛生法によ り 、 可燃性ガス及び酸素を 用いて行う 金属の溶接・ 溶断又は加熱の業務を 行う 場合に必要な資格で、 都道府県労働局

長の登録を 受けた教習機関が実施する ２ 日間の学科講習と 実技講習を 修了する こ と で取得でき ます。 救助の編成、 装備及び配置の基準を 定

める 省令（ 省令別表第１ ） に記載さ れている 救助資機材のガス溶断機を 使用するために必要な資格です。  

　 平成30年度現在では、 全救助隊11隊がガス溶断機を 保有し ており 、 各救助隊員が資格を 取得し ています。 強固な鉄鋼などでも 容易かつ迅

速に切断が可能ですが、 適切な取扱いが出来なければかなり の危険が伴う ため、 有資格者によ る 正し い資機材取扱いが出来る よ う 、 訓練を

継続し て実施し ています。  



玉掛け 技能講習 

　 労働安全衛生法によ り 、 吊り 上げ荷重1ト ン 以上の能力を 有する ク レ ーン のフ ッ ク に荷物を 掛ける 作業を する 場合に必要な資格で、

都道府県労働局長の登録を 受けた教習機関が実施する ３ 日間の学科講習並びに実技講習を 修了するこ と で取得でき ます。  

　 ク レ ーン で吊り 上げ作業を行う 際、 対象物の重心やワイ ヤー強度等を学ぶこ と によ り 、 安全性の向上に繋がり ます。

小型移動式ク レ ーン運転 技能講習 
　  
　 労働安全衛生法によ り 、 吊り 上げ荷重1ト ン 以上5ト ン未満の能力を 有す る移動式ク レ ーンを 運転する場合に必要な資格で、 都道府県労

働局長の登録を 受けた教習機関が実施する3日間の学科講習及び実技講習を修了する こ と で習得でき ます。  

　 平成30年度現在、 特別高度救助隊及びすべての専任救助隊が保有する 救助工作車には、 吊り 上げ荷重2.9ト ン のク レ ーン が装備さ れてお

り 、 本資格が必要と なり ます。 初めて神戸市の救助工作車にク レ ーンが装備さ れたのは、 平成8年5月配置の西消防署の救助工作車でし た。

平成25年12月に、 長田消防署にク レ ーン付救助工作車が配備さ れ、 ク レ ーン 付救助工作の配備が完了し まし た。  

　 救助工作車のク レ ーン は、 交通事故現場での事故車両の移動や、 低所転落時の引揚げ作業、 またボート を 水面に下ろす際や、 上部支点

と し ての活用など、 様々な救助現場において活用可能であり 、 現状なく てはなら い装備のひと つと し て大変活躍し ています。

酸素欠乏・ 硫化水素危険作業主任者 技能講習

　  
　 労働安全衛生法によ り 、 「 酸素欠乏症や硫化水素中毒にかかる 恐れのある 場所で作業を 行う 際

には、 中毒や欠乏にかかる こ と を 防止し 、 傷病者への応急手当の為、 法令に基づき 酸素欠乏危険作

業主任者を 選任し なければなら ない。 」 と 定めら れ、 都道府県労働局長の登録を 受けた教習機関が

実施する３ 日間の学科講習と 実技講習を 修了するこ と で取得でき ます。  

　 酸欠現場や硫化水素の発生する現場の直近で活動する救助隊員にと って必要な資格です。 酸欠は、

古井戸やマン ホール内などの、 空気の流れが無い竪穴内や閉鎖空間内でのガス漏洩などで発生し ま

す。 硫化水素は、 人為的に発生さ せたも のや、 地下道内で腐敗し た有機物質から 発生する こ と も あ

り ます。  

　 こ う し た災害現場での救助活動時に、 本資格を 取得し 知識を 得る こ と で、 酸欠・ 硫化水素に係る

現場において、 二次災害を 防ぎ、 活動隊員の安全を 確保し ながら 、 よ り 迅速に救助活動を 行う こ と

が可能と なり ます。



消防大学校救助科 

　 本研修は、 総務省消防庁　 消防大学校が主催し ており 、 東京都調布市にある 消防大学校で実施さ れます。 本科は、 救助業務に関する高度の知

識及び技術を 専門的に修得さ せ警防業務の教育指導者と しての資質を 向上さ せる こ と を 目的と し 設置さ れた科であり 、 主な内容は救助活動の

多様な理論、 事例、 戦術、 指揮訓練、 図上訓練、 教育技法、 講義演習を 学びます。  

　 なお、 開講は昭和56年で、 年に２ 回程度実施さ れこ こ 数年では年間120名の隊員が受講し ています。 兵庫県下では128名、 神戸市消防局から

は、 16名の隊員が救助科を 卒業し ています。

　 潜水技術研修 

　 本研修は、 ニッ スイ マリ ン工業株式会社日本サバイバルト レ ーニン グセン タ ーが主催し ており 、 神奈川県横須賀市にある国立研究開発法人 海

洋研究開発機構（ 通称： JAM STEC） のプールで実施さ れます。 本研修の受講目的は、 水難救助の指導方法及び潜水技術の導入を 図る こ と で、

水難救助技術の高度化を 図る こ と を目的と し ています。  

　 神戸市消防局から は、 平成18年度に初めて特別高度救助隊から 1名が受講しています。 平成23年度以降は水難事故を 主に担当している 長田救

助隊から 1名が毎年受講し ています。  

　 研修内容は、 基礎知識、 事故事例の紹介、 スキンダイ ビ ン グ及びスキュ ーバダイ ビ ン グにおける技術の習得、 安全管理方法の習得で、 水難救

助活動に伴う 基本的事項をすべて習得する こ と が可能な研修です。 また本研修の修了隊員が、 神戸市消防局で実施する 新規潜水隊員養成研修の

指導員と なる こ と で、 し っ かり フ ィ ード バッ ク するこ と ができ 、 水難救助活動の安全性の向上が図ら れ、 また技術向上に大き く 貢献し ており 、

非常に効果の高い研修です。

卒業年月日 期 名　 　 前 卒業年月日 期 名　 　 前

昭和5 5 年1 0 月 第 3  期 山崎　 芳春 昭和5 6 年1 0 月 第 5  期 中川　 賢一

昭和5 7 年1 0 月 第 7  期 浅利　 修二 昭和5 8 年1 0 月 第 9  期 芝田　 貴邦

昭和5 9 年５ 月 第1 0 期 坊 池　 正 昭和6 0 年1 0 月 第1 3 期 近藤　 正一

昭和6 2 年５ 月 第1 6 期 満尾　 勝徳 平成 1  年 5  月 第2 0 期 井上　 雅文

平成 2  年６ 月 第2 2 期 末吉　 秀喜 平成 6  年 6  月 第3 0 期 中谷　 明美

平成 9  年1 0 月 第3 7 期 芝田　 賀弘 平成1 5 年1 1 月 第4 9 期 向井　 良

平成1 7 年 ６ 月 第5 2 期 二見　 広一 平成2 1 年1 0 月 第6 1 期 髙田　 尚義

平成2 5 年1 0 月 第6 7 期 岩下　 勝 平成2 9 年 6  月 第7 5 期 伊関　 将司

山岳遭難救助研修会 

　 本研修は、 独立行政法人日本スポーツ 振興セン タ ーが主催し ており 、 富山県中新川郡に

ある 国立登山研修所と 周辺山域で実施さ れます。 本研修の受講目的は、 山岳遭難救助活動

を 行う 組織の指導的立場にある 者を 対象と し て、 山岳遭難救助に関する 知識と 技術、 救助

計画の構成法及びその指導方法について学び、 現場での即応力及び指導者と し ての資質の

向上を 主たる 目的と し ています。  

　 神戸市消防局は、 平成20年度、 平成23年度、 平成27年度に、 山岳救助を 主に担当し てい

る北救助隊から 1名ずつが受講し ています。  

　 研修内容は、 確保理論や支点構築に関わる 基礎知識を 学び、 引揚げ・ 吊り 降ろ し 救助、

張り 込み救助や宙吊り 救助と いっ た山岳現場に必要な救助技術の習得や総合訓練を 実施し

ます。 本研修の修了隊員が所属する 北救助隊が主と なり 、 応用訓練で実施さ れる 山岳救助

訓練の企画立案を行い、 消防救助隊の山岳救助知識及び技術の向上に役立てています。

消防大学校救助科卒業生



流水救助研修（ スイ フ ト ウォ ータ ーレスキュ ーテク ニシャ ン ) 

　 本研修は、 株式会社レ スキュ ージャ パン が主催しており 、 京都府亀岡市にある 保津川流域で実施さ れます。 本研修の受講目的は、 水難事

故の中でも 、 最も 危険性が高い流水域での、 救助技術及び安全管理方法を 習得する こ と を 目的と し ています。  

　 平成20年7月28日に発生し た神戸市灘区の都賀川での水難事故を 契機に、 流水救助体制の確立及び強化を 図る ため、 平成20年に特別高度

救助隊から 2名の隊員が初めて受講し 、 以降毎年1名ずつ受講し ています。  

　 研修は、 流水に関する 基礎知識と 安全管理に関する 知識から 、 救出方法の実技講習や危機事象の体験及び救出訓練を 実施する 内容と なっ

ています。  

　 また、 研修を修了し た隊員が流水救助実技訓練を、 流水救助活動を担う 特別高度救助隊、 専任救助隊、 西及び北救助隊へ指導するこ と で、

研修で得た流水域の危険性や最新の知識と 技術を 普及する こ と で、 流水救助活動の高度化に繋げています。

消防大学校 高度救助・ 特別高度救助コ ース（ 平成24年～現在）

　 Ｎ Ｂ Ｃ 　 特別高度救助コ ース（ 平成20年～平成23年）  

　 緊急消防援助隊教育科Ｎ Ｂ Ｃ 　 特別高度救助コ ース（ 平成19年～平成23年）

　 本研修は、 総務省消防庁 消防大学校が主催し ており 、 東京都調布市にある 消防大学校で実施さ れます。 本研修の受講目的は、 特別高度救助

隊の隊長等が業務に必要な知識及び能力を 習得するこ と を 主たる 目的と し て受講し ています。  

研修内容は、 広域消防応援、 安全管理体制、 高度救助資機材取扱い、 シミ ュ レ ーショ ン 訓練、 多数傷病者対応、 地震災害想定など、 さ まざま

な研修内容と なっています。 本研修を 受ける こ と で、 最新の知識と 技術を習得はも ち ろ んのこ と 、 全国の消防職員と 繋がり ができ 、 意見交換が

でき る こ と で『 顔の見える 関係』 が構築でき ます。  

こ の『 顔の見える 関係』 が、 強い日本の救助チームを 作る 礎と なっています。

卒業年月日 期 名　 　 前 卒業年月日 期 名　 　 前

平成2 4 年 2  月 第 1  期 松末　 人 平成2 5 年 2  月 第 2  期 柴原　 裕明

平成2 6 年 2  月 第 3  期 村上　 圭 平成2 7 年 2  月 第 4  期 結城　 康之

平成2 8 年 2  月 第 5  期 森本　 崇 平成2 9 年 2  月 第 6  期 知野見 和之

平成3 0 年 2  月 第 7  期 古市　 泰士 平成3 1 年 2  月 第 8  期 髙田　 尚義

消防大学校高度救助・ 特別高度救助コ ース卒業生

卒業年月日 期 名　 　 前 卒業年月日 期 名　 　 前
平成2 0 年 2  月 第 1  期 橘　 和臣 平成21 年 2  月 第 2  期 木下　 功
平成2 2 年 2  月 第 3  期 岡田　 敏幸 平成23 年 2  月 第 4  期 村上　 覚

卒業年月日 期 名　 　 前
平成2 3 年 3  月 第 5  期 田口　 和史

Ｎ Ｂ Ｃ 　 特別高度救助コ ース卒業生

緊急消防援助隊教育科　 高度救助コ ース卒業生



消防救助隊教育訓練

　 4 月～5 月「 基礎訓練」 、 6 月～7 月「 救助特別強化訓練」 、

8 月～翌3 月「 応用訓練」 と 年間を 通じ た計画的な訓練を 実施

するこ と で、 隊員個人の能力、 小隊の能力を 向上さ せ、 さ まざ

まな災害に対応するための技術を習得するこ と を目的と し ます。

基礎訓練

　 資機材取扱や基本操法など基本を 中心と し た訓練に取り 組み、 個々の救助隊員と し

ての能力向上を 図る こ と を 目的と し た訓練です。 また消防救助技術近畿地区指導会に

参加する隊員については指導会訓練の事前訓練を実施し ています。



厳し かっ た訓練、  

　 　 　 　 　 　 辛かっ た現場活動が今は良い思い出です。  

神戸の熱い救助魂が後世の若き 隊員に 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 引き 継がれて行く こ と を期待し ます。

吉田一志（ 52歳）



救助特別強化訓練

開始式
Opening ce emo y

St engthening

　 救助特別強化訓練は、 消防救助技術の向上、 強靭な精神力及び体力の育成

を 目的と し て行われる 消防救助技術測定会で選考さ れた隊員と 警防部長指名

を 受けた隊員が、 神戸市消防局の代表と し て神戸市民防災総合セン タ ーで集

中的に行う 訓練です。  

　 訓練隊員は、 地区大会にあたる 消防救助技術近畿地区指導会に出場し 、 地

区代表権を 得て、 近畿地区代表と し て全国消防救助技術大会へ参加し ます。  



ロープブリ ッ ジ渡過

引揚救助

はし ご登はん

　 ５ 人一組（ 要救助者を 含む） で２ 人が空気呼吸器を 着装して塔上から 塔下へ降下

し 、 検索後、 要救助者を 塔下へ搬送、 ４ 人で協力し て塔上へ救出し た後、 ロープ登は

んにより 脱出し ます。 地下やマンホール等での災害を 想定し た訓練で、 災害発生現場

において有毒ガスの発生や酸欠等の状況が想定さ れますので、 空気呼吸器を 着装し て

進入し ます。

　 水平に展張さ れた渡過ロ ープ 20ｍ（ 往復40ｍ） を 往路はセーラ ー渡過（ 水

平渡り ） 、 復路はモン キー渡過（ 猿渡り ） で渡り ます。 ロ ープ渡過の基本的

な訓練です。

　 自己確保用の命綱を 結索し た後、 垂直に固定さ れたはし ご を 15ｍ登はんし ま

す。 災害建物への進入など、 消防活動には欠かせない訓練です。



ほふく 救助

障害突破

ロープブリ ッ ジ救出

　 ４ 人一組（ 要救助者を 含む） で、 ２ 人が水平に展張さ れ

た渡過ロ ープ 20ｍによ り 対面する 塔上へ進入し 、 要救助者

を 救出ロープに吊り 下げて、 牽引し て救出し た後、 脱出し ま

す。 建物や河川の中洲など に取り 残さ れた要救助者を 隣の

建物や対岸など から 進入し て救出する こ と を 想定し た訓練

です。

　 ３ 人一組（ 要救助者を 含む） で、 １ 人が空気呼吸器を 着装し て長さ ８ ｍの煙道を 検索し 、 要

救助者を 屋外に救出し た後、 ２ 人で安全地点まで搬送し ます。 ビ ルや地下街などで煙に巻かれ

た人を救出するための訓練です。

　 ５ 人一組（ 補助者を 含む） で、 ４ 人が緊密なる連携の下、 一致協力

し て「 乗り 越える」 「 登る」 「 渡る」 「 降り る」 「 濃煙を 通過する」

の基本動作により ５ つの障害を 突破し ます。 災害現場の様々な障害を

想定し 、 いかなる状況下においても 、 対応するこ と を 目的と し た訓練

です。



ロープ応用登はん

終了式 Closing　 sessio

　 登はん者と 補助者が二人で協力し 、 器材を 使わずに塔上から 垂ら

さ れたロ ープ15ｍを 登はんする訓練です。 足を ロ ープに固定さ せなが

ら 登るので、 迅速に登はんするこ と ができ ます。



複合結索

基本泳法

溺者搬送

水中結索

　 スキュ ーバダイ ビ ング及び水難救助活動

の基本であるマスク、 スノ ーケル、 フ ィ ン

を 装着し 、 ス ノ ーケリ ン グで 障害物に見

立て た浮環を 突破し な がら 水中に沈めら

れたリ ング４ 個を 検索し て、 引き 揚げる訓

練です。

　 水難救助の基本である 飛び込み、 泳法の訓

練で「 じ ゅ んか飛び込み」 で 入水し 、 「 ぬき

手泳法」 と 「 ぬき 平泳法」 でそれぞれ25ｍず

つ泳ぐ 。 常に水面から 顔を 出し 、 前方を 注視

し ている所が競泳と は異なり ます。

　 水中の 者を 救助者１ 名で救出する 基本的溺

な 水難救助法です。 救助者が「 じ ゅ んか飛び

込み」 で入水後、 20ｍ先の 者を 注視し なが溺

ら 近づき、 チンプールで確保し た後、 ヘアーキャ

リ ーにより 救助し ます。

　 ３ 人一組で、 スタ ート 地点から 20ｍ先に沈めて

ある 結索環に、 第１ 泳者は「 も やい結び」 、 第２

泳者は「 巻き 結び」 、 第３ 泳者は「 ふた回り ふた

結び」 の結索を リ レ ー方式で行う 訓練です。



溺者救助

人命救助

水中検索救助

　 25ｍ先の 者を 、 救命浮環を 使用し 救助溺

する訓練です。 補助者が救命浮環に救助ロー

プを 結着後、 プール内に投下し 、 救助者が

その救命浮環を 者の位置まで搬送し溺 て、

こ れに 者を つかまら せて溺 、 補助者が救助

ロープを たぐ り 寄せて救助し ます。

　 20ｍ先の 者と溺 25ｍ先の水没し つつある 者溺

（ 訓練人形） を 救助する 訓練です。 救助者が「 二

重も やい結び」 のロープを たすき 掛けにし て要救

助者の位置まで泳ぎ、 者を ク ロスチェ スト キャ溺

リ ーで確保し 、 補助者が救助ロープを たぐ り 寄せ

て救助し ます。 その後、 救助者はただちに25ｍ先

で水没し つつある 要救助者（ 訓練人形） の位置ま

で泳ぎ、 水面に引き 揚げ救助し ます。

　 水没し つつある 者を 検索し 、 発見後救助する溺

訓練です。 ４ 人一組で第１ 泳者が水面を 、 第２ 泳

者が水中を 検索し 、 水中の 者（ 訓練人形） を発溺

見し て水面へ引き 揚げた後、 第３ 泳者と 第４ 泳者

が協力し て水面を 搬送し 救助し ます。



応用訓練

　 神戸市は、 市街地や港湾地域及び山岳地域など 、 多様な地域を 有し てい

ます。 　 　 　 　  

　 気象変動や高度成長などの社会情勢の変化によ り 、 自然災害や特殊災害

など災害形態は複雑多様化の傾向にあり ます。  

　 こ れら の災害に対応する ため、 各方面専任救助隊が、 それぞれ異なる 分

野の災害を 研究し 「 救助活動マニュ アル」 を 作成し まし た。  

各方面専任救助隊は、 担当災害の座学及び実働訓練のみなら ず、 専門機関

による 研修や連携訓練など、 必要に応じ た応用訓練を 企画し 、 全救助隊の

知識及び技術の向上を 図り ます。  

　 第４ 方面隊（ 長田救助隊）  

 担当災害 

　 水難事故（ 潜水） ・ 機械事故　 　 　 　

　 第５ 方面隊（ 垂水救助隊）  

担当災害 

　 火災・ 爆発災害・ その他救助（ 生き 埋め

等） 　 　 　 　

　 第3 方面隊（ 北救助隊）  

担当災害 

　 山岳事故・ 建物・ 工作物事故　 　 　

　 第1 方面隊（ 灘救助隊）  

担当災害 

　 交通事故・ 電気事故・ 水難救助（ 水面） 　 　 　 　

　 第2 方面隊（ 特別高度救助隊）  

担当災害 

　 特殊化学災害（ NBC） ・ その他　 　 　 　



第1方面救助隊（ 灘救助隊）

電気事故

水難事故 

（ 水面）

交通事故

　 電気事故が発生し た際の対応方法や、 死亡事故につながる

感電から 身を 守る 技術や初動対応等を 、 電気事業者の協力を

得て、 専門的知識の研究を実施し ています。

　 海、 河川、 池等の水面で 助けを 求

めている 要救助者を 、 救助棒やロ ープ

等の資機材を 活用、 ま たは、 直接泳

いで 救出する 訓練等、 早期に要救助

者を 救出する 方法の研究を 実施し て

います。  

　 自動車事故（ 車対人、 車対単車及び車同士） 等によ

り 、 発生し た要救助者を 、 救助工作車のク レ ーン や大

型油圧器具等を 活用し 救出する 訓練の実施や、 ハイ ブ

リ ッ ド カ ーや電気自動車の特徴や特性を理解する等の

特殊な車両についても 、 研究を 実施し ています。



第2 方面救助隊（ 特別高度救助隊）

特殊化学災害

CSRM  
（ confi ned  sp ace rescue and  m ed icine） 訓練

　 特殊な物質（ 化学物質、 放射能、 生物剤など） に係わる 災害が発生し た際の対応方法、 特殊な資機材や身体防具を活

用し た訓練を実施し 被害が最小限に抑えれるよ う 、 各種専門機関の協力を 得て専門的知識の研究を 実施し ています。

　 地震で崩壊し た建物や瓦礫現場等の閉鎖空間で取り 残さ れ、 または、 脱出でき な

い要救助者を 発見し 、 観察と 早期救出を行う ために、 色々な資機材を 駆使し 救出す

る 方法の研究を 実施し ています。



第3 方面救助隊（ 北救助隊）

山岳事故

建物・ 工作物事故

　 神戸市には六甲山があり 、 その山岳地域における 、 ハイ カ ーによる 道迷いや転

倒による けが、 また、 滑落事故等により 発生し た要救助者の捜索や長距離搬送及

び、 救出方法の研究を 実施し ています。

　 室内に閉じ 込めら れた要救助者や、 遊具に挟まれた子供等を 救助隊が保有

する 特殊工具や資機材を 活用し 救出する 方法の研究を 実施し ています。



第4 方面救助隊（ 長田救助隊）

水難事故（ 潜水）

機械事故

　 海、 河川、 池等に転落し た車両や れた要救助者を 、 潜水器具を 活用し 水中検索方法溺

を 考える 等早期に陸上へ救出する 方法の研究を 実施し ています。

　 多数存在する機械（ 印刷機、 食品加工機、 回転機、 昇降機等） で、 事故が発生し た際、 要救助者を 早期に救出でき

る よう に、 それぞれの機械構造や特徴及び救出方法の研究を 実施し ています。



第5 方面救助隊（ 垂水救助隊）

火災・ 爆発事故

その他救助（ 生き 埋め・ 建物等倒壊）

　 建物火災や爆発を 伴う 事故等が発生し た際、 逃げ遅れた要救助者の救出方法や、

消防隊員の二次災害発生時の対処方法の研究を実施し ています。

　 地震、 火災、 生埋めや建物等の倒壊で発生し た災害で 、 危険な場所

への進入救助隊員の安全を 守ると と も に逃げ遅れた要救助者を 安全・

迅速・ 確実に救出する 方法の研究を 実施し ています。



その他の訓練

流水救助訓練

ロープウェ イ  
緊急対応訓練

兵庫県下 
IRT合同訓練

県警機動隊 
合同訓練

　 2 0 0 8 年7 月に起こ っ た「 都賀川水難事故」 を 契機に、 急流河川での訓練

や河川救助計画書を 作成する と と も に、 実際に滋賀県の「 瀬田川」 、 京都

府の「 保津川」 の急流河川にて訓練を 実施し ています。

　 ロ ープ ウェ イ が運行中に

緊急停止や、 ロ ープウェ イ

内で の点検や作業中の要

救助者が発生し た 救助事

案での救出方法を 研究し 、

安全に 乗客を 地上に 救出

する訓練を実施しています。 　 国際消防救助隊と し て海外に派遣さ れる こ と を 想定

し 、 年1回、 県下４ 消防本部「 神戸・ 尼崎・ 西宮・ 姫

路」 が集まり 訓練を 実施し ています。  

　 兵庫県警機動隊と は、 大規模災害

で連携し 活動する こ と も ある ため、

大阪府堺市にある 近畿管区警察局災

害警備訓練施設を 活用し 定期的な訓

練を 実施し ています。



三機関潜水訓練 
（ 海上保安庁・ 県警機動隊・ 消防救助隊）

陸上自衛隊合同訓練

日本レスキュ ー協会連携訓練 
（ 救助犬）

　 海上保安庁を 中心に、 消防救助隊と 兵庫県警機動隊が集まり 、 月1 回の合同潜

水訓練を 実施し ています。

　 陸上自衛隊と は、 大規模災害等で連携し 活動する こ と も ある ため、 お互いの技術

を 共有する 訓練を 実施し 、 連携強化を はかると と も に合同訓練を実施し ています。

　 日本レスキュ ー協会（ 災害救助犬） と は、 平成8 年に協定を 結

び、 地震や土砂災害で瓦礫や土砂に埋も れた要救助者を 、 災害

救助犬と と も に連携、 捜索活動を 行い多く の要救助者を 救出す

る ための訓練を 実施し ています。



DM AT訓練

ド ローン連携訓練

土砂災害合同訓練 
（ 兵庫県下救助隊）

　 災害派遣医療チームと は、 地震や土砂災害で瓦礫や土砂に埋も れた要救助者を、

救助隊と 医療従事者が協力し 瓦礫の外へ救出し 救急処置訓練を 実施し ています。

　 ド ローン協定事業社と は、 最新のド ロ ーン 技術を 活かし 、 あら ゆる災害現場で活用でき る よ

う 連携訓練を 実施し ています。 実際に神戸市内の土砂災害現場の空撮や山岳事故の遭難現場で

活用し ています。

　 異常気象の影響で増加し ている 土砂災害に対応する ため、 兵庫県下救助隊が集まり 土砂災

害を想定し た訓練を 実施し ています。 また、 兵庫県消防本部の中で唯一保有し ている 、 宝塚市

消防本部の重機も 訓練に参加し ています。



山岳救助合同訓練 
（ 大阪市消防局）

　 近年増加傾向にある 山岳救助事案に対応する ため、 実際の山岳部を 活用し 、 救助隊

員の技術向上を 図る と と も に、 大阪市消防局、 神戸市消防局と の合同訓練によ り 救助

技術の共有と 相互の連携強化を 目的と し て実施し ています。

潜水合同訓練 
（ 大阪市消防局）

　 大阪湾消防艇相互応援協定及び五都市（ 名古屋市・ 京都市・ 大阪市・ 堺市・ 神戸市） 消防相互応援協

定に基づき 、 大規模災害発生時に連携、 協力し 相互が効率的に活動でき る よう 水難救助活動能力の向上

を 図る ために合同訓練を実施し ています。



20歳代、 熱く 取り 組んだ救助大会。  

仲間や指導者、 そし て何より も最高の相方に恵まれまし た。  

大会に出場するこ と で、  

素質や才能も 無い自分が何かを勝ち取るためには、  

努力するし かないこ と を学び、  

今も その経験が人生の「 土台」 になっています。  

笹倉　 隆史（ 42才）  





ձ ॿ େ◌

幼少期から 漠然と 、 人の命を 助ける仕事がし たいと 思っており 、 神戸消防に入り まし た。  

オレンジの服に憧れ、  

救助隊を 目指し て救助大会に出場し よう と 必死に頑張っ たのは、  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 生涯忘れら れない思い出です。  

間近で見るオレ ンジは、 先輩後輩を 問わずかっ こ よく 、  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 私の目には眩し く 映っ たのを鮮明に覚えています。   

角野公彦（ 32歳）  





救助大会ク ロニクル

Rescue　 Meets　 Chro icle

救助大会創成期

　 昭和40年代中頃から 、 災害規模が複雑化・ 大規模化し ていく のに伴い、 それら に対

応する 消防職員の人命救助についての実技的な教養を 身につける必要が求めら れるよ

う になり まし た。 当時の消防機関にあっ ても 装備、 技術及び指導者の確保の面で十分

と はいえない状況下にあり 、 こ れを う けて全国消防協会は消防救助技術指導に関す る

事業を 推進するこ と と なり まし た。  

　 そこ で、 昭和47年度（ 1972年） から 消防救助技術指導会を 協会地区支部で実施し 、

また全国大会を 実施する こ と と なり 、 ９ 月４ 日に大阪市長居競技場にて近畿地区消防

救助技術指導会を 、 ９ 月28日に東京都豊島園にて全国消防救助技術大会の第１ 回が開

催さ れまし た。  

　 当初は手探り の状態での実施と なり 、 毎年実施種目が変わる創成期特有の不安定な

実施でし た。 当時の総括ではタ イ ムレース化への懸念が繰り 返し 取り 上げら れており 、

「 救助技術と は何か」 を決める上で必要な混乱だっ たのかも し れません。  

　 昭和53年９ 月に「 救助操法の基準」 が自治省（ 現総務省） により 告示さ れ、 遂に救

助業務が消防の本来業務と し て法制化さ れまし た。 こ の基準制定にあたり 、 全国規模

で開催さ れる 地区指導会と 全国大会の意義はと ても 大き いも のであっ たと 考えら れま

す。

～ ～ ～ ～



邂逅と交流、 そし て競う ～ 

救助技術と は何か　 　 その技術を全国へ

～救助業務の法制化



種目 参加隊員

水平渡り 新田正孝　 山崎芳春

モンキー渡り 黒木勝美　 村岡好雄

ロープ登はん 八村弘　 鳥井悟

はし ご登はん 岩橋三吉　 下浦正士

救命索発射銃 中部裕　 太田宝広

タ イ ト ロープ 新田正孝・ 村岡好雄・ 正方常夫

黒木勝美・ 山崎芳春・ 竹内和一

暗中模索 岩橋三吉・ 野辺三郎・ 鳥井悟

中部裕・ 太田宝広・ 八村弘

障害突破 中尾清和・ 芝田逸美・ 新免経由

掛井貞男・ 久保蒔夫・ 野村一夫

50ｍ自由形 辻本文一　 奥橋正輝

50ｍ平泳 八木康行　 高馬清三

50ｍ背泳 木本弘志　 村田義勝

50ｍバタ フ ラ イ 奥橋正輝　 木本弘志

100ｍ自由型 麻生芳和　 岩井昭

100ｍ平泳 八木康行　 栗林敬康

100ｍ背泳 麻生芳和　 村田義勝

者搬送溺 栗林敬康　 高馬清三

浮遊物突破 三木克允　 池田道泰

人命救助 岩井昭・ 麻生芳和　 高馬清三・ 木本弘志

年令別200ｍリ レー 奥橋正輝・ 八木康行・ 辻本文一

村田義勝・ 三木克允・ 河津勇

近畿地区指導会 昭和47年９ 月４ 日 大阪市長居競技場 陸30名　 水29名参加

全国大会 昭和47年９ 月28日 東京都豊島園 陸５ 名　 水５ 名参加

水平渡り 新田正孝

ロープ登はん 野辺三郎

暗中模索 中部裕・ 太田宝広・ 八村弘

50ｍバタ フ ラ イ 木本弘志

100ｍ平泳 高馬清三

200ｍリ レー 奥橋正輝・ 八木康行・ 辻本文一

近畿地区指導会 昭和48年９ 月14日 大阪市長居競技場 陸21名　 水18名参加

全国大会 昭和48年９ 月21日 大阪市扇町公園 陸５ 名　 水５ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 村岡好雄　 山崎芳春

ロープ登はん 太田有一　 岩橋三吉　 野辺三郎

はし ご登はん 糺常寛　 野辺三郎　 下浦正士　 大笹滋

ロープ応用登はん 新田正孝・ 鳥井悟　 岡本茂樹・ 太田和男

救命索発射銃 太田宝広

障害突破 中尾清和・ 新免経由・ 正方常夫・ 蔵元一己

宙づり 傷者の救出 黒木勝美・ 野辺三郎　 福井啓剛・ 中部裕

50ｍ自由形 辻本文一　 金川政宏

50ｍ平泳 柏木和宏　 高馬清三

50ｍ背泳 木本弘志　 麻生芳和

50ｍバタ フ ラ イ 奥橋正輝　 田中繁広

100ｍ自由型 堀江健一　 金川政宏

100ｍ平泳 高馬清三　 八木康行

100ｍバタ フ ラ イ 奥橋正輝　 田中繁広

100ｍ背泳 木本弘志　 村田義勝

200ｍ年令別リ レー 奥橋正輝・ 八木康行・ 辻本文一

200ｍリ レー 麻生芳和・ 岩井昭・ 三木克允・ 村田義勝

者搬送溺 岩井昭　 池田道泰

浮遊物突破 堀江健一　 三木克允

人命救助 梶原正義・ 栗林敬康　 長谷川嘉靖・ 竹之中貞二

ロープブリ ッ ジ渡過 山崎芳春

ロープ登はん 太田有一

はし ご登はん 野辺三郎

宙づり 傷者の救出 福井啓剛・ 中部裕

１ ０ ０ ｍ平泳 高馬清三

１ ０ ０ ｍ背泳 木本弘志　 村田義勝

５ ０ ｍ平泳 高馬清三

５ ０ ｍ背泳 木本弘志

１ ０ ０ ｍバタ フ ラ イ 奥橋正輝

２ ０ ０ ｍ年令別リ レー 奥橋正輝・ 八木康行・ 辻本文一

近畿地区指導会 昭和49年９ 月６ 日 神戸市みのたにグリ ーンスポーツホテル 陸20名　 水18名参加

全国大会 昭和48年９ 月21日 大阪市扇町公園 水７ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 藤井和幸　 山崎芳春　 鳥井　 悟

ロープ登はん 戸田明　 重野功人

はし ご登はん 岩橋三吉　 戸田義

ロープ応用登はん 新田正孝・ 芝地茂男　 村岡好雄・ 浅利修二　 上川慶典・ 森本正臣

ほふく 救出 中川賢一　 野村一夫

高所人命救助 太田和男・ 岡久・ 黒木勝美・ 伊関薫

下浦正士・ 大田有・ 糺常寛・ 大笹滋

野村一夫・ 山崎芳春・ 芝地茂男・ 八村弘

ロープブリ ッ ジ救出 中尾清和・ 秋国忠則・ 正方常夫・ 八村弘

新田正孝・ 新免経由・ 鳥井悟・ 蔵元一己

障害突破 上川慶典・ 下浦正士・ 糺常寛・ 太田有一

中尾清和・ 正方常夫・ 新免経由・ 蔵元一己

50ｍ自由型（ ３ ０ 未満） 渡辺勤　 明石幸三

50ｍ自由型（ ３ ０ 以上） 中本武治　 辻本文一

50ｍ平泳ぎ 高馬清三　 小野泰男

50ｍバタ フ ラ イ 奥橋正輝　 木本弘志

50ｍ背泳 木本弘志　 麻生芳和

100ｍ平泳(30未満） 高馬清三　 木下茂信

100ｍ平泳(30以上） 八木康行　 細川浩志

100ｍ背泳 村田義勝　 仲田嘉典

100ｍ自由型 黒鳥臣弘　 上村季広

200ｍメ ド レーリ レー 仲田嘉典・ 細川・ 木本弘志・ 奥橋正輝

200ｍ年令別リ レー 奥橋正輝・ 八木康行・ 辻本文一

200ｍリ レー 黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 三木克允・ 村田義勝

者搬送溺 岩井昭・ 明石幸三　 佐藤義明・ 小野泰男

浮遊物突破 森本健二　 三木克允

人命救助 梶原正義・ 上村季広　 明石幸三・ 小野泰男

水中結索 山下万　 立花章三郎

100ｍ平泳(30未満） 高馬清三

100ｍ平泳(30以上） 八木康行

100ｍ背泳 仲田嘉典

50ｍ平泳ぎ 高馬清三

50ｍバタ フ ラ イ 奥橋正輝　 木本弘志

50ｍ背泳 木本弘志

人命救助 明石幸三・ 小野泰男

２ ０ ０ ｍメ ド レーリ レー 仲田嘉典・ 高馬清三・ 木本弘志・ 奥橋正輝

全国大会出場

第1 回

全国大会出場

第２ 回

第３ 回

全国大会出場



近畿地区指導会 昭和50年９ 月２ 日 堺市立金岡公園 陸24名　 水22名参加

全国大会 昭和50年９ 月10日 東京都平和島公園 水６ 名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 古市嗣夫

はし ご登はん 岩橋三吉

ほふく 救出 栗林利樹

高所人命救助 蔵元一己・ 宮本正嗣・ 黒木勝美・ 伊関薫

中尾清和・ 満尾勝徳・ 谷口清正・ 藤田準一

ロープブリ ッ ジ救出 新田正孝・ 山崎芳春・ 新免経由・ 鳥井　 悟

芝田逸美・ 正方常夫・ 赤沢保・ 芝田貴邦

障害突破 下浦正士・ 大田有一・ 浅利修二・ 坂元香

50ｍ自由型（ 30未満） 奥橋正輝　 八村弘

50ｍ自由型（ 30以上） 黒鳥臣弘　 辻本文一

50ｍ平泳ぎ（ 30未満） 木本弘志　 高馬清三

50ｍ平泳ぎ（ 30以上） 梶原正義　 八木康行

100ｍ自由型 八村弘　 仲田嘉典

100ｍ平泳 高馬清三　 上坂光弘

水中検索A 細川浩志　 立花章三郎

水中検索B 木下茂信　 八村弘

浮遊物突破 森本健治　 奥橋正輝

者搬送溺 A 上村季広・ 明石幸三

者搬送溺 B 山下万・ 小野泰男

人命救助A 明石幸三・ 小野泰男

人命救助B 栗林敬康・ 木本弘志・ 上村季広

水中結索 末吉秀喜・ 村田義勝・ 森本健治

200ｍリ レー 八木康行・ 辻本文一・ 仲田嘉典・ 渡辺勤

１ ０ ０ ｍ自由形 八村弘

水中検索A 細川浩志

浮遊物突破 奥橋正輝

水中結索 黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 仲田嘉典

近畿地区指導会 昭和51年８ 月26日
尼崎市立記念公園内陸上競技場 
尼崎市芦原市民プール

陸32名　 水20名参加

全国大会 昭和51年９ 月10日 名古屋市白川公園・ 瑞穂プール 陸４ 　 水11名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 中尾清和　 片平久喜

はし ご登はん 山田雄一　 青木一正

ロープブリ ッ ジ渡過 幸山司

ロープ応用登はん 太田和男・ 岡久　 正方常夫・ 坊池正

ほふく 救出 森口和樹・ 山田雄一　 栗林利樹・ 東嶋司

高所人命救助 中尾清和・ 山崎芳春・ 大田有一・ 芝地茂男

ロープブリ ッ ジ救出 新田正孝・ 新免経由・ 宮本正嗣・ 浅利修二

東嶋司・ 石本種八・ 千種文夫・ 大森隆

障害突破 黒木勝美・ 坂元香・ 田中茂広・ 満尾勝徳・ 末吉秀喜

福井啓剛・ 下浦正士・ 近藤正一・ 上村季広・ 井上雅文

50ｍ自由型（ 30以上） 黒鳥臣弘　 上川慶典

100ｍ自由型 八村弘　 奥橋正輝

100ｍ平泳 八木康行　 木本弘志

水中検索 木本弘志　 上野敏明

浮遊物突破 森本健二　 奥橋正輝

者搬送溺 木下茂信・ 竹之中貞二　 大杉猛・ 奥橋正輝

人命救助 野村一夫・ 上川慶典・ 奥橋正輝

森本健治・ 糀谷昭男・ 竹之中貞二

水中結索 大杉猛・ 上野敏明・ 木下茂信

黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 仲田嘉典

200ｍリ レー 八村弘・ 八木康行・ 仲田嘉典・ 渡辺勤

高所人命救助 中尾清和・ 山崎芳春・ 大田有一・ 芝地茂男

50ｍ自由型（ 30以上） 上川慶典

100ｍ平泳 木本弘志

100ｍ自由型 八村弘

浮遊物突破 奥橋正輝

者搬送溺 大杉猛・ 上野敏明

水中結索 黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 仲田嘉典

人命救助 森本健治・ 野村一夫・ 上野敏明

近畿地区指導会 昭和52年７ 月20日 大阪市消防学校 陸23名　 水16名参加

全国大会 昭和52年８ 月18日
横浜市消防訓練センタ ー 
日本大学藤沢高校

水６ 名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 片平久喜

はし ご登はん 上村季広　 青木一正

ロープブリ ッ ジ渡過 幸山司　 藤田昌宏

ロープ応用登はん 伊関薫・ 岡久

ほふく 救出 栗林利樹・ 上村季広　 坂元香・ 満尾勝徳

高所人命救助 中尾清和・ 大笹滋・ 下浦正士・ 前益幸

ロープブリ ッ ジ救出 新田正孝・ 宮本正嗣・ 浅利修二・ 千種文夫

障害突破 黒木勝美・ 近藤正一・ 末吉秀喜・ 満尾勝徳・ 井上雅文

５ ０ ｍ自由型（ ３ ０ 以上） 黒鳥臣弘　 上川慶典

１ ０ ０ ｍ自由型 仲田嘉典　 檜垣博敏

１ ０ ０ ｍ平泳 細川浩志　 木本弘志

水中検索 細川浩志　 木本弘志

浮遊物突破 奥橋正輝　 森本健治

者搬送溺 木下茂信・ 森本健治　 大杉猛・ 奥橋正輝

人命救助 糀谷昭男・ 奥橋正輝・ 森本健治

渡辺勤・ 野村一夫・ 木本弘志

水中結索 黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 仲田嘉典

２ ０ ０ ｍリ レー 上川慶典・ 八村弘・ 奥橋正輝・ 檜垣博敏

50ｍ自由型（ 30以上） 上川慶典

100ｍ自由型 檜垣博敏

水中検索 細川浩志

水中結索 奥橋正輝・ 黒鳥臣弘・ 仲田嘉典

全国大会出場

全国大会出場

第４ 回

第６ 回

第５ 回

全国大会出場



近畿地区指導会 昭和53年７ 月13日 姫路市立陸上競技場・ 市民プール 陸30名、 水16名参加

全国大会 昭和53年８ 月22日 千葉県消防学校 陸４ 名、 水８ 名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 片平久喜

はし ご登はん 青木一正　 満尾勝徳

ロープブリ ッ ジ渡過 幸山司

ロープ応用登はん 伊関薫・ 横垣内勝己　 寺口晴喜・ 末吉秀喜

ほふく 救出 野辺三郎・ 大笹滋・ 坂元香

高所人命救助 野辺三郎・ 大笹滋・ 下浦正士・ 芝地茂男

村岡好雄・ 前益幸・ 伊関薫・ 横垣内勝己

山中邦雄・ 岡久・ 片平久喜・ 藤田準一

ロープブリ ッ ジ救出 池田善泰・ 大田有一・ 栗林利樹・ 上村季広

宮本正嗣・ 浅利修二・ 近藤正一・ 千種文夫

障害突破 黒木勝美・ 藤田昌宏・ 末吉秀喜・ 井上雅文・ 満尾勝徳

新田正孝・ 宮本正嗣・ 浅利修二・ 近藤正一・ 千種文夫

水中検索 細川浩志　 木本弘志

浮遊物突破 奥橋正輝　 檜垣博敏

者搬送溺 八村弘・ 奥橋正輝　 山崎芳春・ 前川和男

人命救助A 糀谷昭男・ 奥橋正輝・ 森本健治・ 仲田嘉典

上川慶典・ 野村一夫・ 森本健治・ 前川和男

人命救助B 細川浩志・ 奥橋正輝・ 細見正幸

木本弘志・ 東嶋司・ 前川和男

救援物資搬送 八村弘・ 山崎芳春・ 森本健治

水中結索 黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 仲田嘉典

２ ０ ０ ｍリ レー 上川慶典・ 奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 前川和男

ロープブリ ッ ジ救出 宮本正嗣・ 浅利修二・ 近藤正一・ 千種文夫

水中検索 細川浩志

浮遊物突破 奥橋正輝

人命救助B 細川浩志・ 奥橋正輝・ 細見正幸

水中結索 黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 仲田嘉典

近畿地区指導会 昭和54年８ 月１ 日 大阪市消防学校 陸36名　 水17名参加

全国大会 昭和54年８ 月24日 大阪市消防学校 水１ 名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 片平久喜

はし ご登はん 池田豊秋　 岡本吉永

ロープブリ ッ ジ渡過 岡本智

ロープ応用登はん 岡久・ 寺口晴喜　 谷本光生・ 内山敦司

ほふく 救出 野辺三郎・ 大笹滋・ 坂元香

宮本正嗣・ 浅利修二・ 近藤正一

高所人命救助 岡久・ 藤田準一・ 寺口晴喜・ 青木一正

野辺三郎・ 大笹滋・ 伊関薫・ 岡本智

引揚救助 村岡好雄・ 下浦正士・ 横垣内勝己・ 田中茂広・ 幸山司

ロープブリ ッ ジ救出 池田善・ 大田有一・ 栗林利樹・ 上村季広

谷本光生・ 桜木勝利・ 中西義次・ 芦田英明

障害突破 宮本正嗣・ 浅利修二・ 奥田和義・ 近藤正一・ 中川賢一

末吉秀喜・ 藤田昌宏・ 井上雅文・ 満尾勝徳・ 橋本悟

水中検索 細川浩志　 上川慶典

浮遊物突破 奥橋正輝　 細見正幸

者搬送溺 篠田和宏・ 上川慶典　 細川浩志・ 森本健治

人命救助A 糀谷昭男・ 森本健治・ 細見正幸・ 渡辺勤

山崎芳春・ 正方常夫・ 名間健治・ 仲田嘉典

人命救助B 檜垣博敏・ 奥橋正輝・ 上川慶典

初世敏春・ 小野泰男・ 仲田嘉典

救援物資搬送 森本健治・ 藤原信行・ 渡辺勤

正方常夫・ 山崎芳春・ 篠田和宏

水中結索 黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 仲田嘉典

奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 前川和男

２ ０ ０ ｍリ レー 奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 上川慶典・ 仲田嘉典

浮遊物突破 奥橋正輝

近畿地区指導会 昭和55年８ 月１ 日 神戸市民防災総合センタ ー 陸35名　 水20名参加

全国大会 昭和48年９ 月21日 名古屋市白川公園・ 瑞穂プール 水８ 名参加

種目 参加隊員

はし ご登はん 満尾勝徳　 牧野勲　 辻本孝雄

ほふく 救出 近藤正一・ 片平幸喜・ 中谷明美

ロープ応用登はん 岡久・ 片平幸喜　 宮本正嗣・ 内山敦司

引揚救助 田中茂広・ 幸山司・ 桜木勝利・ 芦田英明・ 野辺三郎

高所人命救助 横垣内勝己・ 栗林利樹・ 藤原信行・ 牧野勲

岡久・ 藤田準一・ 伊関薫・ 岡本智

浅利修二・ 寺口晴喜・ 鳥居義和・ 鷲野豊広

ロープブリ ッ ジ救出 山崎芳春・ 浅利修二・ 奥田和義・ 寺口晴喜

橋本好明・ 時本修・ 木村敏博・ 辻本孝雄

末吉秀喜・ 井上雅文・ 藤田昌宏・ 青木一正

障害突破 中川賢一・ 宮本正嗣・ 近藤正一・ 満尾勝徳・ 内山敦司

橋本悟・ 井上雅文・ 末吉秀喜・ 藤田昌宏・ 青木一正

水中検索 武内年生　 奥橋正輝

浮遊物突破 奥橋正輝　 坂元香

者搬送溺 篠田和宏・ 黒田誠　 細川浩志・ 名間健治

人命救助A 武内年生・ 辻正・ 中西義次・ 奥橋正輝

森本健治・ 千種文夫・ 前川和男・ 黒田誠

人命救助B 細見正幸・ 檜垣博敏・ 前川和男

稲岡信吾・ 樽一弘・ 奥橋正輝

救援物資搬送 渡辺勤・ 正方常夫・ 森本健治

八村弘・ 坂元香・ 橋本冨士夫

水中結索 奥橋正輝・ 前川和男・ 檜垣博敏

黒鳥臣弘・ 渡辺勤・ 名間健治

２ ０ ０ ｍリ レー 渡辺治・ 奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 名間健治

水中結索 奥橋正輝・ 前川和男・ 檜垣博敏

森本健治・ 名間健治・ 黒鳥臣弘

浮遊物突破 奥橋正輝　 名間健治

救援物資搬送 正方常夫・ 黒鳥臣弘・ 森本健治

２ ０ ０ ｍリ レー 名間健治・ 細川浩志・ 檜垣博敏・ 奥橋正輝

水中検索 細川浩志

近畿地区指導会 昭和56年７ 月23日 大阪市消防学校 陸14名　 水14名参加

全国大会 昭和56年８ 月19日 横浜市消防訓練センタ ー 陸４ 名　 水６ 名参加

種目 参加隊員

はし ご登はん 櫨山大三郎　 牧野勲

ロープ応用登はん 池田潤・ 鷲野豊広

ロープブリ ッ ジ救出 山崎芳春・ 時本修・ 木村敏博・ 寺口晴喜

高所人命救助 栗林利樹・ 寺口晴喜・ 鷲野豊広・ 櫨山大三郎

障害突破 中川賢一・ 近藤正一・ 井上雅文・ 満尾勝徳・ 内山敦司

水中検索 武内年生　 細川浩志

浮遊物突破 奥橋正輝　 名間健治

者搬送溺 磯脇正二・ 奥橋正輝　 細川浩志・ 前川和男

人命救助A 森本健治・ 末吉秀喜・ 奥橋正輝・ 前川和男

八村弘・ 武内年生・ 奥橋正輝・ 前川和男

人命救助B 檜垣博敏・ 稲岡信吾・ 前川和男

新谷孝・ 椎原英樹・ 奥橋正輝

救援物資搬送 上川慶典・ 森本健治・ 椎原英樹

末吉秀喜・ 新谷孝・ 八村弘

水中結索 奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 前川和男

上川慶典・ 稲岡信吾・ 名間健治

200ｍリ レー 奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 前川和男・ 名間健治

高所人命救助 栗林利樹・ 寺口晴喜・ 鷲野豊広・ 櫨山大三郎

浮遊物突破 奥橋正輝

者搬送溺 細川浩志・ 森本健治

人命救助B 檜垣博敏・ 稲岡信吾・ 前川和男

第７ 回 第８ 回

全国大会出場 全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

第９ 回 第1 0 回



近畿地区指導会 昭和57年８ 月３ 日 西宮市　 仁川学院 陸20名　 水15名参加

全国大会 昭和51年８ 月19日 横浜市消防訓練センタ ー 陸５ 名　 水５ 名参加

参加隊員

高所人命救助 野辺三郎・ 寺口晴喜・ 鷲野豊広・ 藤岡昭浩

満尾勝徳・ 片平幸喜・ 池田潤・ 青木一正

引揚救助 野辺三郎・ 中川賢一・ 芝田貴邦・ 櫨山大三郎・ 青山実

ロープブリ ッ ジ救出 山崎芳春・ 時本修・ 木村敏博・ 野辺三郎

障害突破 近藤正一・ 井上雅文・ 牧野勲・ 中本也寸志・ 松谷安洋

水中検索 前川和男　 新谷孝

浮遊物突破 名間健治　 藤原幸人

複合検索 奥橋正輝　 藤原幸人

者搬送溺 前川和男・ 椎原英樹　 末吉秀喜・ 藤原幸人

水中結索 名間健治・ 稲岡信吾・ 樽一弘

奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 前川和男

人命救助A 森本健治・ 前川和男・ 八代谷徹・ 藤原幸人

人命救助B 檜垣博敏・ 稲岡信吾・ 前川和男

樽一弘・ 椎原英樹・ 前川和男

救援物資搬送 森本健治・ 新谷孝・ 末吉秀喜

八代谷徹・ 黒鳥臣弘・ 藤原幸人

２ ０ ０ ｍリ レー 奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 名間健治・ 樽一弘

障害突破 近藤正一・ 井上雅文・ 牧野勲・ 中本也寸志・ 松谷安洋

浮遊物突破 名間健治

複合検索 奥橋正輝

水中結索 檜垣博敏・ 稲岡信吾・ 樽一弘

近畿地区指導会 昭和58年８ 月11日 大阪城公園（ 陸上）  
大阪市消防学校（ 水上）

陸25名　 水17名参加

全国大会 昭和58年８ 月19日 陸12名　 水18名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 鷲野豊広

はし ご登はん 山田敦司

ロープブリ ッ ジ渡過 山田敦司　 春日和隆

ロープ応用登はん 池田潤・ 岡本智

ほふく 救出 近藤正一・ 青山実・ 菅原隆喜

高所人命救助 寺口晴喜・ 岡本智・ 池田潤・ 鷲野豊広

引揚救助 中川賢一・ 鳥居義和・ 片平幸喜・ 東洋昭・ 菅原隆喜

芝田貴邦・ 牧野勲・ 櫨山大三郎・ 藤森栄二・ 菅原隆喜

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 木村敏博・ 田中廣一・ 春日和隆

障害突破 近藤正一・ 井上雅文・ 内山敦司・ 中本也寸志・ 松谷安洋

複合検索 奥橋正輝　 志水和男

基本泳法 名間健治　 武内年生

者搬送溺 前川和男・ 椎原英樹　 花山昇・ 藤原幸人

水中結索 名間健治・ 稲岡信吾・ 樽一弘

奥橋正輝・ 檜垣博敏・ 前川和男

救援物資搬送 末吉秀喜・ 近藤公成・ 藤原幸人

森本健治・ 新谷孝・ 八代谷徹

人命救助A 末吉秀喜・ 藤原幸人・ 前川和男・ 奥橋正輝

武内年生・ 八代谷徹・ 前川和男・ 奥橋正輝

人命救助B 檜垣博敏・ 花山昇・ 前川和男

樽一弘・ 稲岡信吾・ 前川和男

ほふく 救出 近藤正一・ 青山実・ 菅原隆喜

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 木村敏博・ 田中廣一・ 春日和隆

障害突破 近藤正一・ 井上雅文・ 内山敦司・ 中本也寸志・ 松谷安洋

複合検索 奥橋正輝

者搬送溺 志水和男・ 末吉秀喜

水中結索 名間健治・ 稲岡信吾・ 樽一弘

森本健治・ 檜垣博敏・ 前川和男

人命救助B 檜垣博敏・ 花山昇・ 前川和男

近藤公成・ 椎原英樹・ 藤原幸人

人命救助A 武内年生・ 八代谷徹・ 前川和男・ 新谷孝

近畿地区指導会 昭和59年７ 月27日 姫路市本町球場・ 姫路市民プール 陸26名　 水15名参加

全国大会 昭和58年８ 月24日 名古屋市白川公園・ 瑞穂プール 陸４ 名　 水８ 名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 小松原恒蔵

ロープブリ ッ ジ渡過 春日和隆

ロープ応用登はん 池田潤・ 青木一正

ほふく 救出 近藤正一・ 青山実・ 神藤一郎

芝田貴邦・ 石田秀欣・ 神藤一郎

高所人命救助 池田潤・ 新免経由・ 青木一正・ 小松原恒蔵

引揚救助 松谷安洋・ 坂上忠司・ 藤森栄二・ 櫨山大三郎・ 神藤一郎

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 木村敏博・ 田中廣一・ 春日和隆

萩原裕士・ 吉田克己・ 塚川正彦・ 春日和隆

障害突破 中川賢一・ 山田敦司・ 内山敦司・ 井上雅文・ 松蔭智洋

複合検索 奥橋正輝　 志水和男

基本泳法 近藤公成　 武内年生

者搬送溺 椎原英樹・ 藤原幸人　 花山昇・ 藤原幸人

水中結索 名間健治・ 前川和男・ 稲岡信吾

志水和男・ 藤原幸人・ 山中啓嗣

人命救助A 末吉秀喜・ 新谷孝・ 前川和男・ 藤原幸人

八代谷徹・ 武内年生・ 前川和男・ 藤原幸人

人命救助B 花山昇・ 稲岡信吾・ 前川和男

名間健治・ 山中啓嗣・ 前川和男

救援物資搬送 椎原英樹・ 新谷孝・ 末吉秀喜

八代谷徹・ 藤原幸人・ 前川和男

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 木村敏博・ 田中廣一・ 春日和隆

複合検索 奥橋正輝　 志水和男

水中結索 武内年生・ 名間健治・ 八代谷徹

人命救助B 花山昇・ 稲岡信吾・ 前川和男

近畿地区指導会 昭和60年８ 月１ 日 大阪市消防学校 陸24名　 水19名参加

全国大会 昭和60年８ 月23日 広島市中央公園 陸４ 名　 水９ 名参加

種目 参加隊員

はし ご登はん 橘和臣　 小林秀蔵

ロープ応用登はん 池田潤・ 濱田宗徳

ほふく 救出 木村敏博・ 青山実・ 橘和臣

石田秀欣・ 萩原裕士・ 橘和臣

高所人命救助 満尾勝徳・ 池田潤・ 片平幸喜・ 濱田宗徳

引揚救助 坂上忠司・ 藤森栄二・ 長野敏也・ 小松原恒蔵・ 吉田克己

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 田中廣一・ 吉田克己・ 小松原恒蔵

障害突破 新免経由・ 内山敦司・ 松蔭智洋・ 奥村芳彦・ 角田浩二

複合検索 奥橋正輝　 志水和男

基本泳法 前田光明　 武内年生

者搬送溺 花山昇・ 前川和男　 谷輪文彦・ 前川和男

水中結索 桧垣博敏・ 前川和男・ 稲岡信吾

志水和男・ 藤原幸人・ 奥橋正輝

人命救助A 谷輪文彦・ 岩井一尊・ 前川和男・ 岩佐敏行

八代谷徹・ 武内年生・ 前川和男・ 岩佐敏行

人命救助B 稲岡信吾・ 花山昇・ 前川和男

桧垣博敏・ 岩佐敏行・ 前川和男

救援物資搬送 新谷孝・ 八代谷徹・ 近藤公成

岩井一尊・ 山中啓嗣・ 藤原幸人

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 田中廣一・ 吉田克己・ 小松原恒蔵

複合検索 志水和男

者搬送溺 花山昇・ 藤原幸人

水中結索 奥橋正輝・ 前川和男・ 稲岡信吾

人命救助B 桧垣博敏・ 岩佐敏行・ 前川和男

救援物資搬送 新谷孝・ 八代谷徹・ 近藤公成

第1 1 回 第1 2 回

全国大会出場

全国大会出場

第1 3 回

全国大会出場

第1 4 回

全国大会出場



　 「 訓練隊員と し て参加し て欲し い」 警防課から 当時の所属（ 水上消防署） を 通じ て、 消防救助技

術指導会（ 以下「 指導会」 と いう 。 ） に伴う 強化訓練参加への打診があり まし た。 打診があっ た昭

和58年、 私は予防査察業務を担当し ており 、 管内のポート アイ ラ ンド では、 ワールド 記念ホールが

建築さ れるなど建築ラ ッ シュ で業務は多忙を極めていまし た。  

　 そのよう な中、 所属の理解と 協力も あって、 ほふく 救出訓練の隊員と し て強化訓練に参加する こ

と と なり まし た。 指導会本番１ ヶ 月前のこ と でし た。 当時を 振り 返ると 、 強化訓練は肉体的、 精神

的にも 想像以上に厳し いも のでし たが、 訓練を通じ て消防職員に求めら れる強い精神力やチームワー

ク 等を養う こ と ができ まし た。  

　 消防職員と し てはも ちろ ん、 一人の人間と し ても 成長する こ と が出来たと 自ら の経験を 持って実

感し まし た。 結果と し て、 大阪市で開催さ れた第12回全国消防救助技術大会にほふく 救出訓練の隊

員と して出場するこ と ができまし た。  

　 こ れから 指導会への出場を 目指し ている隊員の皆さ んには、 支えても ら っている 家族や所属、 ま

た、 大会関係者への感謝の気持ち を 忘れるこ と なく 、 引き 続き 熱い気持ちを 持って訓練に臨んでい

ただき、 市民の安全・ 安心を守るため消防職員と しての更なる成長を期待しています。

選手と し て救助大会

消防局長　 菅原隆喜 



近畿地区指導会 昭和61年８ 月８ 日 神戸市民防災総合センタ ー・ かるも プール 陸35名　 水22名参加

全国大会 昭和61年８ 月22日 神戸市民防災総合センタ ー・ 王子プール 陸８ 名　 水19名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 藤岡昭浩

はし ご登はん 神藤一郎　 小林秀蔵　 橘和臣　 松谷安洋

ロープ応用登はん 田中廣一・ 萩原裕士　 吉田克己・ 時本修

ロープブリ ッ ジ渡過 岡田幸宏　 小松原恒蔵

ほふく 救出 近藤正一・ 石田秀欣・ 神藤一郎

青山実・ 濱田宗徳・ 浅利修二

大西和哉・ 岸本任・ 浅利修二

高所人命救助 池田潤・ 松谷安洋・ 村上覚・ 岸本任

引揚救助 坊池正・ 岡本智・ 黒田義和・ 小松原恒蔵・ 神藤一郎

坂上忠司・ 長野敏也・ 藤岡昭浩・ 橘和臣・ 浅利修二

ロープブリ ッ ジ救出 木村敏博・ 田中廣一・ 萩原裕士・ 岡田幸宏

時本修・ 塚川正彦・ 吉田克己・ 神藤一郎

障害突破 宮本正嗣・ 中谷明美・ 角田浩二・ 奥村芳彦・ 松蔭智洋

新免経由・ 内山敦司・ 青山実・ 大西和哉・ 濱田宗徳

複合検索 樽一弘　 志水和男

基本泳法 前田光明　 武内年生

者搬送溺 花山昇・ 前川和男　 谷輪文彦・ 前川和男　 山中啓嗣・ 木畑卓也

水中結索 名間健治・ 樽一弘・ 稲岡信吾

桧垣博敏・ 前川和男・ 岩佐敏行

者救助溺 奥橋正輝・ 新谷孝・ 木畑卓也

名間健治・ 山中啓嗣・ 木畑卓也

花山昇・ 近藤公成・ 木畑卓也

救援物資搬送 岩井一尊・ 藤原幸人・ 前田光明

八代谷徹・ 近藤公成・ 新谷孝

志水和男・ 稲岡信吾・ 岡孝夫

人命救助 岩井一尊・ 谷輪文彦・ 木畑卓也・ 前川和男

八代谷徹・ 武内年生・ 木畑卓也・ 前川和男

ロープ登はん 藤岡昭浩

ほふく 救出 近藤正一・ 石田秀欣・ 神藤一郎

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 塚川正彦・ 吉田克己・ 神藤一郎

木村敏博・ 田中廣一・ 萩原裕士・ 岡田幸宏

基本泳法 武内年生

者搬送溺 藤原幸人・ 花山昇

水中結索 奥橋正輝・ 樽一弘・ 稲岡信吾

者救助溺 名間健治・ 山中啓嗣・ 木畑卓也

救援物資搬送 八代谷徹・ 近藤公成・ 新谷孝

志水和男・ 稲岡信吾・ 岡孝夫

人命救助 武内年生・ 前田・ 岩井一尊・ 谷輪文彦

全国消防救助技術大会初開催 

神戸市で初めての全国消防救助技術大会を

神戸市民防災総合センタ ー及び王子プール

にて、 全国救助隊員881名と 消防関係者・ 神

戸市関係者・ 一般来場者約3,000人が参加し

盛大に開催さ れまし た。

全国大会出場

第1 5 回



近畿地区指導会 昭和62年７ 月30日 大阪市消防学校 陸46名　 水35名参加

全国大会 昭和62年８ 月21日 千葉県消防学校 陸10名　 水９ 名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 藤岡昭浩　 鷲尾敏治

ロープブリ ッ ジ渡過 岡田幸宏　 内山敦司　 福居敏夫

ロープ応用登はん 長野敏也・ 村上覚　 岡本智・ 塚川正彦　 時本修・ 吉田克己

はし ご登はん 神藤一郎　 橘和臣

ほふく 救出 青山実・ 大西和哉・ 石井孝之

濱田宗徳・ 岸本任・ 石井孝之

高所人命救助 鷲尾敏治・ 岸本任・ 福居敏夫・ 渡海正則

引揚救助 岡本智・ 神藤一郎・ 長野敏也・ 藤岡昭浩・ 橘和臣

ロープブリ ッ ジ救出 木村敏博・ 黒田義和・ 足立浩司・ 岡田幸宏

時本修・ 塚川正彦・ 神藤一郎・ 吉田克己

障害突破 浅利修二・ 青山実・ 大西和哉・ 村上覚・ 石井孝之

近藤正一・ 内山敦司・ 奥村芳彦・ 濱田宗徳・ 松蔭智洋

複合検索 奥橋正輝　 志水和男　 岩佐敏行

基本泳法 谷内康雄　 前田光明

者搬送溺 花山昇・ 前川和男　 山中啓嗣・ 岩佐敏行

救援物資搬送 八代谷徹・ 稲岡信吾・ 藤原幸人

岩井一尊・ 前田光明・ 岡孝夫

者救助溺 名間健治・ 山中啓嗣・ 前川和男

花山昇・ 近藤公成・ 岩佐敏行

人命救助 八代谷徹・ 前田光明・ 前川和男・ 岩佐敏行

水中結索 名間健治・ 前川和男・ 稲岡信吾

奥橋正輝・ 志水和男・ 岩佐敏行

ロープ登はん 藤岡昭浩

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 塚川正彦・ 神藤一郎・ 吉田克己

障害突破 近藤正一・ 内山敦司・ 奥村芳彦・ 濱田宗徳・ 松蔭智洋

複合検索 岩佐敏行

者搬送溺 花山昇・ 藤原幸人

水中結索 名間健治・ 前川和男・ 稲岡信吾

救援物資搬送 岩井一尊・ 前田光明・ 岡孝夫

近畿地区指導会 昭和63年７ 月29日 尼崎市　 産業技術短期大学 陸51名　 水35名参加

全国大会 昭和63年８ 月19日 横浜市消防訓練センタ ー 陸４ 名　 水14名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 藤岡昭浩　 鷲尾敏治

ロープブリ ッ ジ渡過 岡田幸宏　 田中進

ロープ応用登はん 塚川正彦・ 芝田賀弘　 木村敏博・ 足立浩司

はし ご登はん 橘和臣　 喜多浩二郎

ほふく 救出 岸本任・ 濱田宗徳・ 森田周一

中谷明美・ 松蔭智洋・ 森田周一

高所人命救助 田中廣一・ 長野敏也・ 吉田克己・ 鳥居義和

渡海正則・ 鷲尾敏治・ 芝田賀弘・ 森繁樹

引揚救助 藤岡昭浩・ 長野敏也・ 橘和臣・ 河本幸舟・ 森田周一

ロープブリ ッ ジ救出 木村敏博・ 田中廣一・ 足立浩司・ 波方宏彰

時本修・ 塚川正彦・ 吉田克己・ 波方宏彰

河本幸舟・ 渡海正則・ 村上覚・ 岡田幸宏

障害突破 井上雅文・ 田中進・ 喜多浩二郎・ 岸本任・ 岡田幸宏

近藤正一・ 濱田宗徳・ 中谷明美・ 松蔭智洋・ 村上覚

複合検索 奥橋正輝　 志水和男　 岩佐敏行

基本泳法 武内年生　 原田志朗

者搬送溺 谷輪文彦・ 岩佐敏行　 前川和男・ 花山昇

水中結索 岩佐敏行・ 前川和男・ 志水和男

前田光明・ 谷輪文彦・ 西田隆行

者救助溺 花山昇・ 山中啓嗣・ 武内年生

藤原幸人・ 藤井勝彦・ 武内年生

救援物資搬送 八代谷徹・ 岡孝夫・ 前田光明

谷内康雄・ 山中啓嗣・ 藤原幸人

人命救助 藤井勝彦・ 原田志朗・ 前川和男・ 岩佐敏行

八代谷徹・ 武内年生・ 前川和男・ 岩佐敏行

ロープブリ ッ ジ救出 時本修・ 塚川正彦・ 吉田克己・ 波方宏彰

者搬送溺 原田志朗・ 武内年生

水中結索 岩佐敏行・ 前川和男・ 谷輪文彦

者救助溺
花山昇・ 山中啓嗣・ 西田隆行

藤原幸人・ 藤井勝彦・ 谷内康雄

救援物資搬送 八代谷徹・ 岡孝夫・ 前田光明

近畿地区指導会 平成元年７ 月27日 大阪市消防学校 陸51名　 水37名参加

全国大会 平成元年８ 月25日 名古屋市白川公園・ 瑞穂プール 陸14名　 水11名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 岡田幸宏　 鷲尾敏治　 藤岡昭浩

ロープブリ ッ ジ渡過 大月幸蔵　 森下雅之　 小松原恒蔵

ロープ応用登はん 足立浩司・ 河本幸舟　 木下功・ 坂上忠司

はし ご登はん 橘和臣　 喜多浩二郎　 松谷安洋　 浅井薫

ほふく 救出 大西和哉・ 松蔭智洋・ 木下功

角田浩二・ 村上覚・ 木下功

高所人命救助 坂上忠司・ 森繁樹・ 小松原恒蔵・ 森下雅之

鳥居義和・ 鷲尾敏治・ 芝田賀弘・ 渡海正則

引揚救助 藤岡昭浩・ 長野敏也・ 橘和臣・ 河本幸舟・ 木下功

ロープブリ ッ ジ救出 田中廣一・ 小谷高士・ 足立浩司・ 大月幸蔵

塚川正彦・ 吉田克己・ 吉田一志・ 大月幸蔵

障害突破 松谷安洋・ 土井隆・ 岡田幸宏・ 喜多浩二郎・ 浅井薫

井上雅文・ 内山敦司・ 中谷明美・ 村上覚・ 濱田宗徳

複合検索 米谷敬一　 岩佐敏行

基本泳法 武内年生　 福田琢延

者搬送溺 花山昇・ 前川和男　 原田志朗・ 藤原幸人

水中結索 稲岡信吾・ 米谷敬一・ 前田光明

前川和男・ 志水和男・ 岩佐敏行

者救助溺 藤原幸人・ 藤井勝彦・ 武内年生

花山昇・ 山中啓嗣・ 武内年生

救援物資搬送 岩井一尊・ 岡孝夫・ 前田光明

早高伸二・ 西田隆行・ 稲岡信吾

谷内康雄・ 山中啓嗣・ 藤原幸人

人命救助 福田琢延・ 藤井勝彦・ 前川和男・ 志水和男

武内年生・ 岩井一尊・ 前川和男・ 志水和男

引揚救助 藤岡昭浩・ 長野敏也・ 橘和臣・ 河本幸舟・ 木下功

ロープブリ ッ ジ救出 塚川正彦・ 吉田克己・ 吉田一志・ 大月幸蔵

障害突破 井上雅文・ 内山敦司・ 中谷明美・ 村上覚・ 濱田宗徳

複合検索 岩佐敏行

者搬送溺 原田志朗・ 前田光明

花山昇・ 岡孝夫

水中結索 前川和男・ 志水和男・ 稲岡信吾

者救助溺 藤原幸人・ 藤井勝彦・ 武内年生

近畿地区指導会 平成２ 年７ 月27日 神戸市民防災総合センタ ー 陸50名　 水39名参加

全国大会 平成２ 年８ 月24日 広島市中央公園・ フ ァ ミ リ ープール 陸15名　 水20名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 岡田幸宏

ロープブリ ッ ジ渡過 大月幸蔵　 田中進　 小松原恒蔵　 實井篤

ロープ応用登はん 木下功・ 河本幸舟　 鶴田省二・ 藤岡昭浩

はし ご登はん 橘和臣　 喜多浩二郎　 浅野永治

ほふく 救出 角田浩二・ 村上正・ 鶴田省二

萩原裕士・ 石井孝之・ 鶴田省二

高所人命救助 小松原恒蔵・ 渡海正則・ 芝田賀弘・ 土井隆

引揚救助 小谷高士・ 吉田一志・ 田中進・ 浅野永治・ 鶴田省二

藤岡昭浩・ 河本幸舟・ 橘和臣・ 木下功・ 鶴田省二

ロープブリ ッ ジ救出 木村敏博・ 田中廣一・ 小谷高士・ 大月幸蔵

吉田克己・ 足立浩司・ 吉田一志・ 大月幸蔵

障害突破 井上雅文・ 中谷明美・ 村上覚・ 濱田宗徳・ 岡田敏幸

松谷安洋・ 岡田幸宏・ 喜多浩二郎・ 田内健作・ 貫井篤

複合検索 米谷敬一　 岩佐敏行　 松尾健史

基本泳法 武内年生　 福田琢延　 高橋伸武

者搬送溺 花山昇・ 前川和男　 原田志朗・ 藤原幸人

水中結索 稲岡信吾・ 桧垣博敏・ 前田光明

前川和男・ 志水和男・ 岩佐敏行

救援物資搬送 八代谷徹・ 前田光明・ 岡孝夫

岩井一尊・ 稲岡信吾・ 西田隆行

谷内康雄・ 早高伸二・ 藤原幸人

者救助溺 藤原幸人・ 藤井勝彦・ 武内年生

花山昇・ 山中啓嗣・ 前田光明

人命救助 福田琢延・ 藤井勝彦・ 前川和男・ 志水和男

武内年生・ 八代谷徹・ 前川和男・ 志水和男

ロープ登はん 岡田幸宏

はし ご登はん 橘和臣

ロープブリ ッ ジ救出 木村敏博・ 田中廣一・ 小谷高士・ 大月幸蔵

吉田克己・ 足立浩司・ 吉田一志・ 大月幸蔵

障害突破 井上雅文・ 中谷明美・ 村上覚・ 濱田宗徳・ 岡田敏幸

複合検索 米谷敬一

基本泳法 福田琢延

者搬送溺 原田志朗・ 藤原幸人

水中結索 前川和男・ 志水和男・ 岩佐敏行

人命救助 武内年生・ 八代谷徹・ 谷内康雄・ 檜垣博敏

者救助溺 花山昇・ 山中啓嗣・ 稲岡信吾

藤原幸人・ 藤井勝彦・ 西田隆行

救援物資搬送 岩井一尊・ 前田光明・ 岡孝夫

第1 6 回

全国大会出場

第1 7 回

第1 8 回

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

第1 9 回



近畿地区指導会 平成４ 年８ 月８ 日 大阪市消防学校 陸47名　 水51名参加

全国大会 平成４ 年８ 月28日 大阪市消防学校 水11名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 藤岡昭浩

ロープブリ ッ ジ渡過 田中進　 石原裕士　 小松原恒蔵

ロープ応用登はん 木下功・ 河本幸舟

はし ご登はん 田内健作　 喜多浩二郎　 橘和臣

ほふく 救出 萩原裕士・ 中垣政彦・ 一宮和宏

角田浩二・ 村上正人・ 一宮和宏

高所人命救助 小松原恒蔵・ 渡海正則・ 芝田賀弘・ 田中進

引揚救助 小谷高士・ 森岡良太・ 石原裕士・ 吉田一志・ 一宮和宏

藤岡昭浩・ 河本幸舟・ 橘和臣・ 木下功・ 一宮和宏

ロープブリ ッ ジ救出 吉田克己・ 小谷高士・ 山端康人・ 先間幸博

吉田一志・ 田中廣一・ 足立浩司・ 先間幸博

障害突破 松谷安洋・ 中谷明美・ 岡田幸宏・ 田内健作・ 喜多浩二郎

井上雅文・ 村上覚・ 濱田宗徳・ 岡田敏幸・ 高村浩二

複合検索 米谷敬一　 岩佐敏行　 松尾健史

者搬送溺 花山昇・ 前川和男　 早高伸二・ 藤原幸人　 原田志朗・ 藤原幸人

水中結索 前田光明・ 志水和男・ 稲岡信吾

前川和男・ 花山昇・ 岩佐敏行

谷内康雄・ 山中啓嗣・ 西田隆行

基本泳法 原田志朗　 福田琢延　 二見広一

者救助溺 高橋伸武・ 岩井一尊・ 前川和男

藤原幸人・ 山中啓嗣・ 前川和男

米谷敬一・ 木村一郎・ 前川和男

救援物資搬送 八代谷徹・ 前田光明・ 岡孝夫

谷内康雄・ 松尾健史・ 西田隆行

岩井一尊・ 早高伸二・ 藤原幸人

人命救助 福田琢延・ 藤井勝彦・ 前川和男・ 藤原幸人

二見広一・ 木村一郎・ 前川和男・ 藤原幸人

高橋伸武・ 八代谷徹・ 前川和男・ 藤原幸人

複合検索 岩佐敏行

者搬送溺 花山昇・ 藤原幸人

原田志朗・ 高橋伸武

水中結索 前川和男・ 木村一郎・ 稲岡信吾

前田光明・ 志水和男・ 二見広一

近畿地区指導会 平成４ 年８ 月５ 日 大阪市消防学校 陸51名　 水43名参加

全国大会 平成４ 年８ 月20日 千葉県消防学校 水10名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 東泰宏　 田渕信久

ロープ応用登はん 由良哲朗・ 井上雅文　 森本崇・ 芝田賀弘

はし ご登はん 一宮和宏　 喜多浩二郎　 橘和臣

ほふく 救出 萩原裕士・ 中垣政彦・ 藤井章史

角田浩二・ 村上正人・ 藤井章史

村上覚・ 森下雅之・ 藤井章史

斜めブリ ッ ジ救助 小松原恒蔵・ 渡海正則・ 芝田賀弘・ 森本崇・ 田渕信久

引揚救助 八代谷徹・ 小谷高士・ 花谷好人・ 向井良・ 木下功

藤岡昭浩・ 河本幸舟・ 橘和臣・ 木下功・ 一宮和宏

ロープブリ ッ ジ救出 山端康人・ 恩澤康次・ 先間幸博・ 一宮和宏

吉田克己・ 田中廣一・ 吉田一志・ 一宮和宏

障害突破 中谷明美・ 岡田幸宏・ 岩井一尊・ 田内健作・ 喜多浩二郎

岡田敏幸・ 石原裕士・ 高村浩二・ 上間義宏・ 由良哲朗

複合検索 米谷敬一　 岡孝夫　 奥橋正輝

者搬送溺 原田志朗・ 志水和男　 花山昇・ 藤原幸人　 藤本武久・ 志水和男

水中結索 早高伸二・ 志水和男・ 稲岡信吾

前川和男・ 花山昇・ 岩佐敏行

基本泳法 高橋伸武　 福田琢延

者救助溺 高橋伸武・ 山中啓嗣・ 志水和男

二見広一・ 木村一郎・ 藤原幸人

岩佐敏行・ 薮内勇・ 前川和男

救援物資搬送 谷内康雄・ 西田隆行・ 早高伸二

二見広一・ 岡孝夫・ 藤原幸人

薮内勇・ 藤本武久・ 稲岡信吾

人命救助 福田琢延・ 田中利治・ 藤原幸人・ 志水和男

原田志朗・ 木村一郎・ 志水和男・ 前川和男

基本泳法 高橋伸武

複合検索 米谷敬一

者搬送溺 原田志朗・ 藤原幸人

水中結索 前川和男・ 花山昇・ 岩佐敏行

者救助溺 木村一郎・ 志水和男・ 二見広一

近畿地区指導会 平成５ 年８ 月５ 日
ポート アイラ ンド 関西電力㈱グラ ンド  
市立ポート アイ ラ ンド スポーツセンタ ー

陸45名　 水40名参加

全国大会 平成５ 年８ 月20日
福岡市　 新図書館用地 
福岡県立総合プール

陸12名　 水19名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 岡田幸宏　 柴原裕明

ロープブリ ッ ジ渡過 伊藤力

はし ご登はん 花谷好人　 喜多浩二郎　 橘和臣　 和田章夫

ほふく 救出 萩原裕士・ 中垣政彦・ 坊古居良友

角田浩二・ 村上正人・ 坊古居良友

森本泰宏・ 坊古居良友・ 中垣政彦

斜めブリ ッ ジ救助 岡田幸宏・ 渡海正則・ 花谷好人・ 和田章夫・ 恩澤康次

引揚救助 藤岡昭浩・ 河本幸舟・ 橘和臣・ 向井良・ 柴原裕明

ロープブリ ッ ジ救出 東泰宏・ 恩澤康次・ 一宮和宏・ 吉田克己

吉田克己・ 田中廣一・ 吉田一志・ 一宮和宏

障害突破 八代谷徹・ 岡田敏幸・ 高村浩二・ 由良哲朗・ 上間義宏

中谷明美・ 岩井一尊・ 石原裕士・ 田内健作・ 喜多浩二郎

複合検索 米谷敬一　 志水和男

者搬送溺 花山昇・ 藤原幸人 原田志朗・ 藤原幸人

水中結索 米谷敬一・ 田村和照・ 高橋伸武

前川和男・ 花山昇・ 岩佐敏行

基本泳法 柏原隆志　 奥橋正輝

者救助溺 二見広一・ 木村一郎・ 志水和男

岩佐敏行・ 田中利治・ 知野見和之

高橋伸武・ 山中啓嗣・ 志水和男

救援物資搬送 田村和照・ 薮内勇・ 知野見和之

谷内康雄・ 早高伸二・ 西田隆行

二見広一・ 藤原幸人・ 岡孝夫

人命救助 柏原隆志・ 水野厚・ 前川和男・ 志水和男

原田志朗・ 木村一郎・ 藤原幸人・ 志水和男

ほふく 救出 角田浩二・ 村上正人・ 坊古居良友

ロープブリ ッ ジ救出 吉田克己・ 田中廣一・ 吉田一志・ 一宮和宏

障害突破 中谷明美・ 岡田幸宏・ 岩井一尊・ 田内健作・ 喜多浩二郎

複合検索 米谷敬一

者搬送溺 花山昇・ 岩佐敏行

水中結索 米谷敬一・ 田村和照・ 高橋伸武

前川和男・ 花山昇・ 岩佐敏行

者救助溺 木村一郎・ 前川和男・ 二見広一

高橋伸武・ 山中啓嗣・ 志水和男

人命救助 原田志朗・ 木村一郎・ 岡孝夫・ 志水和男

近畿地区指導会 平成６ 年７ 月28日 大阪市消防学校 陸32名　 水23名参加

全国大会 平成6年８ 月25日 京都市消防学校 水19名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 柴原裕明

ロープブリ ッ ジ渡過 伊藤力　 岡田幸宏　 田渕信久

はし ご登はん 喜多浩二郎

ほふく 救出 坊古居良友・ 中谷明美・ 中垣政彦

角田浩二・ 村上正人・ 坊古居良友

中垣政彦・ 村上覚・ 坊古居良友

斜めブリ ッ ジ救助 渡海正則・ 花谷好人・ 森田満・ 柴原裕明・ 田渕信久

引揚救助 岩井一尊・ 藤岡昭浩・ 河本幸舟・ 向井良・ 吉田克己

ロープブリ ッ ジ救出 吉田一志・ 東泰宏・ 一宮和宏・ 吉田克己

森本崇・ 関根英司・ 伊藤力・ 吉田克己

障害突破 中谷明美・ 田内健作・ 喜多浩二郎・ 石原裕士・ 和田章夫

八代谷徹・ 岡田敏幸・ 高村浩二・ 由良哲朗・ 上間義宏

複合検索 米谷敬一　 阿部浩二　 知野見和之

者搬送溺 小間物谷敏雄・ 阿部浩二　 有田達年・ 岡部豪

水中結索 米谷敬一・ 田村和照・ 高橋伸武

岩佐敏行・ 福井豊人・ 小間物谷敏雄

基本泳法 柏原隆志　 岡部豪　 原弘典

者救助溺 高橋伸武・ 水野厚・ 志水和男

二見広一・ 木村一郎・ 志水和男

有田達洋・ 田中利治・ 岡部豪

救援物資搬送 二見広一・ 阿部浩二・ 岡孝夫

谷内康雄・ 早高伸二・ 西田隆行

田村和照・ 薮内勇・ 知野見和之

人命救助 原弘典・ 田中利治・ 志水和男・ 知野見和之

岡部豪・ 木村一郎・ 志水和男・ 知野見和之

柏原隆志・ 水野厚・ 志水和男・ 岩佐敏行

複合検索 阿部浩二

基本泳法 岡部豪　 原弘典

者搬送溺 有田達年・ 知野見和之

人命救助 岡部豪・ 木村一郎・ 阿部浩二・ 知野見和之

原弘典・ 田中利治・ 志水和男・ 西田隆行

者救助溺 高橋伸武・ 水野厚・ 志水和男

救援物資搬送 谷内康雄・ 早高伸二・ 西田隆行

第2 0 回

全国大会出場

第2 1 回

全国大会出場

第2 2 回

全国大会出場

第2 3 回

全国大会出場



　 こ の時期は神戸市消防局にと って、 まさ に逆境の期間です。  

　 第24回大会は神戸市にと って大き な契機の大会です。 阪神・ 淡路大震災の発生です。  

　 こ の災害を 契機に緊急消防援助隊が制度と し て成立し まし た。 その際にし き り に言われたこ と が他消

防本部と の「 顔の見える関係」 です。 元来、 指導会及び救助大会は他本部と 競う 場ではあり ますが、 競

う から こ そ本部を 離れ、 一消防職員と し てその技術を リ スペク ト し 合う 関係が構築さ れていき 、 現場で

活動を 行う 際でも 救助関係者はスムーズな現場活動が容易になり まし た。  

　 神戸市消防局は震災以降も 例年と 変わら ない規模で隊員が参加し 、 結果を 出し 続けまし た。 それは神

戸市が全国に出て行く こ と で「 神戸市は元気である 」 と いう メ ッ セージを 発信し 、 それが震災時に応援

を 受けたお礼になる と 考えたからです。  

震災を乗り 越える



近畿地区指導会 平成７ 年７ 月25日 大阪市消防学校 陸41名、 水21名参加

全国大会 平成７ 年８ 月25日 北九州市文化記念公園多目的グラ ンド ・ プール 水９ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 岡本晃始

ほふく 救出 坊古居良友・ 山本一利・ 中垣政彦

角田浩二・ 村上正人・ 山本一利

村上覚・ 中垣政彦・ 坊古居良友

斜めブリ ッ ジ救助 岡田幸宏・ 渡海正則・ 花谷好人・ 森田満・ 田渕信久

引揚救助 岩井一尊・ 橘和臣・ 向井良・ 伊藤力・ 阿部吉師

ロープブリ ッ ジ救出 森本崇・ 東泰宏・ 一宮和宏・ 関根英司

先間幸博・ 山端康人・ 恩澤康次・ 岡本晃始

障害突破 八代谷徹・ 岡田敏幸・ 高村浩二・ 由良哲朗・ 上間義宏

中谷明美・ 喜多浩二郎・ 二見広一・ 和田章夫・ 柴原裕明

複合検索 米谷敬一　 阿部浩二　 知野見和之

者搬送溺 小間物谷敏雄・ 阿部浩二　 有田達年・ 知野見和之

水中結索 米谷敬一・ 田村和照・ 高橋伸武

小間物谷敏雄・ 福井豊人・ 笠松学

基本泳法 柏原隆志　 岡部豪　 原弘典

者救助溺 有田達年・ 田中利治・ 岡部豪

高橋伸武・ 水野厚・ 志水和男

笠松学・ 木村一郎・ 志水和男

救援物資搬送 谷内康雄・ 早高伸二・ 西田隆行

田村和照・ 薮内勇・ 知野見和之

人命救助 岡部豪・ 木村一郎・ 志水和男・ 知野見和之

柏原隆志・ 水野厚・ 阿部浩二・ 岡部豪

原弘典・ 田中利治・ 志水和男・ 知野見和之

複合検索 阿部浩二

基本泳法 高橋伸武　 岡部豪

者救助溺 有田達年・ 田中利治・ 岡部豪

高橋伸武・ 水野厚・ 知野見和之

近畿地区指導会 平成８ 年７ 月25日 神戸市民防災総合センタ ー 陸59名　 水49名参加

全国大会 平成８ 年８ 月23日
札幌市消防訓練場 
札幌平岸プール

陸５ 名　 水23名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 岩井一尊

ロープブリ ッ ジ渡過 岡田幸宏

はし ご登はん 喜多浩二郎　 橘和臣　 南兵衛　 赤藤繁

ロープ応用登はん 中垣伸弥・ 芝田賀弘　 岡田敏幸・ 中谷明美

ほふく 救出 角田浩二・ 中垣政彦・ 山本一利

村上正人・ 山本一利・ 中垣政彦

斜めブリ ッ ジ救助 渡海正則・ 高橋信人・ 森田満・ 田渕信久・ 中垣伸弥

木村敏博・ 山村雅彦・ 藤本浩司・ 古市泰士・ 赤藤繁

引揚救助 岩井一尊・ 高田尚義・ 伊藤力・ 南兵衛・ 片岡伸太郎

八代谷徹・ 橘和臣・ 向井良・ 安部吉師・ 南兵衛

ロープブリ ッ ジ救出 恩澤康次・ 山端康人・ 先間幸博・ 一宮和宏

森本崇・ 東泰宏・ 一宮和宏・ 先間幸博

障害突破 岡田幸宏・ 関根英司・ 坊古居良友・ 菅原聖次・ 岡本晃始

中谷明美・ 喜多浩二郎・ 高村浩二・ 由良哲朗・ 上間義宏

岡田敏幸・ 和田章夫・ 二見広一・ 柴原裕明・ 村上圭

複合検索 米谷敬一　 阿部浩二　 福井豊人　 西川建治

者搬送溺 小間物谷敏雄・ 知野見和之　 有田達洋・ 笠松学

香西辰哉・ 岡部豪

水中結索 笠松学・ 阿部浩二・ 福井豊人

米谷敬一・ 田村和照・ 小間物谷敏雄

基本泳法 柏原隆志　 高橋伸武　 原弘典

者救助溺 有田達洋・ 田中利治・ 西川建治

笠松学・ 木村一郎・ 知野見和之

高橋伸武・ 水野厚・ 岡部豪

救援物資搬送 香西辰哉・ 岡部豪・ 西川建治

谷内康男・ 小西芳史・ 西田隆行

田村和照・ 薮内勇・ 知野見和之

人命救助 柏原隆志・ 水野厚・ 小西芳史・ 知野見和之

原弘典・ 田中利治・ 小西芳史・ 笠松学

岡部豪・ 木村一郎・ 小西芳史・ 知野見和之

引揚救助 八代谷徹・ 橘和臣・ 向井良・ 安部吉師・ 南兵衛

複合検索 阿部浩二

基本泳法 柏原隆志　 高橋伸武

者搬送溺 香西辰哉・ 岡部豪　 有田達年・ 西田隆行

水中結索 笠松学・ 阿部浩二・ 福井豊人

者救助溺 笠松学・ 木村一郎・ 知野見和之

人命救助 原弘典・ 田中利治・ 小西芳史・ 岡部豪

救援物資搬送 田村和照・ 薮内勇・ 知野見和之

谷内康男・ 小西芳史・ 西田隆行

近畿地区指導会 平成９ 年７ 月24日 大阪市消防学校 陸54名　 水45名参加

全国大会 平成９ 年８ 月22日 千葉県消防学校 水13名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 角田浩二　 柴原裕明

ロープブリ ッ ジ渡過 田渕信久　 山下敬之

はし ご登はん 喜多浩二郎　 徳力英治　 南兵衛

ロープ応用登はん 川井寛司・ 元田貴之　 岡田敏幸・ 柴原裕明

ほふく 救出 物袋和裕・ 香西義隆・ 山本一利

角田浩二・ 中垣政彦・ 川井寛司

村上正人・ 山本一利・ 川井寛司

斜めブリ ッ ジ救助 森田満・ 松本貴士・ 山村雅彦・ 古市泰士・ 高橋信人

引揚救助 八代谷徹・ 橘和臣・ 向井良・ 高田尚義・ 南兵衛

木村一郎・ 中垣伸弥・ 片岡伸太郎・ 柗本秀樹・ 南兵衛

ロープブリ ッ ジ救出 恩澤康次・ 森本崇・ 吉田一志・ 山下敬之

先間幸博・ 山端康人・ 東泰宏・ 山下敬之

障害突破 岡本晃始・ 菅原聖次・ 坊古居良友・ 関根英司・ 岡田幸宏

二見広一・ 村上圭・ 由良哲朗・ 喜多浩二郎・ 中谷明美

複合検索 廣町則行　 阿部浩二

者搬送溺 香西辰哉・ 小西芳史　 廣町則行・ 矢野孔明

水中結索 有田達洋・ 田村和照・ 小間物谷敏雄

笠松学・ 阿部浩二・ 西川建治

基本泳法 柏原隆志　 高橋伸武　 原弘典

者救助溺 高橋伸武・ 水野厚・ 岡部豪

笠松学・ 山本大二郎・ 知野見和之

有田達洋・ 田中利治・ 西川建治

救援物資搬送 香西辰哉・ 小西芳史・ 西川建治

小間物谷敏雄・ 岡部豪・ 矢野孔明

田村和照・ 薮内勇・ 知野見和之

人命救助 柏原隆志・ 水野厚・ 小西芳史・ 矢野孔明

原弘典・ 田中利治・ 小西芳史・ 笠松学

岡部豪・ 山本大二郎・ 小西芳史・ 矢野孔明

基本泳法 岡部豪　 高橋伸武

者搬送溺 香西辰哉・ 岡部豪

水中結索 有田達年・ 田村和照・ 小間物谷敏雄

笠松学・ 阿部浩二・ 西川建治

者救助溺 高橋伸武・ 水野厚・ 知野見和之

近畿地区指導会 平成10年７ 月30日 大阪市消防学校 陸62名　 水35名参加

全国大会 平成10年８ 月28日 大阪市消防学校 陸14名　 水16名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 小西芳史　 柴原裕明　 飯田隆彦　 角田浩二

ロープブリ ッ ジ渡過 安達孝　 中西健次　 山下敬之　 前原昭彦

はし ご登はん 知野見明生　 徳力英治　 南兵衛　 藤本浩司

ロープ応用登はん 柏原剛・ 吉田一志　 山田賢・ 平谷篤志

岡田敏幸・ 柴原裕明　 石崎親一・ 宮村利幸

ほふく 救出 物袋和裕・ 知野見和之・ 柏原剛

角田浩二・ 中垣政彦・ 柏原剛

村上正人・ 山本一利・ 中垣政彦

斜めブリ ッ ジ救助 森田満・ 松本貴士・ 高橋信人・ 古市泰士・ 知野見明生

引揚救助 高田尚義・ 木下功・ 片岡伸太郎・ 中垣伸弥・ 南兵衛

八代谷徹・ 柗本英樹・ 向井良・ 安部吉師・ 南兵衛

ロープブリ ッ ジ救出 恩澤康次・ 山端康人・ 東泰宏・ 中西健次

先間幸博・ 一宮和宏・ 薮内勇・ 山下敬之

障害突破 二見広一・ 村上圭・ 坊古居良友・ 菅原聖次・ 中谷明美

岡本晃始・ 上間義宏・ 由良哲朗・ 喜多浩二郎・ 高村浩二

複合検索 廣町則行　 阿部浩二

水中結索 有田達洋・ 小間物谷敏雄・ 田村和照

笠松学・ 阿部浩二・ 西川建治

基本泳法 柏原隆志　 高橋伸武　 岡部豪　 矢野孔明

者救助溺 鈴木三郎・ 桐野伸隆・ 前田征啓

有田達洋・ 宮村利幸・ 矢野孔明

水中検索救助 田村和照・ 高橋伸武・ 香西辰哉・ 鈴木三郎

小間物谷敏雄・ 岡部豪・ 原弘典・ 廣町則行

人命救助 柏原隆志・ 水野厚・ 前田征啓

笠松学・ 山本大二郎・ 小西芳史

者搬送溺 香西辰哉・ 矢野孔明　 原弘典・ 前田征啓

ロープブリ ッ ジ救出 恩澤康次・ 山端康人・ 東泰宏・ 中西健次

斜めブリ ッ ジ救助 森田満・ 松本貴士・ 高橋信人・ 古市泰士・ 知野見明生

障害突破 岡本晃始・ 上間義宏・ 由良哲朗・ 喜多浩二郎・ 高村浩二

複合検索 廣町則行　 阿部浩二

基本泳法 岡部豪　 高橋伸武

者搬送溺 香西辰哉・ 岡部豪

水中結索 笠松学・ 阿部浩・ 西川建治

者救助溺 有田達年・ 宮村利幸・ 矢野孔明

水中検索救助 田村和照・ 高橋伸武・ 香西辰哉・ 鈴木三郎

第2 ４ 回 第2 5 回

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

第2 7 回

第2 6 回



近畿地区指導会 平成11年７ 月29日 神戸市民防災総合センタ ー 陸60名　 水39名参加

全国大会 平成11年８ 月19日 横浜市消防訓練センタ ー 陸17名　 水14名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 小西芳史　 柴原裕明

ロープブリ ッ ジ渡過 安達孝　 中西健次　 山下敬之

はし ご登はん 知野見明生　 徳力英治　 寺神貞憲　 栗林延功

ロープ応用登はん 山田賢・ 平谷篤志　 岡田敏幸・ 宮村利幸

ほふく 救出 益岡爵圭・ 萩原裕士・ 小西芳史

中垣政彦・ 角田浩二・ 小西芳史

村上正人・ 山本一利・ 知野見明生

物袋和裕・ 知野見和之・ 知野見明生

斜めブリ ッ ジ救助 森田満・ 田口和史・ 高橋信人・ 古市泰士・ 宮中智弘

引揚救助 河本幸舟・ 村上圭・ 佐藤孝・ 中垣伸弥・ 南兵衛

高田信人・ 柗本英樹・ 向井良・ 安部吉師・ 寺神貞憲

ロープブリ ッ ジ救出 恩澤康次・ 山端康人・ 東泰宏・ 中西健次

先間幸博・ 一宮和宏・ 薮内勇・ 山下敬之

障害突破 二見広一・ 和田章夫・ 坊古居良友・ 山中裕司・ 芝田賀弘

岡本晃始・ 石﨑親一・ 由良哲朗・ 喜多浩二郎・ 高村浩二

複合検索 廣町則行　 阿部浩二　 鈴木三郎

水中結索 有田達洋・ 小間物谷敏雄・ 田村和照

笠松学・ 阿部浩二・ 小松康範

基本泳法 高橋伸武　 岡部豪　 矢野孔明

者救助溺 三枝正平・ 山本大二郎・ 前田征啓

笠松学・ 桐野伸隆・ 矢野孔明

鈴木三郎・ 宮村利幸・ 前田征啓

水中検索救助 有田達洋・ 小間物谷敏雄・ 田村和照・ 廣町則行

高橋伸武・ 三枝正平・ 香西辰哉・ 原弘典

人命救助 岡部豪・ 山本大二郎・ 矢野孔明

者搬送溺 香西辰哉・ 岡部豪　 原弘典・ 前田征啓

ロープブリ ッ ジ渡過 山下敬之

斜めブリ ッ ジ救助 森田満・ 田口和史・ 高橋信人・ 古市泰士・ 宮中智弘

ロープ応用登はん 山田賢・ 平谷篤志

ロープブリ ッ ジ救出 恩澤康次・ 山端康人・ 東泰宏・ 中西健次

障害突破 岡本晃始・ 石﨑親一・ 由良哲朗・ 喜多浩二郎・ 高村浩二

複合検索 阿部浩二

基本泳法 高橋伸武

者搬送溺 香西辰哉・ 岡部豪

水中結索 笠松学・ 阿部浩二・ 小松康範

者救助溺 三枝正平・ 山本大二郎・ 前田征啓

水中検索救助 高橋伸武・ 三枝正平・ 香西辰哉・ 原弘典

近畿地区指導会 平成12年７ 月13日 大阪市消防学校 陸57名　 水36名参加

全国大会 平成12年８ 月18日
熊本市総合屋内プール 
（ アク アド ームく まも と ）

陸６ 名　 水13名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 小西芳史　 柴原裕明　 河合龍治

ロープブリ ッ ジ渡過 松村泰程　 山下敬之

はし ご登はん 知野見明生　 徳力英治　 寺神貞憲　 森田拓志

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝　 柏原剛・ 泉川浩

ほふく 救出 中垣政彦・ 山本一利・ 小西芳史

角田浩司・ 知野見和之・ 知野見明生

斜めブリ ッ ジ救助 宮慶真義・ 脇田聖治・ 宮中智弘・ 山本鉄也・ 高橋信人

森田満・ 田口和史・ 高橋信人・ 古市泰士・ 宮中智弘

引揚救助 高田尚義・ 佐藤孝・ 片岡伸太郎・ 中垣伸弥・ 南兵衛

結城康之・ 南兵衛・ 西川建治・ 青山浩二・ 寺神貞憲

ロープブリ ッ ジ救出 恩澤康次・ 中西健次・ 東泰宏・ 松村泰程

先間幸博・ 一宮和宏・ 薮内勇・ 山下敬之

障害突破 末澤泰裕・ 三浦直樹・ 足立学・ 和田章夫・ 二見広一

岡本晃始・ 石﨑親一・ 由良哲朗・ 喜多浩二郎・ 高村浩二

複合検索 廣町則行　 阿部浩二　 鈴木三郎

水中結索 有田達洋・ 真柴由実・ 田村和照

香西辰哉・ 阿部浩二・ 小松康範

基本泳法 高橋伸武　 岡部豪　 矢野孔明　 原弘典

者搬送溺 小松康範・ 真柴由実　 原弘典・ 前田征啓

者救助溺 笠松学・ 桐野伸隆・ 矢野孔明

三枝正平・ 谷本成範・ 前田征啓

鈴木三郎・ 前田征治・ 真柴由実

人命救助 伊藤公一・ 宮村利幸・ 前田征啓

岡部豪・ 山本大二郎・ 矢野孔明

水中検索救助 高橋伸武・ 三枝正平・ 香西辰哉・ 有田達洋

ロープブリ ッ ジ渡過 山下敬之

斜めブリ ッ ジ救助 森田満・ 田口和史・ 高橋信人・ 古市泰士・ 宮中智弘

基本泳法 高橋伸武

者搬送溺 小松康範・ 真柴由実

水中結索 香西辰哉・ 阿部浩二・ 小松康範

者救助溺 三枝正平・ 谷本成範・ 前田征啓

水中検索救助 高橋伸武・ 三枝正平・ 香西辰哉・ 有田達洋

近畿地区指導会 平成13年７ 月26日 神戸市民防災総合センタ ー 陸59名　 水21名参加

全国大会 平成13年８ 月８ 日
東京消防庁豊洲訓練場 
東京辰巳国際水泳場

陸６ 名　 水14名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 森仁志　 河合龍治　 小西芳史　 柴原裕明

ロープブリ ッ ジ渡過 広内実　 松村泰程　 山下敬之

はし ご登はん 知野見明生　 徳力英治　 今中憲弘　 森田拓志

ロープ応用登はん 菊間貴光・ 八澤直之　 西田貴幸・ 平谷篤志

笹倉隆史・ 豊福和孝

ほふく 救出 足立学・ 柏原剛・ 寺神貞憲

中垣政彦・ 山本一利・ 寺神貞憲

益岡爵圭・ 堤和也・ 寺神貞憲

物袋和裕・ 知野見和之・ 柏原剛

引揚救助 高田尚義・ 西川建治・ 青山浩二・ 片岡伸太郎・ 南兵衛

斜めブリ ッ ジ救助 宮慶真義・ 宮中智弘・ 田口和史・ 古市泰士・ 高津充雄

森田満・ 松本貴士・ 松末人・ 山本鉄也・ 高津充雄

ロープブリ ッ ジ救出 後藤宣徳・ 中西健次・ 薮内勇・ 松村泰程

恩澤康次・ 一宮和弘・ 東泰宏・ 山下敬之

岩下勝・ 森本崇・ 安達孝・ 広内実

障害突破 末澤泰裕・ 由良哲朗・ 三浦直樹・ 北川忠・ 上間義宏

岡本晃始・ 石﨑親一・ 水門浩一・ 菅原聖次・ 二見広一

複合検索 廣町則行　 伊藤公一　 鈴木三郎

水中結索 有田達洋・ 廣町則行・ 田村和照

香西辰哉・ 阿部浩二・ 小松康範

基本泳法 高橋伸武　 岡部豪　 矢野孔明　 笠松学

者搬送溺 小松康範・ 真柴由実　 原弘典・ 前田征啓

者救助溺 笠松学・ 桐野伸隆・ 矢野孔明

岡部豪・ 谷本成範・ 前田征啓

鈴木三郎・ 前田征治・ 真柴由実

人命救助 伊藤公一・ 宮村利幸・ 前田征啓

三枝正平・ 山本大二郎・ 矢野孔明

水中検索救助 高橋伸武・ 阿部浩二・ 香西辰哉・ 有田達洋

斜めブリ ッ ジ救助 森田満・ 松本貴士・ 松末人・ 山本鉄也・ 高津充雄

ロープブリ ッ ジ渡過 山下敬之

基本泳法 高橋伸武　 笠松学

者搬送溺 小松康範・ 真柴由実

水中結索 香西辰哉・ 阿部浩二・ 小松康範

者救助溺 笠松学・ 桐野伸隆・ 矢野孔明

水中検索救助 高橋伸武・ 阿部浩二・ 香西辰哉・ 有田達洋

近畿地区指導会 平成14年７ 月18日 大阪市消防学校 陸56名　 水31名参加

全国大会 平成14年８ 月23日 名古屋市消防学校 陸６ 名　 水13名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 森仁志　 田辺剛　 柴原裕明

ロープブリ ッ ジ渡過 山口雅之　 田中幹人　 山下敬之

はし ご登はん 知野見明生　 今中憲弘

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝　 山本千昭・ 長渡昭虎

ほふく 救出 中垣政彦・ 知野見和之・ 寺神貞憲

柏原剛・ 足立学・ 寺神貞憲

斜めブリ ッ ジ救助 古市泰士・ 松末人・ 高津充雄・ 三家靖啓・ 山本一利

田口和史・ 森田満・ 宮中智弘・ 山本鉄也・ 松本貴士

引揚救助 高田尚義・ 西川建治・ 青山浩二・ 片岡伸太郎・ 森田拓志

柗本英樹・ 坊古居良友・ 結城康之・ 増田隆志・ 南兵衛

ロープブリ ッ ジ救出 恩澤康次・ 薮内勇・ 一宮和弘・ 山下敬之

安部吉師・ 中西健次・ 岩下勝・ 山口雅之

障害突破 由良哲朗・ 岡本晃始・ 菅原聖次・ 三浦直樹・ 二見広一

上間義宏・ 水門浩一・ 岡村聡・ 河合龍治・ 村上圭

複合検索 廣町則行

基本泳法 高橋伸武　 岡部豪　 笠松学

者搬送溺 小松康範・ 前田征啓

水中結索 石丸祐介・ 廣町則行・ 田村和照

有田達洋・ 小松康範・ 阿部浩二

者救助溺 笠松学・ 桐野伸隆・ 矢野孔明

香西辰哉・ 谷本成範・ 前田征啓

岡部豪・ 前田征治・ 矢野孔明

人命救助 伊藤公一・ 宮村利幸・ 前田征啓

三枝正平・ 山本大二郎・ 矢野孔明

水中検索救助 高橋伸武・ 阿部浩二・ 香西辰哉・ 有田達洋

ロープブリ ッ ジ渡過 山下敬之

障害突破 由良哲朗・ 岡本晃始・ 菅原聖次・ 三浦直樹・ 二見広一

基本泳法 笠松学　 高橋伸武

者搬送溺 小松康範・ 前田征啓

水中結索 石丸祐介・ 廣町則行・ 田村和照

有田達洋・ 小松康範・ 阿部浩二

者救助溺 笠松学・ 桐野伸隆・ 矢野孔明

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場

第2 8 回 第2 9 回

第3 1 回第3 0 回

全国大会出場





　 平成15年に伊川谷火災事故が発生し 、 神戸市消防局は大き な悲し みと 衝撃を受けまし た。  

　 指導会の参加隊員にも 事故に遭遇し た隊員が数多く おり 、 殉職さ れた職員も 全国大会に出場する優

秀な隊員でし た。 神戸レスキュ ーは震災に関しては困難に挑むこ と で乗り 越えるこ と を選択し 、 日々

努力重ねまし たが、 伊川谷火災事故については乗り 越えるのではなく 、 殉職者の想いを我々が背負い、

伝えていく こ と でと も に進んでいく こ と を選択し まし た。

「 伝説の１ 番員」

「 日が光り 始める 」 と 書いて「 晃始（ こ う じ ） 」  

生前、 本人から 直接聞いた名前の由来は彼の活躍を 象徴し ていた。  

救助技術を競い合う 大会「 救助技術指導会」 に出場し 、 一番先頭でロープを渡り 、

数々の障害を 突破し 、 ５ 人でゴールを 目指す「 障害突破」 と いう 種目の１ 番員。  

救助隊長　 岡本晃始（ おかも と 　 こ う じ ）  

全国大会に３ 度の出場を 果たす偉業を 上回る １ 番員は彼以外に存在し ない。  

伝説の１ 番員は今も 生き つづけている 。  



　 平成14年度近畿地区指導会に石丸祐介と 水中結索に出場する こ と が決まり 、 強化訓練前

期から 泳ぎ込める 体力作り を 行い、 第31回全国消防救助技術指導会名古屋大会出場を 目標

にさ ら に泳ぎ込み、 ロ ープワーク を 無我夢中で自ら を 追い込む祐介の姿を 想いだし ます。

近畿地区指導会で水中結索の全国切符を 獲得し た時は本当にう れし く 、 将来の活躍が楽し

みだっ たこ と が蘇えり ます。 寡黙で訓練に取組み、 どんな状況でも 、 シュ ッ と し た二枚目

顔で何事にも 動じ ない姿には貫禄を 感じ まし た。 神戸消防水上の部を 背負って立つ隊員に

育てあげる ぞ！と 心に誓っ たこ と が今も なお心に残っています。 祐介から 教えら れたこ と

は今では強い教訓と なり 一緒に全国出場し たこ と は大き な財産です。 こ の財産は若手職員

育成に欠かせないも のになっ ています。 一つの浮環にかける 思いと 小綱に力を 託し 0.1秒の

戦いに挑んだこ と は忘れら れない。  

　 まさ に大会の合言葉である 「 Ｄ Ｒ Ａ ＭＡ Ｔ Ｉ Ｃ 　 Ｒ Ｅ Ｓ Ｃ Ｕ Ｅ 」 ！ 

「 ０ .１ 秒の戦い」

「 孔明に乾杯」  
　 69期同期会の乾杯の発声です。  

　 伊川谷火災事故から 約1ヶ 月後に行われた合同葬儀の場で、 初任科時代そし て救助技

術指導会で矢野孔明と 苦楽を 共にし た同期生の中から 「 お前のこ と で泣く のはこ れでし

まいにする わ」 と いう 声が漏れまし た。 事故の日から 悲し みの淵に沈んでいた我々が少

し ずつ前を 向こ う と し た瞬間でし た。  

　 あれから 15年。 すっ かり おっ さ んになっ た面々は、 今年も 参加者＋1個のグラ スを 用

意し 、 笑顔で「 孔明に乾杯！」



近畿地区指導会 平成16年７ 月29日 兵庫県立広域防災センタ ー 陸62名　 水29名参加

全国大会 平成16年８ 月26日 兵庫県立広域防災センタ ー 陸８ 名　 水15名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 柴原裕明　 竹田充　 知野見明生　 澁谷佳彦

ロープブリ ッ ジ渡過 山本一利　 田中幹人　 山下敬之　 山口雅之

はし ご登はん 羽渕隆則　 森美幸　 今中憲弘　 西川大輔

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝　 山本千昭・ 長渡昭虎

佐藤孝・ 柴原裕明

ほふく 救出 知野見和之・ 物袋和裕・ 前田征啓

柏原剛・ 足立学・ 前田征啓

斜めブリ ッ ジ救助 古市泰士・ 田口和史・ 森田満・ 松本貴士・ 和田章夫

山本鉄也・ 宮中智弘・ 高橋信人・ 松末人・ 國本哲

引揚救助 山本大二郎・ 西川建治・ 坊古居良友・ 恩澤康次・ 広内実

青山浩二・ 柗本英樹・ 片岡伸太郎・ 高田尚義・ 南兵衛

ロープブリ ッ ジ救出 岩下勝・ 後藤宣徳・ 安達孝・ 山本一利

一宮和宏・ 中西健次・ 薮内勇・ 山口雅之

障害突破 三浦直樹・ 末澤泰裕・ 森田拓志・ 上原拓真・ 二見広一

石﨑親一・ 水門浩一・ 立脇龍也・ 貝澤大介・ 北濱雄一

複合検索 廣町則行　 阿部徹

基本泳法 高橋伸武　 岡部豪

者搬送溺 有田達洋・ 野中伸一郎　 香西辰哉・ 岡部豪

水中結索 伊藤公一・ 杉山裕一・ 江川正和

有田達洋・ 小松康範・ 阿部浩二

笠松学・ 三枝正平・ 高橋伸武

者救助溺 香西辰哉・ 谷本成範・ 吉田知展

小松康範・ 前田征治・ 伊藤公一

笠松学・ 桐野伸隆・ 野中伸一郎

人命救助 三枝正平・ 宮村利幸・ 吉田知展

引揚救助 山本大二郎・ 西川建治・ 坊古居良友・ 恩澤康次・ 広内実

ロープブリ ッ ジ渡過 山下敬之

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝

複合検索 阿部浩二

基本泳法 高橋伸武

者搬送溺 有田達洋・ 野中伸一郎

香西辰哉・ 岡部豪

水中結索 有田達洋・ 小松康範・ 阿部浩二

者救助溺 小松康範・ 前田征治・ 伊藤公一

人命救助 三枝正平・ 宮村利幸・ 吉田知展

　 こ の大会では地域住民に親し まれる 消防救助隊と し て住民参加型と し 、 会場内に消防防災体験コ ーナーや資機

材展示を 設け、 約10,000人が来場し て行われまし た。  

　 全国から の939名の救助隊員が参加し 、 アト ラ ク ショ ン と して幼年消防ク ラ ブの合同演技の披露やプールにて神

戸海上保安部と 消防水難救助隊（ 神戸市・ 尼崎市・ 西宮市・ 明石市・ 加古川・ 姫路市） と の合同訓練も 披露さ れ

まし た。  

　 震災から 10年目を 迎え、 こ の大会を 通じ 、 全国の消防本部や各機関及び国内外の方々から いただいた応援に対

し 「 お礼」 と 「 感謝」 を 示すと と も に復興し た兵庫県・ 神戸市を アピールし まし た。  

　 こ の大会から 後、 近畿地区指導会は一般来場がし やすい土日開催が採用さ れ、 開催地事務局は各種工夫を 凝ら

し たイ ベント を 指導会と 同時開催し ています。  

　 救助大会の見直し  

　 第32回大会までこ の大会は日本財団の助成を 受けていまし たが、 こ の33回大会から こ の助成がなく なり 、 新た

に市町村振興協会から の後援を 受ける こ と と なり まし た。  

　 こ れを 機に救助大会について見直し が全国消防協会でなさ れ、 大会自体を さ ら に広く 市民にアピールする こ と

や実施種目について見直し が検討さ れ、 33回大会から 種目の一部見直し がさ れま し た。 以降、 救助大会は全国消

防協会に設けら れた救助大会研究会（ 専門部会） で毎年、 見直し が検討さ れる こ と と なり まし た。

第3 3 回

全国大会出場

２ 度目の全国大会開催

M E M O R I A L 　 R E S U C U E

　 －感謝を こ めて－　

2 0 4 H Y O G O ・ K O B E  



近畿地区指導会 平成15年７ 月24日 神戸市民防災総合センタ ー 陸48名　 水28名参加

全国大会 平成15年８ 月28日 仙台市泉総合運動場 陸９ 名　 水13名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 柴原裕明

ロープブリ ッ ジ渡過 山口雅之　 田中幹人　 山下敬之

はし ご登はん 羽渕隆則　 森美幸　 今中憲弘

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝　 山本千昭・ 長渡昭虎

ほふく 救出 知野見和之・ 寺神貞憲・ 山本一利

角田浩二・ 物袋和裕・ 前田征啓

柏原剛・ 足立学・ 山本一利

引揚救助 高田尚義・ 西川建治・ 青山浩二・ 片岡伸太郎・ 森田拓志

斜めブリ ッ ジ救助 古市泰士・ 田口和史・ 森田満・ 松本貴士・ 和田章夫

宮中智弘・ 松末人・ 山本鉄也・ 高津充雄・ 向井良

ロープブリ ッ ジ救出 一宮和宏・ 薮内勇・ 後藤宣徳・ 山下敬之

安達孝・ 岩下勝・ 中西健次・ 山口雅之

障害突破 岡村聡・ 末澤泰裕・ 水門浩一・ 立脇龍也・ 村上圭

複合検索 廣町則行

基本泳法 杉山裕一　 岡部豪　 高橋伸武

者搬送溺 小松康範・ 野中伸一郎

水中結索 田村和照・ 杉山裕一・ 江川正和

有田達洋・ 小松康範・ 阿部浩二

者救助溺 香西辰哉・ 谷本成範・ 吉田知展

笠松学・ 前田征治・ 野中伸一郎

人命救助 伊藤公一・ 桐野伸隆・ 野中伸一郎

三枝正平・ 宮村利幸・ 吉田知展

水中検索救助 笠松学・ 高橋伸武・ 阿部浩二・ 有田達洋

斜めブリ ッ ジ救助 古市泰士・ 田口和史・ 森田満・ 松本貴士・ 和田章夫

はし ご登はん 今中憲弘

ロープブリ ッ ジ渡過 山下敬之

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝

複合検索 廣町則行

基本泳法 高橋伸武

者搬送溺 小松康範・ 野中伸一郎

人命救助 三枝正平・ 宮村利幸・ 吉田知展

水中結索 有田達洋・ 小松康範・ 阿部浩二

者救助溺 香西辰哉・ 谷本成範・ 吉田知展

近畿地区指導会 平成17年７ 月28日 大阪市消防学校 陸37名　 水29名参加

全国大会 平成17年８ 月25日
さ いたま市岩槻文化公園 
県営大宮公園水泳場

陸４ 名　 水20名参加

種目 参加隊員

ロープ登はん 竹田充　 知野見明生　 澁谷佳彦

ロープブリ ッ ジ渡過 山口雅之　 田中幹人　 山下敬之　 山本一利

はし ご登はん 今中憲弘

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝　 山本千昭・ 長渡昭虎

ほふく 救出 足立学・ 森田満・ 宮中智弘

物袋和裕・ 柏原剛・ 泉辰朗

引揚救助 結城康之・ 広内実・ 片岡伸太朗・ 青山浩二・ 南兵衛

ロープブリ ッ ジ救出 後藤宣徳・ 岩下勝・ 安達孝・ 山本一利

障害突破 石﨑親一・ 立脇龍也・ 上原拓真・ 三浦直樹・ 高村浩二

森田拓志・ 水門浩一・ 貝澤大介・ 村上圭・ 田口和史

基本泳法 高橋伸武　 阿部徹

者搬送溺 石丸亮介・ 阿部徹　 有田達洋・ 野中伸一郎

香西辰哉・ 岡部豪

水中結索 伊藤公一・ 杉山裕一・ 石丸亮介

有田達洋・ 小松康範・ 阿部浩二

笠松学・ 三枝正平・ 阿部徹

者救助溺 香西辰哉・ 谷本成範・ 吉田知展

小松康範・ 前田征治・ 伊藤公一

笠松学・ 桐野伸隆・ 野中伸一郎

人命救助 三枝正平・ 宮村利幸・ 吉田知展

ロープブリ ッ ジ渡過 山下敬之

はし ご登はん 今中憲弘

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝

者搬送溺 有田達洋・ 野中伸一郎

水中結索 有田達洋・ 小松康範・ 阿部浩二

笠松学・ 三枝正平・ 阿部徹

者救助溺 香西辰哉・ 谷本成範・ 吉田知展

小松康範・ 前田征治・ 伊藤公一

笠松学・ 桐野伸隆・ 野中伸一郎

人命救助 三枝正平・ 宮村利幸・ 吉田知展

近畿地区指導会 平成18年７ 月29日 兵庫県立広域防災センタ ー 陸29名　 22名参加

全国大会 平成18年８ 月24日 札幌市消防学校・ 札幌市平岸プール 陸８ 名　 水３ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 赤松宏章　 田中幹人　 山下敬之

はし ご登はん 今中憲弘　 宮中智弘　 神手大輔

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝　 山本千昭・ 長渡昭虎

高見洋輔・ 松本隆年

ほふく 救出 物袋和裕・ 柏原剛・ 中垣政彦

引揚救助 結城康之・ 南兵衛・ 青山浩二・ 広内実・ 泉辰朗

ロープブリ ッ ジ救出 岩下勝・ 前田征治・ 後藤宣徳・ 赤松宏章

障害突破 水門浩一・ 石﨑親一・ 立脇龍也・ 貝澤大介・ 上原拓真

基本泳法 高橋伸武　 岡部豪　 伊東貴司

者搬送溺 有田達洋・ 伊東貴司　 香西辰哉・ 岡部豪

水中結索 伊藤公一・ 杉山裕一・ 阿部徹

有田達洋・ 小松康範・ 阿部徹

者救助溺 香西辰哉・ 谷本成範・ 吉田知展

笠松学・ 桐野伸隆・ 伊藤公一

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 吉田知展

ロープブリ ッ ジ渡過 山下敬之

ロープ応用登はん 笹倉隆史・ 豊福和孝

障害突破 水門浩一・ 石﨑親一・ 立脇龍也・ 貝澤大介・ 上原拓真

者救助溺 香西辰哉・ 谷本成範・ 吉田知展

第3 2 回 第3 4 回

第3 5 回

全国大会出場

全国大会出場

全国大会出場



　 日本財団の助成廃止や救助大会の開催原資のひと つである全国消防協会のグループ保険

の加入者の減少により 、 主催団体の全国消防協会では消防長を 構成員と する 「 全国消防救

助技術大会に関する検討会」 を 設置し 、 大会の新たな枠組みを 議論し ています。 そのなか

で、 一時は救助大会自体の発展的な廃止も 検討さ れまし たが、 競技を 主目的と し た大会か

ら 、 創意と 工夫のも と で安全で的確・ 迅速な訓練を 発表する「 技術訓練」 が第36回大会か

ら 創設さ れ、 競技形式の大会から 発表形式へと 実施目的を 将来的にシフ ト していく こ と を

含めて、 開催の継続が続いていき ます。  

　 こ の技術訓練は近畿地区指導会では毎年実施しており 、 全国での披露の場と して第42回

広島大会で発表さ れまし た。  

救助大会の見直し と 変化

想定外を乗り 越えて

近畿地区指導会 平成19年７ 月28日 大阪市消防学校 陸41名、 水17名参加

全国大会 平成19年８ 月22日
東京消防庁夢の島消防訓練場 
東京辰巳国際水泳場

陸１ 名　 水３ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 赤松宏章　 田中幹人

はし ご登はん 今中憲弘　 宮中智弘

ロープ応用登はん 山本千昭・ 木船優治　 高見洋輔・ 松本隆年

知野見明生・ 竹田充

ほふく 救出 松上倫也・ 鍋島浩紀・ 中垣政彦

引揚救助 広内実・ 野中伸一郎・ 髙田尚義・ 南兵衛・ 結城康之

西川建治・ 伊関将司・ 濱野勝一・ 宮本佳一・ 三枝正平

ロープブリ ッ ジ救出 住吉樹・ 田中和宏・ 坊古居良友・ 山本鉄也

岩下勝・ 前田征治・ 後藤宣徳・ 山下敬之

障害突破 貝澤大介・ 松本貴士・ 水門浩一・ 石﨑親一・ 上原拓真

三浦直樹・ 末澤泰裕・ 永井康道・ 釡江和孝・ 北濱雄一

基本泳法 高橋伸武　 岡部豪

水中結索 伊藤公一・ 杉山裕一・ 阿部徹

有田達洋・ 小松康範・ 阿部徹

者救助溺 香西辰哉・ 谷本成範・ 吉田知展

笠松学・ 桐野伸隆・ 伊藤公一

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 吉田知展

はし ご登はん 今中憲弘

水中結索 有田達洋・ 小松康範・ 阿部徹

第3 6 回

全国大会出場





近畿地区指導会 平成20年７ 月26日 兵庫県立広域防災センタ ー 陸47名　 水33名参加

全国大会 平成８ 年８ 月23日
北九州市立勝山公園 
北九州市立勝山市民プール

陸11名　 水８ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 斉藤真也　 澁谷佳彦　 赤松宏章

はし ご登はん 坂本遼　 神手大輔　 西川忠伸　 宮中智弘

ロープ応用登はん 山本千昭・ 木船優治　 高見洋輔・ 松本隆年

知野見明生・ 竹田充

ほふく 救出 松上倫也・ 鍋島浩紀・ 中垣政彦

車力勇・ 敦見宗弘・ 柏原剛

引揚救助 三枝正平・ 宮本佳一・ 濱野勝一・ 伊関将司・ 釡江和孝

髙田尚義・ 南兵衛・ 広内実・ 結城康之・ 野中伸一郎

ロープブリ ッ ジ救出 岩下勝・ 前田征治・ 後藤宣徳・ 山下敬之

住吉樹・ 田中和宏・ 山本亮平・ 藤原圭一

障害突破 上原拓真・ 石﨑親一・ 三浦直樹・ 水門浩一・ 松本貴士

永井康道・ 貝澤大介・ 北濱雄一・ 鹿島周平・ 末澤泰裕

複合検索 杉山裕一　 阿部徹　 伊東貴司

基本泳法 高橋伸武　 横山元樹　 井上奈緒

者搬送溺 有田達洋・ 長村令子　 伊保恒毅・ 井上奈緒

水中結索 横山元樹・ 阿部浩二・ 山本和揮

伊藤公一・ 杉山裕一・ 小松康範

者救助溺 木崎義紘・ 泉口将人・ 泉澤正和

桐野伸隆・ 笠松学・ 吉田知展

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 長村令子

水中検索救助 高橋伸武・ 阿部浩二・ 有田達洋・ 香西辰哉

笠松学・ 阿部徹・ 小松康範・ 山中亮人

ロープブリ ッ ジ渡過 赤松宏章

はし ご登はん 西川忠伸

ロープブリ ッ ジ救出 岩下勝・ 前田征治・ 後藤宣徳・ 山下敬之

障害突破 上原拓真・ 石﨑親一・ 三浦直樹・ 水門浩一・ 松本貴士

基本泳法 高橋伸武

者搬送溺 有田達洋・ 長村令子

水中結索 伊藤公一・ 杉山裕一・ 小松康範

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 長村令子

近畿地区指導会 平成21年７ 月25日 大阪市消防学校 陸60名　 水30名参加

全国大会 平成21年８ 月20日 横浜市消防訓練センタ ー 陸２ 名　 水10名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 梅崎直樹　 西川忠伸　 澁谷佳彦　 濱田隆志　 斉藤真也

はし ご登はん 谷池史章　 梅木裕史　 上野耕輔　 高松由　 宮中智弘　 神手大輔　 坂本遼

ロープ応用登はん 糺徳雄・ 木本貴彦　 山本千昭・ 田中幹人

知野見明生・ 竹田充　 高見洋輔・ 松本隆年

ほふく 救出 松上倫也・ 鍋島浩紀・ 中垣政彦

柏原剛・ 泉辰朗・ 片山慶明

敦見宗弘・ 三宅亘・ 坊真吾

上辻和也・ 辻岳史・ 片山慶明

引揚救助 三枝正平・ 宮本佳一・ 古川誠・ 伊関将司・ 坂本遼

髙田尚義・ 南兵衛・ 広内実・ 松原宏樹・ 濱野勝一

ロープブリ ッ ジ救出 岩下勝・ 前田征治・ 後藤宣徳・ 赤松宏章

山本鉄也・ 田中和宏・ 藤原圭一・ 西川忠伸

障害突破 上原拓真・ 永井康道・ 釡江和孝・ 北濱雄一・ 末澤泰裕

三浦直樹・ 貝澤大介・ 入田優・ 鹿島周平・ 酒井大輔

複合検索 杉山裕一　 阿部徹　 山本和揮

基本泳法 横山元樹　 笠松学　 井上奈緒

者搬送溺 有田達洋・ 井上奈緒

水中結索 伊藤公一・ 杉山裕一・ 小松康範

横山元樹・ 伊東貴司・ 田村和照

者救助溺 桐野伸隆・ 笠松学・ 吉田知展

木崎義紘・ 香西辰哉・ 山本和揮

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 長村令子

谷本成範・ 伊保恒毅・ 吉田知展

水中検索救助 高橋伸武・ 阿部徹・ 有田達洋・ 山中亮人

ロープ応用登はん 山本千昭・ 田中幹人

複合検索 阿部徹

基本泳法 笠松学

者搬送溺 有田達洋・ 井上奈緒

水中結索 伊藤公一・ 杉山裕一・ 小松康範

者救助溺 木崎義紘・ 香西辰哉・ 山本和揮

近畿地区指導会 平成22年７ 月24日 兵庫県立広域防災センタ ー 陸50名　 水33名参加

全国大会 平成22年８ 月27日 京都市消防活動総合センタ ー 陸６ 名　 水10名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 西川忠伸　 糺徳雄　 梅崎直樹　 澁谷佳彦

はし ご登はん 坂本遼　 梅木裕史　 高松由　 神手大輔　 宮中智弘

ほふく 救出 三宅亘・ 長村令子・ 多鹿公哉

松上倫也・ 鍋島浩紀・ 柏原剛

車力勇・ 敦見宗弘・ 森田拓志

ロープ応用登はん 山本千昭・ 田中幹人　 高見洋輔・ 松本隆年

ロープブリ ッ ジ救出 岩下勝・ 前田征治・ 田中和宏・ 赤松宏章

住吉樹・ 柿木和哉・ 藤原圭一・ 西川忠伸

引揚救助 髙田尚義・ 三枝正平・ 南兵衛・ 広内実・ 上野耕輔

片岡伸太郎・ 伊関将司・ 濱野勝一・ 松原宏樹・ 坂本遼

障害突破 三浦直樹・ 上原拓真・ 北濱雄一・ 永井康道・ 酒井大輔

水門浩一・ 貝澤大介・ 釡江和孝・ 入田優・ 鹿島周平

複合検索 山中亮人　 阿部徹　 山本和揮　 村松匠

基本泳法 横山元樹　 伊保恒毅　 井上奈緒

者搬送溺 有田達洋・ 井上奈緒　 石丸亮介・ 井上奈緒

水中結索 伊藤公一・ 杉山裕一・ 小松康範

横山元樹・ 伊東貴司・ 笠松学

者救助溺 桐野・ 伊保恒毅・ 野中伸一郎

谷本成範・ 香西辰哉・ 吉田知展

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 吉田知展

木崎義紘・ 小松康範・ 野中伸一郎

水中検索救助 杉山裕一・ 山中亮人・ 有田達洋・ 香西辰哉

ロープブリ ッ ジ渡過 澁谷佳彦

障害突破 三浦直樹・ 上原拓真・ 北濱雄一・ 永井康道・ 酒井大輔

複合検索 山中亮人

基本泳法 横山元樹

者搬送溺 有田達洋・ 井上奈緒

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 吉田知展

水中結索 横山元樹・ 伊東貴司・ 笠松学

近畿地区指導会
東日本大震災により 中止

全国大会

第3 7 回

全国大会出場

第3 8 回

全国大会出場

第3 9 回

全国大会出場

第4 0 回



近畿地区指導会 平成24年７ 月14日 大阪市消防学校 陸45名　 水33名参加

全国大会 平成24年８ 月７ 日
ゆり かも め新豊洲駅前特設会場 
東京辰巳国際水泳場

陸５ 名　 水５ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 梅崎直樹　 糺徳雄　 濱田隆志　 中林謹介

はし ご登はん 上野耕輔　 高松由　 宮中智弘

ロープ応用登はん 高見洋輔・ 松本隆年　 山本千昭・ 田中幹人

ほふく 救出 松井謙介・ 勝庸一・ 南兵衛

辻岳史・ 松上倫也・ 柏原剛

引揚救助 宮本佳一・ 中坪俊仁・ 古川哲也・ 岩本穂・ 山本亮平

三枝正平・ 伊関将司・ 濱野勝一・ 古川誠・ 坂本遼

ロープブリ ッ ジ救出 柿木和哉・ 藤原圭一・ 岩倉徹・ 西川忠伸

前田征治・ 田中和宏・ 杉本拓磨・ 神手大輔

障害突破 上原拓真・ 釡江和孝・ 入田優・ 政田達彦・ 鹿島周平

北濱雄一・ 酒井大輔・ 乾翔太朗・ 櫻井辰悠・ 三木博文

複合検索 山本和揮　 横山貴幸

基本泳法 伊東貴司　 津田智哉

者搬送溺 横山元樹・ 吉田知展　 有田達洋・ 中田直樹

水中結索 伊藤公一・ 山本和揮・ 小松康範

伊保恒毅・ 伊東貴司・ 笠松学

者救助溺 西別府穣・ 山中亮人・ 中田直樹

花房聖史・ 木村賢太・ 津田智哉

谷本成範・ 横山元樹・ 吉田知展

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 吉田知展

村松匠・ 道永直生・ 中田直樹

水中検索救助 阿部徹・ 杉山裕一・ 山中亮人・ 横山貴幸

ほふく 救出 辻岳史・ 松上倫也・ 柏原剛

ロープ応用登はん 山本千昭・ 田中幹人

人命救助 宮村利幸・ 石丸亮介・ 吉田知展

者搬送溺 有田達洋・ 中田直樹

近畿地区指導会 平成25年７ 月26日 兵庫県立広域防災センタ ー 陸42名　 水30名参加

全国大会 平成25年８ 月22日
旧広島市民球場跡地 
広島市総合屋内プール

陸９ 名　 水５ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 中林謹介　 濱田隆志

はし ご登はん 梅木裕史　 高松由

ロープ応用登はん 山本千昭・ 田中幹人　 前田陽太・ 松栄陽介

ほふく 救出 庄司一貴・ 中田考次・ 上野耕輔

松井謙佑・ 松上倫也・ 辻岳史

引揚救助 松本隆年・ 宮本佳一・ 瀧井智雄・ 古川哲也・ 寺神貞憲

三枝正平・ 伊関将司・ 濱野勝一・ 古川誠・ 南兵衛

ロープブリ ッ ジ救出 田中和宏・ 杉本拓磨・ 前田征治・ 山本亮平

柿木和哉・ 藤原圭一・ 岩倉徹・ 泉辰朗

障害突破 上原拓真・ 北濱雄一・ 酒井大輔・ 入田優・ 鹿島周平

釡江和孝・ 乾翔太朗・ 政田達彦・ 三木博文・ 南浦将樹

複合検索 山本和揮　 横山貴幸

基本泳法 伊東貴司　 津田智哉

者搬送溺 有田達洋・ 道永直生　 横山元樹・ 長村令子

水中結索 伊東貴司・ 杉山裕一・ 小松康範

伊藤公一・ 山本和揮・ 阿部徹

者救助溺 石丸亮介・ 花房聖史・ 津田智哉

伊保恒毅・ 谷本成範・ 山本和揮

人命救助 中野祐介・ 木崎義紘・ 津田智哉

道永直生・ 宮村利幸・ 長村令子

水中検索救助 石丸亮介・ 横山貴幸・ 山中亮人・ 杉山裕一

ほふく 救出 松井謙佑・ 松上倫也・ 辻岳史

ロープブリ ッ ジ渡過 中林謹介

引揚救助 三枝正平・ 伊関将司・ 濱野勝一・ 古川誠・ 南兵衛

水中結索 伊藤公一・ 山本和揮・ 阿部徹

者搬送溺 横山元樹・ 長村令子

技術訓練 水門・ 高見・ 山本・ 広内・ 加賀山・ 村上拓

近畿地区指導会 平成26年７ 月26日 大阪市消防局高度専門教育訓練ｾﾝﾀｰ 陸42名　 水30名参加

全国大会 平成26年８ 月27日
千葉県消防学校 
（ 平成26年広島市豪雨土砂災害により 中止）

陸10名　 水４ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 濱田隆志　 糺徳雄

はし ご登はん 清水翔太　 高松由

ロープ応用登はん 吉田真悟・ 河内乾吾　 前田陽太・ 松栄陽介

ほふく 救出 松井謙佑・ 勝庸一・ 多鹿公哉

辻岳史・ 中田考次・ 上野耕輔

引揚救助 富田有晴・ 古川哲也・ 井上晶雄・ 瀧井智雄・ 南兵衛

伊関将司・ 宮本佳一・ 古川誠・ 岩本穂・ 広内実

ロープブリ ッ ジ救出 杉本拓磨・ 柿木和哉・ 藤原圭一・ 岩倉徹

田中和宏・ 西海文洋・ 山本亮平・ 泉辰朗

障害突破 北濱雄一・ 酒井大輔・ 乾翔太朗・ 櫻井辰悠・ 鹿島周平

釡江和孝・ 三木博文・ 政田達彦・ 南浦将樹・ 梅﨑直樹

複合検索 山本和揮　 横山貴幸

基本泳法 原田良平　 中野祐介

者搬送溺 有田達洋・ 津田智哉　 原田良平・ 城内秀斗

水中結索 横山元樹・ 山本和揮・ 小松康範

阿部徹・ 伊東貴司・ 中野祐介

者救助溺 伊保恒毅・ 花房聖史・ 加藤諒

石丸亮介・ 西別府穣・ 津田智哉

人命救助 木村賢太・ 木崎義紘・ 城内秀斗

道永直生・ 宮村利幸・ 加藤諒

水中検索救助 石丸亮介・ 横山貴幸・ 山中亮人・ 杉山裕一

はし ご登はん 高松由

ロープブリ ッ ジ救出 杉本拓磨・ 柿木和哉・ 藤原圭一・ 岩倉徹

障害突破 北濱雄一・ 酒井大輔・ 乾翔太朗・ 櫻井辰悠・ 鹿島周平

複合検索 山本和揮

水中結索 横山元樹・ 山本和揮・ 小松康範

第4 1 回

全国大会出場

第4 2 回

全国大会出場

第4 3 回

全国大会出場



近畿地区指導会 平成27年７ 月19日 神戸学院大学ﾎ゚ ﾄーｱｲﾗﾝﾄﾞ ｷｬﾝﾊ゚ ｽ 
神戸市立ﾎ゚ ﾄーｱｲﾗﾝﾄﾞ ｽﾎ゚ ﾂーｾﾝﾀｰ

陸42名　 水34名参加

全国大会 平成27年８ 月29日 陸14名　 水23名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 中村晴紀　 糺徳雄

はし ご登はん 清水翔太　 山田俊介

ロープ応用登はん 前田陽太・ 松栄陽介　 中筋広樹・ 中林謹介

ほふく 救出 嶋﨑淳之介・ 上野耕輔・ 草嶋伸也

中田考次・ 庄司一貴・ 辻岳史

引揚救助 鹿島周平・ 松井謙佑・ 井上晶雄・ 瀧井智雄・ 吉田大輝

広内実・ 伊関将司・ 宮本佳一・ 古川誠・ 岩本穂

ロープブリ ッ ジ救出 加賀山達也・ 杉本拓磨・ 藤原圭一・ 柿木和哉

馬田健太郎・ 岩倉徹・ 山本亮平・ 森井郁也

障害突破 酒井大輔・ 永井康道・ 乾翔太朗・ 櫻井辰悠・ 政田達彦

河島弘和・ 梅﨑直樹・ 谷本佑太・ 高松弘毅・ 南浦将樹

複合検索 山本和揮　 横山貴幸

基本泳法 伊東貴司　 中野祐介

者搬送溺 有田達洋・ 山田拓巳　 原田良平・ 加藤諒

水中結索 横山元樹・ 伊東貴司・ 大西純平

百本佳祐・ 道永直生・ 中野祐介

者救助溺 石丸亮介・ 西別府穣・ 津田智哉

木村賢太・ 宗實優弥・ 山田拓巳

人命救助 道永直生・ 宮村利幸・ 加藤諒

原田良平・ 木崎義紘・ 津田智哉

水中検索救助 石丸亮介・ 横山貴幸・ 山中亮人・ 杉山裕一

大西純平・ 山本和揮・ 百本佳祐・ 木村賢太

引揚救助 広内実・ 伊関将司・ 宮本佳一・ 古川誠・ 岩本穂

ロープブリ ッ ジ救出 加賀山達也・ 杉本拓磨・ 藤原圭一・ 柿木和哉

障害突破 酒井大輔・ 永井康道・ 乾翔太朗・ 櫻井辰悠・ 政田達彦

複合検索 横山貴幸　 山本和揮

基本泳法 伊東貴司

者搬送溺 原田良平・ 加藤諒　 有田達洋・ 山田拓巳

人命救助 道永直生・ 宮村利幸・ 加藤諒

者救助溺 石丸亮介・ 西別府穣・ 津田智哉

水中結索 百本佳祐・ 道永直生・ 中野祐介

横山元樹・ 伊東貴司・ 大西純平

水中検索救助 石丸亮介・ 横山貴幸・ 山中亮人・ 杉山裕一

　 阪神・ 淡路大震災から 20年が経過し た神戸市が震災のこ と を 決し て忘れず、 様々な取り 組みを 行

い「 復興の歩み」 を 進めてき たこ と 、 そし て復興から 「 新たなステージ」 へ進み出し ているこ と を

発信するため、 上記スローガンを 掲げ、 ３ 度目の全国大会を 神戸学院大学の協力のも と 大会初の地

域大学と 連携し て大学キャ ンパス内で開催し まし た。 前年は東日本大震災が発生し 、 大会史上はじ

めて「 中止」 さ れたため２ 年振り の開催でし た。  

　 参加救助隊員数は948名、 関係者・ 一般来場者は約18,000名を集め、 サンバチームのアト ラ ク ショ

ンや防災体験イ ベント 「 イ ザ！カ エルキャ ラバン！」 等を 実施し 、 成功裏のう ちに終了し まし た。  

第4 4 回

全国大会出場

３ 度目の全国大会開催

N E V E R  F O R G E T , G O  

F O R W A R D 　 －新たなステージへ－





近畿地区指導会 平成28年７ 月23日 大阪市消防局高度専門教育訓練ｾﾝﾀｰ 陸42名　 水30名参加

全国大会 平成28年８ 月24日 松山中央公園・ ｱｸｱﾊ゚ ﾚｯﾄまつやま 陸３ 名　 水３ 名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 角野公彦　 田中裕樹

はし ご登はん 芳賀佳祐　 山田俊介

ロープ応用登はん 中筋広樹・ 中林謹介　 上野耕輔・ 河内乾吾

ほふく 救出 中田考次・ 庄司一貴・ 辻岳史

草嶋伸也・ 勝庸一・ 加賀山達也

引揚救助 松井謙佑・ 井上晶雄・ 宮本佳一・ 冨田有晴・ 梅﨑直樹

瀧井智雄・ 古川哲也・ 古川誠・ 岩本穂・ 吉田大輝

ロープブリ ッ ジ救出 山本亮平・ 橘知哉・ 西原隆史・ 多鹿公哉

岩倉徹・ 杉本拓磨・ 馬田健太郎・ 赤松宏章

障害突破 南浦将樹・ 谷本佑太・ 櫻井辰悠・ 政田達彦・ 酒井大輔

高松弘毅・ 三木博文・ 塩本智之・ 石井由真・ 平松昌基

複合検索 道永直生　 百本佳祐

基本泳法 髙瀨晋太郎　 竹内悠太

者搬送溺 石丸亮介・ 津田智哉　 原田良平・ 加藤諒

水中結索 道永直生・ 伊東貴司・ 大西純平

百本佳祐・ 古澤健太郎・ 竹内悠太

者救助溺 木村賢太・ 柳瀬貴之・ 古澤健太郎

石丸亮介・ 宗實優弥・ 津田智哉

人命救助 先濵朗・ 西別府穣・ 加藤諒

大西純平・ 木崎義紘・ 古澤健太郎

水中検索救助 髙瀨晋太郎・ 先濵朗・ 山中亮人・ 横山貴幸

ほふく 救出 中田考次・ 庄司一貴・ 辻岳史

基本泳法 竹内悠太

者搬送溺 石丸亮介・ 津田智哉

近畿地区指導会 平成29年７ 月22日 兵庫県立広域防災センタ ー 陸44名　 水32名参加

全国大会 平成29年８ 月23日 宮城県総合運動公園　 グラ ンディ ・ 21 陸５ 名　 水11名参加

種目 参加隊員

ロープブリ ッ ジ渡過 今津初夫　 角野公彦　 田中裕樹

はし ご登はん 芳賀佳祐　 清水翔太　 山田俊介

ロープ応用登はん 吉田真悟・ 高松由　 上野耕輔・ 河内乾吾

ほふく 救出 庄司一貴・ 勝庸一・ 濱田隆志

草嶋伸也・ 村上拓也・ 河島弘和

引揚救助 冨田有晴・ 野田航一・ 宮本佳一・ 松井謙佑・ 三木博文

岩本穂・ 古川哲也・ 古川誠・ 瀧井智雄・ 濱野勝一

ロープブリ ッ ジ救出 岩倉徹・ 山本亮平・ 柿木和哉・ 藤原圭一

伊東泰宏・ 橘知哉・ 馬田健太郎・ 多鹿公哉

障害突破 櫻井辰悠・ 南浦将樹・ 塩本智之・ 政田達彦・ 酒井大輔

高松弘毅・ 谷本佑太・ 平松昌基・ 石井由真・ 梅﨑直樹

複合検索 道永直生　 百本佳祐　 福田力

基本泳法 古澤健太郎　 木村賢太　 髙瀨晋太郎

者搬送溺 石丸亮介・ 古澤健太郎　 原田良平・ 津田智哉

水中結索 道永直生・ 伊東貴司・ 木村賢太

髙瀨晋太郎・ 古澤健太郎・ 大西純平

者救助溺 竹内悠太・ 小西洋輔・ 伊東貴司

石丸亮介・ 宗實優弥・ 津田智哉

人命救助 先濵朗・ 西別府穣・ 福田力

大西純平・ 柳瀬貴之・ 津田智哉

水中検索救助 竹内悠太・ 先濵朗・ 山中亮人・ 百本佳祐

障害突破 櫻井辰悠・ 南浦将樹・ 塩本智之・ 政田達彦・ 酒井大輔

基本泳法 古澤健太郎

人命救助 大西純平・ 柳瀬貴之・ 津田智哉

水中結索 道永直生・ 伊東貴司・ 木村賢太

者搬送溺 原田良平・ 津田智哉

石丸亮介・ 古澤健太郎

近畿地区指導会 平成30年７ 月21日 西日本豪雨災害のため中止（ 抽選）

全国大会 平成30年８ 月24日
京都市消防活動総合センタ ー 
（ 台風20号により 中止）

第4 5 回

全国大会出場

第4 6 回

全国大会出場

第4 7 回



救助隊発足50年の歴史の中で、 救助大会がその精神的・ 技術的な向上に果たし た役

割は非常に多く のも のがあり まし た。 技術を 習得し 訓練を ク リ アする 精神力と それ

を実行するだけの体力を磨き、 個人的なスキルを高め、 連携訓練ではチームを組み、

仲間と の信頼関係を 築き あげチームと し て成熟し 本番に挑み、 他本部の救助隊員と

も 切磋琢磨する こ と で救助隊員と し てお互いを リ スペク ト し あう 関係を 作っ てき ま

し た。 先輩職員から 心と 技術の伝承を 受ける こ と で、 救助隊員と し てのプラ イ ド の

醸成と 技能の向上が果たさ れてき まし た。 こ れから 、 何度か救助大会は見直し や存

在意義が検討さ れる こ と があり ますが、 こ れから も 救助隊員の成長の場と し て続い

ていく こ と でし ょ う 。





救助隊発足50周年おめでと う ございます。  

初任科教官と 救急を叩き 込まれた隊長が富士学校上がり の元専救。  

H 4救助課程同期会は現在も 継続中。  

救助隊経験はあり ませんが心の絆は不滅です。  

今後も 輝き続けレンジャ ー！ 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 新田　 幸司（ 47歳

50周年おめでと う ございます。   

28年前、 長女の出産予定日に訓練塔上の高さ と 出産の連絡が来るのでは…

と 、 ダブルド キド キし ながら お手伝いをさ せていただいたこ と が、 ついこ

の前の事のよう に懐かし く 思いださ れます。  

こ れから も カ ッ コ いい救助隊の更なるご活躍を祈念致し ます。  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 岡部喜久男（ 54歳）  



未来に向かって





最新救助技術訓練
　 兵庫県下消防長会救助技術研究会救助作業部会（ 以下「 作業部会」 と いう ）

【 目的】

CSR訓練（ 平成21年度）

   狭隘空間における救助活動において必要と なる基本的

知識と 技術を 検証し 、 県下救助隊員の共通認識事項の統

一化を 図る こ と を 目的と し ています。 内容は保温保護、

進入活動、 狭隘活動、 傷病者観察の４ 項目です。

　 当作業部会では、 基礎的知識と 技術を 習得する と と も

に、 県下救助隊員の救助技術の統一化を 図る ための資料

を作成し まし た。

参加隊員

　 　 中垣伸弥・ 今中憲弘・ 南兵衛（ 平成21年度）

　 救助作業部会は、 兵庫県下消防長会救助技術研究会実施要綱第

４ 条第２ 項に基づき 設置し 、 救助活動等の研究を 行い、 県下救助

隊の知識及び技術の向上並びに活動の統一を 図る こ と を 目的と し

ています。

　 兵庫県では平成21年度から 、 各ブロ ッ ク よ り 選抜さ れた数名の

救助隊員が集結し １ 年間を かけて県下統一及び県下の隊員同士の

顔が見える関係を築く ため、 テーマを決め研究を 続けています。

Confined Space Rescue(CSR)
狭隘空間における救助・ 救急活動



ブリ ーチング（ 平成21・ 22年度）

　 USA R技術のう ちのひと つである「 ブリ ーチング」 を研究・ 検証し 、 各消防本部が保有する資機材を使用し た方法を確立し て県下の

統一手法と し 、 また訓練を通じ て県下消防本部の連携力の向上を図るこ と を目的と しています。

　 ※Urban　 Search　 And　 Rescue（ USAR）

　 都市型捜索救助

    内容は下方向へのダーティ ーブリ ーチング、 ク

リ ーンブリ ーチングと 横方向へのダーティ ーブリ ー

チングです。

　 すべての手法において、 以前に比べて大幅な時

間短縮が図ら れ、 また県下消防本部と しての統一

し た手法が確立さ れ、 訓練を通じ て県下消防本部

が顔の見える関係を構築するこ と ができ まし た。

パイ プサポート ショ アリ ング（ 平成22年度・ 平成23年度）

参加隊員

　 　 村上圭・ 寺神貞憲・ 後藤宜徳（ 平成21年度）

　 　 松本貴士・ 寺神貞憲・ 前田征治（ 平成22年度）

　 建設資材を 用いたショ アリ ング技術の研究を 継続し て行い、 建

物の倒壊・ 崩落を 未然に防ぐ ための効果的な設定方法について検

証する と と も に、 各種資料を 作成して建物火災で活動する 隊員の

安全を確保するこ と 及び危険判断能力の向上を目的と し ています。

　 内容は、 倒壊危険状況判断資料の作成と パイ プサポート ショ ア

リ ング設定要領と なっています。

　 当作業部会で考察し た技術により 100％の安全が確保さ れるわけ

ではあり ません。

　 し かし 、 火災現場での倒壊・ 崩落事故を 未然に防ぐ ための技術

の一つがショ アリ ングであり 、 それを 施すこ と によっ て活動隊員

の安全率が向上すると 考えており ます。

　 今後、 各消防本部においてパイ プサポート ショ アリ ングの技術

が導入さ れ、 積極的な現場使用が行われる こ と で活動隊員の死傷

事故を減ら し 、 隊員の精神的負担が軽減さ れるこ と でし ょ う 。

　 参加隊員

　 　 　 片岡伸太郎・ 菅原聖治・ 山本一利（ 平成22年度）

　 　 　 片岡伸太郎・ 安部吉師・ 永井康道・ 伊関将司（ 平成23年度）



　 アメ リ カ で行われている火災活動時における 隊員の危機的状況に対応する 技術を習得

し た専門の部隊「 RIT/ RIC」 と いっ た取り 組みを参考に、 火災活動時の「 危機的状況」

を 目前にし たと き に何ができ るのか、 仲間を 救い出すためにはどう すればよいかを 検証

し 、 技術を紹介するこ と で、 火災現場での殉職者をなく すこ と を目的と し ています。

　 火災対応救助と いう 技術は、 活動する 上で基本と している「 安全を第一に」 と いう 考

えは最低限と し 、 迅速性に特化し て「 危機的状況に陥っ た場合に活路を見出す手段」 「 危

機的状況を 回避する ためのバッ ク アッ プ」 と 位置づけるも のです。 今までどおり 事故を

起こ さ ない現場活動を行う こ と は当然である が、 我々が活動する 火災現場に「 絶対の安

全はない」 と いう こ と を 再認識し 、 『 危機的状況を回避するためには安全と 確実の重要

度を低下さ せてでも 迅速を優先する と き がある』 『 フ ル装備の隊員を 救出する こ と は非

常に困難であり 、 救助する側の隊員が更なる 危険に陥る可能性も ある 』 と いう こ とを認

識する必要があり ます。

　 火災対応救助に取り 組むこ と で、 更なる安全に対する意識向上につながるこ と で、 火

災による殉職者がなく なるこ と を願います。

※Rapid Intervention Crew (RIC)  / Rapid Intervention Team(RIT)
   自身や仲間が災害現場等で脱出困難になっ た場合、 緊急的に編成、 救出活動する隊。

実施内容

・ セルフ サバイバル

　 自分自身が不測の事態に陥っ た際に生き 残るための対処方法

・ チームサバイ バル

　 ２ 名以上の隊員で屋内進入、 そのう ちの１ 名が受傷し 、 自力脱出不能と 　 　 　 　

　 なっ た場合に残っ た隊員で仲間を救出する方法

・ パニッ ク コ ント ロール

　 危機的状況に陥っ た際、 パニッ ク に陥ら ないための対処方法

・ メ ーデーコ ール

　 外部に緊急事態であるこ と を伝え、 救助を要請する方法

火災対応救助（ 平成24・ 25年度）

　 参加隊員

　 　 　 結城康之・ 松本隆年・ 柏原剛・ 広内実（ 平成24年度）

　 　 　 結城康之・ 松本隆年・ 高見洋輔・ 古川誠（ 平成25年度）

交通救助（ 平成26年度）

　 各消防本部で、 交通救助に対するソ フ ト ・ ハード 両面で研究及び強化が図ら れていると こ ろですが、 『 大型バス・ ト ラ ッ ク 等の

交通救助』 なら びに近年の社会情勢や普及率の変化から 懸念さ れる『 ハイ ブリ ッ ト 自動車や電気自動車の事故対応』 の２ 項目につ

いて、 どのよう なアプローチが安全・ 確実で、 より 迅速に救助活動を行えるかを研究・ 検証するこ と を目的と しています。

　 交通救助の事故形態は様々であり 、 一様にマニュアル化するのではなく 検証訓練結果報告と して、 また、 ハイ ブリ ッ ト 車交通事

故対応研修においては、 研修を 踏まえて車両構造、 電気・ 耐電保護具及び検電器についての報告書、 現場活動モデルを 作成する こ

と で、 県下救助隊員の知識の引き 出し が一つでも 増えるこ と を願います。

実施内容

・ 大型バス・ 小型ト ラ ッ ク の牽引・ 持ち上げ・ 破壊訓練

・ 電気及び耐電衣の基礎知識

・ ハイ ブリ ッ ト 車及び電気自動車の基本構造と 操作要領

・ ハイ ブリ ッ ト 車の交通事故対応訓練

参加隊員　

　 　 田中幹人・ 宮中智弘・ 北濱雄一・ 赤松宏章（ 平成26年度）



　 消防力が劣勢と なる 大災害で、 一人でも 多く の命を 救う ためには、 効率的な

捜索活動を 実施し 、 要救助者を 早期発見する こ と が求めら れます。 そこ であら

ゆる 災害に対し て捜索活動を 効率的に実施する ため、 捜索救助に関する 概念や

知識及び技術向上するこ と が目的です。

　 当作業部会は、 兵庫県内の災害事例等における 教訓や課題抽出し 、 さ ら にア

ド バイ ザーを 招き 先進的な知識・ 技術に関し て研究、 捜索救助の活動要領に関

する検討を実施して作成し まし た。

　 兵庫県下の捜索救助に関する共通認識を統一するため、 捜索救助活動『 共通』

ではあら ゆる災害に共通し た捜索救助の基本を記載し 、 『 災害別』 では『 火災』

『 山岳』 『 水難』 『 大規模災害』 の発生を 踏まえた、 具体的な初期対応の安全

管理や捜索方法等に関する知識・ 技術を記載し たも のを作成し まし た。

　 こ の捜索救助活動要領を 使用する こ と で、 兵庫県下緊急消防援助隊等の活動

統一を図り ます。

捜索救助（ 平成27年度）

　 参加隊員

　 　 　 香西辰哉・ 田中和宏・ 濱野勝一・ 勝庸一（ 平成27年度）

CSR/M （ 平成28年度）

　 今一度Ｃ Ｓ Ｒ について振り 返り を行い、 県下救助隊員のスキル向上を目指すと と も に、 今後救助隊と と も に

救急や医療が狭隘空間内において、 連携し た活動が行えるよう になるこ と を目的と し まし た。

　 訓練内容は作業部会員のＣ Ｓ Ｒ ／Ｍ活動のスキルアッ プ、 Ｃ Ｓ Ｒ ／Ｍ活動手順書の作成、 Ｃ Ｓ Ｒ ／Ｍ活動に

役に立つ資料の作成です。

　 「 Ｔ Ｉ ＭＥ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 」 を 作成する にあたり Ｄ －ＭＡ Ｔ 隊員養成研修への参加や医療関係者の講義を得て、 医

療の知識の向上を 図る こ と ができ まし た。 現役の救助隊が現在考えら れる Ｃ Ｓ Ｒ ／Ｍ活動を現場到着から 要救

助者を 医療機関へ引き 継ぐ までの時系列で表し た活動手順書と なる「 Ｔ Ｉ ＭＥ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 」 及び「 Ｔ Ｉ ＭＥ Ｌ Ｉ

Ｎ Ｅ 行動要領」 を作成し まし た。

参加隊員　

　 　 立脇龍也・ 鹿島周平・ 入田優・ 高松由（ 平成28年度）

Confined Space Rescue/ Medicine(CSR/ M)
狭隘空間における救助・ 救急活動



建物構造と 崩壊メ カ ニズム（ 平成29年度）

　 大規模な地震災害時に我々救助隊が活動する であろ う 倒壊建物には、 多数の危

険要因が存在し 、 常に二次災害発生の危険と 隣り 合せにあると 言っても 過言では

あり ません。 こ のよう な現場で活動するための技術（ Ｃ Ｓ Ｒ ／Ｍやショ アリ ング

等） は研究さ れ確立さ れてき まし たが、 その前段階にある進入可否の判断材料が

肝要と なり ます。 そこ で、 倒壊建物の構造や状態を的確に把握、 弱体箇所を認識

し 、 二次災害に起因する 自重や余震によ る再倒壊の危険性を評価し たう えで、 リ

スク の少ない救助活動の推進につなげるこ と を目的と し ます。

　 研究及び専門家等の講義や助言を 得る こ と で、 災害現場で直感や感覚だけに頼

る こ と なく 、 客観的かつ具体的根拠を基に決定するための判断材料と して「 倒壊

木造建物の状況把握シート 」 を作成するこ と が出来まし た。 本シート は進入に関

する唯一の判断材料ではなく 、 一つの判断材料と して活用する こ と で、 的確な進

入判断の決定と 隊員の二次災害防止につながり 、 安全・ 確実・ 迅速な人命救助が

実現できるこ と を願います。

実践的ロープレスキュー（ 平成30年度）

参加隊員

　 　 松上倫也・ 辻岳史・ 南兵衛・ 河島弘和（ 平成29年度）

実施内容

・ 木造建物の構造と 崩壊メ カ ニズムについて

・ 倒壊パタ ーンから の危険予測する方法

・ 進入アプローチ方法

・ 現場活動における進入可否の判断材料と なる資料作成

・ 倒壊木造建物の状況把握

・ 活用手順及び状況把握におけるポイ ント

　 高所救助活動及び低所救助活動における救出困難な場面及び状況を 抽出し 、 それら を ク リ アする手法及び方策を検証すると と も

に、 高所及び低所以外のロープレスキュ ーに付随する 技術及び手法を研究するこ と で、 県下救助隊員の救助技術の向上を図るこ と

を目的と しています。

　 研究内容は、 高所救助・ 低所救助・ その他の救助事案の救助活動事案を３ つのグループに分かれ現在実施研究中事案です。

参加隊員

　 　 梅崎直樹・ 乾翔太朗・ 櫻井辰悠・ 清水翔太（ 平成30年度）

Progress toward  the Future 



　 二酸化炭素探査装置は、 生体の呼

吸 に よ り 排 出 さ れ る 二 酸 化 炭 素

（ C O 2） およ び排泄物や腐敗臭から

のアン モニア（ N H ３ ） の検出及び小

型カ メ ラ の映像確認によ り 、 密室や

瓦礫等に閉じ 込めら れて いる 生存者

を探索をする資機材です。

最新救助資機材
　 救助隊では法令に伴い保有し なければなら ない資機材があり ます。 （ 約300種類） その中でも 、 現在特

別高度救助隊（ スーパーイ ーグルこ う べ） が保有し ている高度資機材と 今後活動が期待さ れる資機材の紹

介をさ せていただき ます。  

特別高度救助隊（ Ｓ Ｅ Ｋ ） 保有の高度資機材

二酸化炭素探査装置

　 画像探索機は、 工業用ビ

デオス コ ープ と ガス 検知収

納ケース、 チュ ーブユニッ ト

を 組み合わせて使用する こ と によ り 、 倒壊建物の内部

環境を 測定する こ と や、 生存者を 捜索する こ と が出来

ます。 ま た、 空気ボンベから の送気や内部の温度測定

が可能です。

画像探索機

電磁波探査装置
　 電磁波探査装置は、

倒壊し た住宅、 瓦礫等

の中に微弱な 電波を 放

射し 、 その反射波を 解

析する こ と によ っ て 埋

没し た 生存者の呼吸や

体の動き を 波形画像と

し て 表示、 検出する こ

と によ り 、 生存者を 探

査し ます。

地中音響探知機

　 崩壊し た建物の下や身動き の取れな い

状況下にある生存者を探索し てその居場所

を検知するための探知機です。 振動センサー

と 音響センサーの２ つのセンサーを備えて

おり 、 振動センサーは、 建物の構造部材を

通し て伝わる生存者の動き 、 または救助を 求める 行動によ り 生じ

る振動を検出し ます。 音響センサーは、 周辺の音を検出し ます。

地震警報器

　 地震警報器は、 地震災害時におけ

る 二次災害を 防ぐ ため、 人間が地震

を 感じ る 前に地震情報を 伝達する Ｐ

波を 検知する 事によ り 警報を 事前に

知ら せる機能を持っています。　 熱画像直視装置は、 周

囲の対象物から 放射・ 発

生し た熱エネルギーを 見

える 画像に変換し 、 火災

現場や夜間等の災害現場

において、 要救助者の捜

索や、 火源の発見等を 行

う こ と ができ ます。

熱画像直視装置

夜間用暗視装置

　 夜間用暗視装置は、 漆黒の暗闇

において も 光源を 必要と せず、 赤

外線を 照射し 目標物の視認を 行う

こ と ができます。



重機

　 自然災害現場や重量物排除が必要な現場において重機の必要性が非常に重視さ れる よ う になってき ています。 人の

数倍の能力で活動でき る ため、 要救助者の発見や救出活動の効率が上がる のが一番のメ リ ッ ト です。 重機が必要な現

場は、 状況が厳し く 、 非常に緊急度の高いこ と が予想さ れます。 また、 要救助者のすぐ そばで重機を扱う 必要がある

ため、 救助に関する知識に合わせ、 要救助者へ危害を及ぼさ ないよう に、 正確な操作が求めら れます。

今後活躍が期待さ れる資機材

　 現在、 神戸市消防局では保有し ていませんが、 今後現場活動において有効な資機材です。  
　 なお、 重機やド ローンは、 民間と の協定により 協力を得ており ますが、 迅速活動を 踏まえ、 今後導入が望まれます。

　 ド ローン は、 空の産業革命と よばれ、 様々な分野において活躍が期待さ れており 、 現在では、 画像通信から 荷

物の搬送、 建設分野の測量などに活用さ れています。

　 災害対応での活用は、 ド ローン での俯瞰的な写真が、 広範囲で発生する土砂災害や地震災害発生時に、 被害状

況が一目で分かり 活動方針を決定するのに非常に有効です。

　 また、 Ｎ Ｂ Ｃ 災害など危険な物質が存在する場所の情報収集には、 ド ローンにより ガス検知や情報収集ができ

れば、 隊員が進入する前にお状況が把握でき 、 活動の効率化が図れます。

　 さ ら に、 ド ローンに赤外線センサーなどの高性能なセンサーを取り 付けるこ と で、 活用の幅は広がると 思われ、

水難救助現場をはじ め、 様々な災害現場での活用が期待さ れます。

ド ローン

双腕重機 ト ラ ク タ ーショ ベル

ド ロ ーン 水中ド ロ ーン



土砂災害監視装置

　 土砂災害現場で活動を 行う 救助隊員の安全を 確保する ため、 安全監視員以外に、 機器等によ る監視システムが必

要と なり ます。

　 こ の装置は、 再崩落の前兆現象の一つである 地面などの動き を 監視し 、 捜索救助活動等における２ 次災害防止を

目的と し た監視システムです。

　 土砂災害対応での捜索救助活動にあたり 、 上流から 再度土砂が流れ出てこ ないかの監視は、 救助隊員の安全確保

のために非常に重要です。 し かし 、 現在、 消防隊が簡易に扱える監視装置があり ません。

　 私たちも 土砂災害の知識を 持ち 現場対応する こ と は必須ですが、 様々な現象を感知し 、 人間の能力の限界を補っ

てく れる資機材の登場を期待し ます。

災害救助用ロボッ ト

　 地震や水害などの災害で現場で救助隊員が立ち 入り でき ない場所において、 救助隊員に代わり 投入し 捜索救助するこ と

を 目的と し たロ ボッ ト です。 現在、 開発が進めら れており 要救助者の探索を 目的と している も のが主流です。 歴史的には

1995年の阪神・ 淡路大震災後に研究が始まり 、 倒壊家屋や瓦礫内の救助をメ イ ンに開発が進ん でいまし たが、 2011年の東

日本大震災の津波災害をき っ かけに水中探索ロ ボッ ト の開発も 始まっ ています。 その他には、 原子力災害ロ ボッ ト 等あら

ゆる 災害を 対象に開発が進んでいます。 現在、 文部科学省は「 使える 災害ロ ボッ ト 」 を 目指して支援しており 、 「 がれき

に埋も れた要救助者を 助けるロ ボッ ト 」 、 「 素早く 人命救助する パワード スーツ」 、 「 水中での行方不明者を 捜索する ロ

ボッ ト 」 の3種の開発を目指しています。

検知型遠隔探査装置
救助ロ ボッ ト



特別高度救助・ 特殊災害第3担当 

古市　 泰士 

　 私は阪神・ 淡路大震災を 契機に専任救助隊員と し て災害現場の最前線で活動する こ と を 希望し

まし た。 消防士になっ たと き から オレ ン ジ服への憧れはあり まし たが、 自分がやり たい、 やれる

と 思っ たこ と はあり ませんでし た。  

　 し かし 甚大な災害が起こ り 、 何も でき なかっ た悔し さ と 自分の無力さ を 痛感し 、 やる なら 今し

かないと 自身の環境を 変えるこ と を 決意し まし た。  

　 信頼でき る 仲間と 災害に立ち 向かい、 人命救助と いう ひと つの目的のために妥協を 許さ ない部

隊、 それが当時の専任救助隊でし た。  

　 希望が叶い、 平成7年10月に専任救助隊員に任命さ れまし た。 ただし 当初はオレ ンジ服を 着さ せ

ても ら えませんでし た。 今思えば、 私の仕事に対する 姿勢や取り 組みを 見極めら れていたのかも

し れません。  

　 ひと 月ほど 経っ たある 日、 隊長に呼ばれ「 救助隊員と し て 仕事を する のに服の色は関係ある

か？」 と 問われたので、 私は迷わず「 服は関係あり ません。 」 と 答えまし た。 する と 目の前に真

新し い救助服が差し 出さ れまし た。  

　 隊長から は「 こ れから オレ ン ジの服を 着て、 心地が良いと 感じ たと き は、 こ れまで培っ てこ ら

れた先輩方に感謝し なさ い。 逆に悪く 言われる こ と があれば改善し て、 まわり のみんなが救助隊

になり たいと 思える よ う に仕事を し なさ い。 」 と 教わり まし た。 オレ ン ジ服を 着ら れる こ と の喜

びと 、 こ れから 着続ける こ と への重責を 感じ 、 身が引き 締まる 思いであっ たこ と は今も 心に残っ

ています。  

　 　  

　 救助隊員になっ てから は、 厳し い訓練や過酷な環境下での現場活動、 また相次ぐ 仲間の殉職事

故や全国各地で発生する大規模かつ特殊な災害への対応など、 すべてが想像を 超えるこ と ばかり で

し た。  

　 その都度、 救助隊の仕事と は何か、 安全と は何か、 ど う 対策する のかなど多く のこ と を 考えさ

せら れまし た。 そのよう な経験や苦悩し て学んだこ と が自分自身の糧と なり 、 救助隊員と し ても 人

間と し ても 成長するこ と ができ たと 思います。  

　 現在も 特別高度救助・ 特殊災害隊で救助業務に携わる こ と ができ 、 多く の仲間と 多岐にわたる

仕事と あら ゆる災害への対応にやり がいを 感じ ています。  

　 神戸市消防救助隊は時代の歩みと と も に今日に至る まで50年の歴史を 積み重ねてき まし た。 そ

の中で私自身も 20年あまり 救助隊員であっ たこ と を 誇り に思い、 こ の節目にあら ためて初心にか

えり 、 「 心・ 技・ 体・ 知」 の研鑽に努めるこ と を 決意し ます。  

謝

K obe



　 消防救助隊発足50周年を迎えて、 現救助隊員182名を代表し て衷心より お祝い申し 上げます。  

こ れも ひと えに歴代救助隊員の皆様の救助に対する 熱い思いと 並々なら ぬ努力の賜物である と 深く 敬意

を 表し ます。  

　 こ の50年を 迎える にあたり 、 過去の災害歴史や活動事例など消防救助隊の50年の歩みを 振り 返る と と

も に、 職員一同が未来に向けて決意を 新たにし 、 さ ら なる 発展を 目指し てこ の記念誌を 編集する こ と と

し まし た。  

　 さ て、 当市の救助隊は、 昭和43年に発隊し た消防専任救助隊1隊に始まり 、 その後発展を続け、 現在で

は特別高度救助隊（ 愛称： スーパーイ ーグルこ う べ） １ 隊、 航空救助隊１ 隊、 専任救助隊４ 隊、 署救助

隊６ 隊、 の合計12隊の消防救助隊に発展し まし た。  

　 発隊当初は、 現在のよ う に災害実態に対応し た救助資機材が無く 、 四輪駆動車に必要最低限の救助資

機材を 車載し 、 その救助資機材を 応用し て救助活動を 行いまし たが、 現在ではク レ ーン 付救助工作車と

約１ ０ ０ 種類の救助用資機材を 活用し て市内のあら ゆる災害に対応し ています。  

　 また、 国内で発生し た大規模な災害に対し ては、 緊急消防援助隊の救助部隊と し て応援出動する と と

も に、 海外で発生し た大規模災害にも 国際消防救助隊と し て出動し ています。 過去にバングラ ディ シュ サ

イ ク ロン災害、 ト ルコ 共和国地震災害へと ２ 回出動し 、 国際協力を 行っています。  

過酷な災害現場で活動する救助隊員の養成は、 昭和41年の陸上自衛隊富士学校での第1期レ ンジャ ー訓練

に始まり 、 現在は神戸市消防学校において3週間におよ ぶ救助課程を 実施し 、 研修修了者も 1,081名にお

よび、 本年度は第43期救助課程を実施し ます。  

　 救助課程は、 近年発生する 災害形態等に合わせて内容を 見直し ながら 行っていますが、 選抜さ れた救

助隊員が指導員と なり ピ リ ピ リ と し た緊張感の中で研修を 行う こ と や、 研修の仕上げに深夜の六甲山を

出発し 、 消防学校を 目指す「 テン マイル走」 は先人から 受け継ぐ 「 不撓不屈の精神力」 「 救助の絆」 を

養う も のと し て、 現在も 受け継いで実施し ています。  

　 近年は、 社会情勢の変化によ り 都市構造が複雑・ 多様化、 深層化する と と も に異常気象によ り 発生す

る災害も 大規模化すると と も に過去の経験を 超える複雑な災害も 発生し ています。  

　 それら に対応する ため、 今後も 必要な救助資機材を 整備する と と も に先端技術の導入に向けて情報収

集を 行い、 知見を 深め、 救助体制の強化を 図る と と も に「 安全な現場活動」 を 後世に受け継いでいき ま

す。  

　 歴史ある 神戸市消防局消防救助隊が今後益々隆盛なる 前途を 開拓し 、 安全の中に勇猛果敢に災害に立

ち向かう 救助隊員が育ちゆく 場であり 続けるこ と を 心から 祈念し 、 お祝いの言葉と さ せていただき ます。

　 最後になり まし たが、 救助隊発足50周年記念事業に携わっていただいた職員の皆様に深く 感謝する と

と も にお礼申し 上げます。  

救助・ 特災担当課長 

中谷　 明美 
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